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[bookmark: baputesumawoShou_kerunowotameraw_1]バプテスマを受けるのをためらわないでください
[bookmark: _He_wotameratuteirunodesuka__Li_1][bookmark: _He_wotameratuteirunodesuka__Li][bookmark: citationsource1]「何をためらっているのですか。立って，バプテスマを受け……なさい」。使徒 22:16さあ，何をためらっているのですか。立って，バプテスマを受け，イエスの名を呼んであなたの罪を洗い去りなさい。
[bookmark: pointo_konoJi_Shi_deha_samariaRe][bookmark: pointo][bookmark: konoJi_Shi_deha_samariaRen__taru]ポイント：この記事では，サマリア人，タルソスのサウロ，コルネリオ，コリントの人たちがどう変化したかに注目します。バプテスマを目指して頑張っていく力がもらえます。
[bookmark: 1__baputesumawoShou_kerunohadous]1. バプテスマを受けるのはどうしてですか。
[bookmark: anatahaehobawoAi_siteimasuka__eh][bookmark: citationsource2][bookmark: citationsource3][bookmark: citationsource4]あなたはエホバを愛していますか。エホバはたくさんの良いものを与えてくれています。生きていられるのもエホバのおかげです。エホバを愛していることをはっきり示す一番の方法は，献身しバプテスマを受けることです。バプテスマを受けると，エホバの家族の1人になり，エホバのものになります。お父さんであり友でもあるエホバは，そんなあなたのことを導き，大切にしてくれます。（詩 73:24あなたは助言して導いてくださり， そうして私が栄光を受けるようにしてくださる。イザ 43:1，2ヤコブよ，あなたを創造した方， イスラエルよ，あなたを形作った方， エホバはこう言う。 「恐れてはいけない。私はあなたを救い(d*買い戻し)， あなたの名を呼んだ。あなたは私のものである。 2 あなたが水の中を通るとき，私はあなたと共にいる。 川を渡るとき，あなたが水にのまれることはない。 火の中を歩いても，あなたは焼かれず， 炎に焦がされることもない。）また，献身しバプテスマを受けるなら，いつまでも生きられるという希望を持てます。（ペテ一 3:21これに相当するものであるバプテスマ(*)（肉体の汚れを除くことではなく，健全な(*晴れ晴れとした/正しく機能する)良心を神に願い求めること）により，今皆さんはイエス･キリストの復活を通して救われています。）
[bookmark: 2__konoJi_Shi_dehadonnakotowoKao]2. この記事ではどんなことを考えますか。
[bookmark: 2_He_kanoLi_You_debaputesumawota]2 何かの理由でバプテスマをためらっていますか。クリスチャンになるために行動や考え方を変えるのは大変だと思いますか。そう感じているのはあなただけではありません。でも多くの人が生き方を変えてバプテスマを受け，喜んでエホバに仕えています。①1世紀の人たちもバプテスマを受けるために問題を乗り越えました。②どのように乗り越えたでしょうか。③その人たちから何を学べるでしょうか。この記事ではその点を考えます。
[bookmark: samariaRen]サマリア人
[bookmark: 3__samariaRen_habaputesumawoShou]3. サマリア人はバプテスマを受けるためにどんな問題を乗り越えなければいけませんでしたか。
[bookmark: 3_iesunoShi_Dai_nosamariaRen_toh][bookmark: page3][bookmark: citationsource5][bookmark: citationsource6][bookmark: citationsource7][bookmark: citationsource8]3 イエスの時代のサマリア人とは，ユダヤの北のシェケムやサマリアの付近を本拠地とした宗派に属する人たちのことでした。サマリア人がバプテスマを受けるためには，聖書をもっと学ぶ必要がありました。その人たちは，創世記から申命記までの，聖書の最初の5つの書だけを聖典として受け入れていました。ヨシュア記も受け入れていたものと思われます。また，申命記 18章18，19節私は彼らのために兄弟たちの中からあなたのような預言者を立てる。私は自分の言葉をその人に伝え，その人は私が命じる全てのことを彼らに話す。 19 私は，彼が私の名によって話す私の言葉に従わない人に責任を問う。の神の約束から，メシアが来ることも信じていました。（ヨハ 4:25女性は言った。「私は，メシアが来ることを知っています。キリストと呼ばれる方です。その方が来たら，全てのことをはっきり知らせてくださいます」。）でもバプテスマを受けるためには，イエスがメシアであることを認めなければいけませんでした。そして，「大勢のサマリア人」がイエスを信じるようになりました。（ヨハ 4:39その町から来た大勢のサマリア人はイエスに信仰を持った。あの女性が，「私がしたことを全て言い当てました」という証言をしたからである。）クリスチャンになるために，ユダヤ人に対する根深い偏見を乗り越えなければいけない人もいたことでしょう。（ルカ 9:52-54そして，先に使者を遣わした。使者たちは出掛け，イエスのために準備をしようとサマリア人の村に入った。 53 しかし人々はイエスを迎え入れなかった。イエスがエルサレムへ行こうとしていたからである。 54 弟子のヤコブとヨハネはこれを見て，言った。「主よ，お望みでしたら，天から火が下るよう求めて彼らを滅ぼし尽くしましょうか」。）
[bookmark: 4__Shi_Tu__8Zhang_5_6_14Jie_niyo][bookmark: citationsource9][bookmark: citationsource10]4. 使徒 8章5，6，14節によると，フィリポが伝道した時にサマリア人はどのように反応しましたか。
[bookmark: 4_baputesumawoShou_kerutamenisam][bookmark: citationsource11][bookmark: citationsource12][bookmark: citationsource13][bookmark: citationsource14]4 バプテスマを受けるためにサマリア人はどのように問題を乗り越えたか。フィリポが「キリストについて伝道」した時，多くのサマリア人が「神の言葉を受け入れ」ました。（使徒 8:5，6フィリポはサマリアの町に下り，キリストについて伝道し始めた。 6 群衆は皆，フィリポが言うことにじっと耳を傾け，フィリポが行う奇跡(d*しるし)を見た，14エルサレムにいる使徒たちは，サマリアの人々が神の言葉を受け入れたことを聞くと，ペテロとヨハネを遣わした。を読む。）フィリポがユダヤ人だからといって，反感を持ったりしませんでした。モーセ五書に神は不公平な方ではないと書かれているのを思い出したのかもしれません。（申 10:17-19皆さんの神エホバは神の中の神，主の中の主，偉大で力強く，威厳に満ちる神であり，誰をも不公平に扱わず，賄賂を受け取りません。 18 父親のいない子供(*孤児)ややもめが公正な裁きを受けられるようにし，外国人居住者を愛して食物と服を与えます。 19 皆さんも外国人居住者を愛さなければなりません。皆さんもエジプトで外国人居住者となったからです。）いずれにしても，サマリア人は「フィリポが[キリストについて]言うことにじっと耳を傾け」ました。また，フィリポが病気を治したり邪悪な天使を追い出したりするのを見て，確かにエホバから力を与えられているということを認めました。（使徒 8:7邪悪な天使たちが，取りついていた大勢の人から，大声で叫んでは出ていった。また，体がまひした人や足が不自由な人も大勢治された。）
[bookmark: 5__samariaRen_karadonnakotowoXue]5. サマリア人からどんなことを学べますか。
[bookmark: 5_samariaRen_tatiha_huiripohayud][bookmark: citationsource15][bookmark: citationsource16]5 サマリア人たちは，フィリポはユダヤ人だからとか，こんな教えを聞いたことはないと考えて，フィリポから学ぶのをやめることもできました。でもそうはしませんでした。フィリポが教えていることが真理だと確信すると，ためらわずにバプテスマを受けました。聖書にはこう書かれています。「フィリポが神の王国とイエス･キリストの名についての良い知らせを広めると，人々は信じ，男性も女性もバプテスマを受けた」。（←使徒 8:12）あなたは聖書に書かれていることが真理だと確信していますか。エホバの証人が偏見を持つことなく，誠実に愛し合っている様子を見てきましたか。本物のクリスチャンの証拠である，心からの愛を表そうと努力していることを確信していますか。（ヨハ 13:35あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります。）そう思うなら，ためらわずに一歩踏み出してください。エホバは必ず後押ししてくれます。
[bookmark: 6__rubenkaraHe_woXue_bemasuka]6. ルベンから何を学べますか。
[bookmark: 6_doitunorubennoLi_woKao_etemima][bookmark: citationsource17]6 ドイツのルベンの例を考えてみましょう。ルベンはエホバの証人の家庭で育ちましたが，エホバは本当にいるんだろうかと思うようになりました。ルベンはどうしましたか。そのことをテーマにしてもっと勉強することにしました。こう言っています。「納得できない気持ちをそのままにしませんでした。進化論が本当に正しいのか，繰り返し調べました」。ルベンは「あなたのことを気づかう創造者がおられますか」の本を使って学ぶことにしました。その本を読んで衝撃を受け，「エホバは本当にいるんだ！」と思いました。世界本部に見学に行ったことからも良い感化を受けました。世界中の兄弟姉妹が心を一つにしてエホバに仕えている様子に感動し，本当にすごいと思いました。ルベンはドイツに帰ってから17歳でバプテスマを受けました。あなたも聖書や神について学んだことを信じ切れないでいるなら，そのままにせず，調査してください。「正確な知識」があれば乗り越えられます。（エフェ 4:13，14そのおかげで私たちは皆，信仰の一致と，神の子についての正確な知識の一致に達し，十分に成長した人(*大人)となり，キリストの背丈(*域)に達するようになります。 14 ですから，私たちはもう子供であってはならず，波にもまれるかのように翻弄されたり，風に吹かれるかのようにさまざまな教えに振り回されたりしてはなりません。人に欺かれたり，ずる賢いたくらみに乗せられたりしてはならないのです。）また，世界中の兄弟姉妹が互いを愛し，心を一つにしてエホバに仕えている様子や，地元の会衆で仲間が気遣い合っている様子を見ると，自分が国を超えた大きな家族の1人であることへの感謝が深まっていきます。
[bookmark: page4][bookmark: tarusosunosauro]タルソスのサウロ
[bookmark: 7__saurohadonnaSi_iWei_iwositeim]7. サウロはどんな思い違いをしていましたか。
[bookmark: 7_tarusosunosaurohaRe_Xin_nayuda][bookmark: citationsource18][bookmark: citationsource19][bookmark: citationsource20][bookmark: citationsource21][bookmark: citationsource22]7 タルソスのサウロは熱心なユダヤ教徒で，その分野で最高の教育を受けていました。（ガラ 1:13，14皆さんは，私がユダヤ教徒だった頃の振る舞いについて聞いています。私は神の会衆を激しく迫害し，荒らしていました。 14 そして，多くの同年代の同胞よりもユダヤ教に打ち込み，はるかに熱心に父祖たちの伝統に従っていました。フィリ 3:5私は生後8日目に割礼を受けており，イスラエルの子孫，ベニヤミン族の者，ヘブライ人から生まれたヘブライ人です。律法に関しては，パリサイ派でした。）当時ユダヤ人はクリスチャンを背教者と見ていたので，サウロはクリスチャンを激しく迫害しました。しかも，自分のしていることは神の考えに沿っている，と思い込んでいました。（使徒 8:3一方サウロは，会衆に手荒なことをするようになった。次々と家に侵入しては男性も女性も引きずり出し，牢屋に送った; 9:1，2サウロは，なおも主イエスの弟子たちを脅し，殺そうと意気込んで，大祭司の所に行き， 2 ダマスカスにある会堂への手紙を求めた。この道に従う人を見つけたら，男性も女性も縛ってエルサレムに連れてくるためだった; 26:9-11私自身，どんな手段を使ってでもナザレ人イエスの名に敵対すべきだと確信していました。 10 事実，エルサレムでそれを実行し，祭司長たちから権限を与えられていましたので，聖なる人たちの多くを牢屋に閉じ込めました。そして，その人たちが処刑される時には，賛成の票を投じました。 11 全ての会堂で聖なる人たちを何度も苦しめて信仰を捨てるよう迫り，彼らのことでひどく激怒してほかの町々でも迫害するほどでした。）サウロがイエスに信仰を持ち，バプテスマを受けてクリスチャンになるには，相当の覚悟が必要だったはずです。自分も迫害のターゲットになることが分かっていたからです。
[bookmark: 8___a_saurogabaputesumawoShou_ke][bookmark: citationsource23]8. （ア）サウロがバプテスマを受けるのに何が助けになりましたか。（イ）使徒 22章12-16節によると，アナニアはどのようにサウロを助けましたか。（挿絵も参照。）
[bookmark: 8_baputesumawoShou_kerutamenisau][bookmark: citationsource24][bookmark: citationsource25][bookmark: citationsource26][bookmark: citationsource27]8 バプテスマを受けるためにサウロはどのように問題を乗り越えたか。天にいるイエスから話し掛けられた後，サウロは目が見えなくなってしまいました。（使徒 9:3-9サウロが旅をしてダマスカスに近づいた時，突然，天からの光が彼の周りを照らし， 4 サウロは地面に倒れ，「サウロ，サウロ，なぜ私を迫害しているのですか」と言う声を聞いた。 5 サウロが，「主よ，あなたはどなたですか」と言うと，答えがあった。「イエスです。あなたは私を迫害しています。 6 起きて町に入りなさい。そうすれば，何をすべきか告げられます」。 7 一緒に旅をしていた人たちは，声の響きは聞こえたが誰も見えず，何も言えずに立っていた。 8 サウロは地面から起き上がった。目は開いているのに何も見えなかった。それで手を引いてもらってダマスカスに入った。 9 そして3日間，何も見えず，食べることも飲むこともしなかった。）3日間何も食べず，自分の身に起きたことについてじっくり考えたはずです。その結果，イエスが約束のメシアであることを確信しました。クリスチャンが神の望むことを行っていることも分かりました。サウロはステファノの殺害に関わってしまったことを深く後悔したでしょう。（使徒 22:20しかも，あなたの証人ステファノが殺害された時，私はその場にいて，それに賛成し，彼を殺す者たちの外衣の番をしていました。）3日目にアナニアがやって来てサウロを優しく助け，目が見えるようにしました。そして，ためらわずにバプテスマを受けるように勧めました。（使徒 22:12-16そこに，アナニアという男性がいました。神を畏れて律法を守る人で，そこに住む全てのユダヤ人から良い評判を得ていました。 13 アナニアは私の所に来て，そばに立ち，『サウロ，兄弟，視力を取り戻しなさい！』と言いました。まさにその時，私は彼が見えるようになりました。 14 アナニアはこう言いました。『私たちの父祖の神はあなたを選びました。あなたが神の意志を知り，正しい方イエスを見，その声を聞くようにです。 15 あなたはイエスの証人となり，見聞きした事柄を全ての人に伝えるからです。 16 さあ，何をためらっているのですか。立って，バプテスマを受け，イエスの名を呼んであなたの罪を洗い去りなさい』。を読む。）サウロは謙虚にアナニアの言うことに耳を傾け，生き方を変えました。（使徒 9:17，18そこでアナニアは行ってその家に入り，サウロに手を置いてこう言った。「サウロ，兄弟，道中であなたに現れた主イエスが私を遣わしました。あなたが視力を取り戻し，聖なる力に満たされるためです」。 18 するとすぐに，目からうろこのような物が落ち，サウロは視力を取り戻した。そして，立ち上がってバプテスマを受け，）
[bookmark: saurohaQuan_meraretaTong_ri_tame][image: バプテスマを受けるため水に入っていくサウロ。何人かの人がうれしそうに見守っている。]  
[bookmark: saurohaQuan_meraretaTong_ri_tame_1]サウロは勧められた通り，ためらわずにバプテスマを受けた。あなたはどうですか。（8節を参照。） 
[bookmark: 9__saurokaradonnakotowoXue_bemas]9. サウロからどんなことを学べますか。
[bookmark: 9_saurokaraXue_berukotogaarimasu][bookmark: citationsource28][bookmark: citationsource29][bookmark: citationsource30][bookmark: citationsource31][bookmark: page5][bookmark: citationsource32][bookmark: citationsource33]9 サウロから学べることがあります。サウロは，プライドに邪魔されたり人目を気にしたりして，バプテスマをためらってもおかしくありませんでした。でもためらいませんでした。キリストについての真理を受け入れて，自分の生き方を謙虚な態度で改めました。（使徒 26:14私たちが皆，地面に倒れてしまった時，ヘブライ語で私にこう言う声が聞こえました。『サウロ，サウロ，なぜ私を迫害しているのですか。あなたは突き棒を蹴り返しては，自分を傷つけています』，19それでアグリッパ王，私は天からのその幻に背くことなく，）迫害されることを承知の上で，クリスチャンになることを選びました。（使徒 9:15，16しかし主は言った。「行きなさい。この人は私が選んだ器(*道具)であり，異国の人々に，また王たちやイスラエルの民に私の名を知らせるからです。 16 私は彼に，私の名のためにどれほど多くの苦しみを受けなければならないかをはっきり示します」; 20:22，23そして今，見てください，私は聖なる力に促されてエルサレムに旅をしています。もっとも，そこで自分に起きることを知りません。 23 ただ，どの町でも，聖なる力が繰り返し私に，拘禁と苦難が待っていることを告げるのです。）バプテスマの後，さまざまな逆境に直面しましたが，いつもエホバに頼って乗り越えました。（コリ二 4:7-10しかし，私たちはこの宝を土の器に入れて持っています。そのため，普通を超えた力が私たちから出るのではなく，神から来るということが明らかです。 8 私たちは，あらゆる面で圧迫されながらも，身動きが取れないわけではありません。困惑させられながらも，逃げ道が全くない(if*絶望するしかない)わけではありません。 9 迫害されながらも，見捨てられているわけではありません。倒されながらも，滅ぼされているわけではありません。 10 私たちはこの体で，イエスが経験したひどい仕打ちを常に耐え忍んでいます。私たちの体によってイエスの生き方が明らかになるためです。）バプテスマを受けてエホバの証人になると，あなたも大変なことや試練にぶつかるかもしれません。でも大丈夫です。どんなときでもエホバとイエスが必ず支えてくれます。（フィリ 4:13力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます(*行えます)。）
[bookmark: 10__annakaradonnakotowoXue_bemas]10. アンナからどんなことを学べますか。
[bookmark: 10_Dong_yorotupanoannahakurudoRe][bookmark: citationsource34]10 東ヨーロッパのアンナはクルド人の家庭で育ちました。母親がバプテスマを受けた後，アンナも9歳の時に父親の了承を得て聖書レッスンを始めました。でも，一緒に住んでいる親戚から反対されるようになります。親戚たちは，先祖から伝わってきた宗教をやめることは一家の恥だと思っていました。アンナは12歳の時，父親にバプテスマを受けてもよいかと聞きました。父親は，それは誰かに言われたからなのか，それともアンナ自身が決めたことなのか尋ねました。「エホバのことが大好きだからだよ」とアンナは答えました。父親はバプテスマを認めてくれました。でもその後，アンナは親戚からばかにされたり，ひどい扱いを受けたりしました。親戚の1人からはこう言われました。「エホバの証人になるぐらいだったら，たばこを吸ったり夜遊びしてくれた方がまだましだ」。アンナはどこから力をもらったでしょうか。こう言っています。「エホバが私を強くしてくれました。お父さんとお母さんもいつも支えてくれました」。アンナはエホバのサポートを感じた時のことを書き留め，そのノートを時々見返してエホバが助けてくれたことを忘れないようにしています。反対が怖いと思うとき，エホバは私たちのことも助けてくれるということを忘れないようにしましょう。（ヘブ 13:6それで，私たちは勇気を持ってこう言えます。「エホバ(*)は私を助けてくださる。私は恐れない。人が私に何を行えるだろう」。）
[bookmark: korunerio]コルネリオ
[bookmark: 11__koruneriogabaputesumawotamer]11. コルネリオがバプテスマをためらってもおかしくなかったのはどうしてですか。
[bookmark: 11_koruneriokaramoDa_Qie_nakotow][bookmark: citationsource35][bookmark: citationsource36]11 コルネリオからも大切なことを学べます。コルネリオはローマの軍隊で約100人の兵士を率いる「百人隊長」でした。（使徒 10:1さて，カエサレアにコルネリオという男性がいた。イタリア隊と呼ばれる部隊の士官(*[参資]百人隊長)である，脚注）軍隊ではかなり高い地位にいて，社会的にもよく知られていたと思われます。「民に憐れみの施しを多く行[う]」人でもありました。（使徒 10:2神を畏れる人で，家の人全員と一緒に神を崇拝し，民に憐れみの施しを多く行い，いつも神に祈願をしていた。）エホバはコルネリオに良い知らせを伝えるため，使徒ペテロを遣わします。コルネリオは自分の高い地位を失うことを恐れてバプテスマをためらったでしょうか。
[bookmark: 12__koruneriogasugunibaputesumaw]12. コルネリオがすぐにバプテスマを受けたのはどうしてですか。
[bookmark: 12_baputesumawoShou_kerutameniko][bookmark: citationsource37][bookmark: citationsource38][bookmark: citationsource39][bookmark: citationsource40][bookmark: citationsource41]12 バプテスマを受けるためにコルネリオはどのように問題を乗り越えたか。コルネリオは「神を畏れる人で，家の人全員と一緒に神を崇拝し」，いつも神に祈願をしていました。（↑使徒 10:2）ペテロが良い知らせを伝えると，コルネリオも家族もキリストに信仰を持ち，すぐにバプテスマを受けました。（使徒 10:47，48「この人たちは私たちと同じように聖なる力を受けました。水でバプテスマを受けることを誰が禁じられるでしょうか」。 48 そして，イエス･キリストの名によってバプテスマを受けるようにと命じた。その人々はペテロに，何日かとどまるよう頼んだ。）コルネリオは，家族みんなでエホバを崇拝するために喜んで生き方を変えるつもりでいました。（ヨシュ 24:15もしエホバに仕えることが良くないと思えるなら，川(ユーフラテス川のこと)の向こうで父祖たちが仕えた神々であれ，今住んでいる土地のアモリ人の神々であれ，誰に仕えるかを今日自分で選びなさい。しかし，私と私の家の者はエホバに仕えます。使徒 10:24その翌日，ペテロはカエサレアに入った。コルネリオは待ち受けていて，親族や親しい友人たちを呼び集めていた，33それで私はすぐあなたのもとに人を遣わしました。よく来てくださいました。今，私たちは皆，あなたが話すようにとエホバが命じた事柄を，全て聞くために神の前にいます。）
[bookmark: 13__koruneriokaradonnakotowoXue]13. コルネリオからどんなことを学べますか。
[bookmark: 13_koruneriomosauronoChang_He_to]13 コルネリオもサウロの場合と同じように，高い地位を失うことを恐れてクリスチャンになるのをためらってもおかしくありませんでした。バプテスマを受けるために，あなたも生き方を大きく変えなければいけないでしょうか。そうだとしても，エホバが必ず助けてくれます。聖書の教えに沿ってエホバに仕えようとするあなたの決意をエホバは喜び，後押ししてくれます。
[bookmark: 14__Qiang_karadonnakotowoXue_bem]14. 強からどんなことを学べますか。
[bookmark: page6][bookmark: 14_Ri_Ben_noQiang_gabaputesumawo][bookmark: citationsource42][bookmark: footnotesource1][bookmark: citationsource43][bookmark: citationsource44]14 日本の強がバプテスマを受けるのにネックになっていたのは，仕事でした。強は生け花の流派の1つ，池坊の家元の助手として働いていました。家元の代わりに強が仏式の葬儀に参列することもよくありました。でも，死に関する聖書の教えを知って，そのような式に出席し続けることはできないと気付きました。（コリ二 6:15，16キリストとベリアルの間にどんな調和があるでしょうか。クリスチャンはクリスチャンではない人と何を共有するのでしょうか。 16 神の神殿と偶像にどんな接点があるでしょうか。私たちは，生きている神の神殿です。神が言った通りです。「私は彼らの中に住み，彼らの中を歩く。そして私は彼らの神となり，彼らは私の民となる」。）強は自分の決意を家元に伝えました。どうなったでしょうか。家元は儀式に参加しないことを許可し，仕事も続けられるようにしてくれました。強は聖書レッスンを始めて1年後にバプテスマを受けました。*藤井強兄弟のライフ･ストーリーは「目ざめよ！」2005年8月8日号20-23ページに載せられています。 あなたも仕事がネックになってバプテスマをためらっていますか。もしそうなら，エホバがあなたと家族を養ってくれるということを忘れないでください。（詩 127:2早く起きるのも，遅く寝るのも， 食べ物を得る苦労も無駄である。 神は愛する人を世話し，眠りを与える。マタ 6:33ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。）
[bookmark: korintonoRen_tati]コリントの人たち
[bookmark: 15__korintonoRen_tatinitotute_ba]15. コリントの人たちにとって，バプテスマを受けるのが簡単ではなかったのはどうしてですか。
[bookmark: 15_Gu_Dai_korintoniZhu_muRen_tat][bookmark: citationsource45]15 古代コリントに住む人たちは，お金を愛し，道徳的に乱れた生活をしていました。それは神に喜ばれないライフスタイルでした。そのような環境で良い知らせを受け入れるのは簡単ではなかったはずです。でも，パウロがやって来てキリストについて伝えると，その「良い知らせを聞いたコリントの多くの人が，信じてバプテスマを受けるように」なりました。（使徒 18:7-11こうして，パウロは会堂から移動し，神の崇拝者であるテテオ･ユストという男性の家に入った。その家は会堂に隣接していた。 8 また，会堂の役員クリスポが家の人全員と一緒に主の信者となった。そして，良い知らせを聞いたコリントの多くの人が，信じてバプテスマを受けるようになった。 9 その上，ある夜，主イエスが幻の中でパウロに言った。「恐れないで，語り続けなさい。黙っていてはなりません。 10 私はあなたと共におり，誰もあなたを襲って危害を加えたりはしません。この町には私の民が大勢います」。 11 こうしてパウロはそこに1年6カ月滞在し，神の言葉を教えた。）その後，イエス･キリストは幻の中でパウロに「この町には私の民が大勢います」と言いました。それでパウロはコリントでの伝道を1年半続けました。
[bookmark: 16__korintonoRen_tatigaSheng_kiF][bookmark: citationsource46]16. コリントの人たちが生き方を変えることができたのはどうしてですか。（コリント第二 10:4，5）
[bookmark: 16_baputesumawoShou_kerutameniko][bookmark: citationsource47][bookmark: citationsource48][bookmark: citationsource49][bookmark: footnotesource2]16 バプテスマを受けるためにコリントの人たちはどのように問題を乗り越えたか。（コリント第二 10:4，5私たちの戦いのための武器は人間的なものではなく，神によって強力にされたものであり，要塞のように強固なものを打ち砕きます。 5 私たちは，神の知識に逆らって立つ一切の高い障壁や，さまざまな理論を打ち砕いています。また，一切の考えをいわば捕虜にし，キリストに従わせています。を読む。）コリントの人たちは神の言葉と聖なる力によって，生き方を大きく変えることができました。（ヘブ 4:12神の言葉は生きていて，力を及ぼし，どんな両刃の剣よりも鋭く，人の外面(ギ語プシュケー)と内面(ギ語プネウマ)，骨(d*関節)と骨髄を分けるほど深く刺し通して，心の中にある考えや願いを明らかにすることができます。）キリストについての良い知らせを受け入れ，過度の飲酒，盗み，同性愛などの悪い習慣を断つことができました。（コリ一 6:9-11正しくない人が神の王国を授けられることはない，ということを知らないのですか。思い違いをして(*だまされて)はなりません。性的に不道徳な人，偶像を崇拝する人，姦淫をする人，同性愛行為に身を任せる人，同性愛にふける人， 10 盗む人，貪欲な人，酩酊する人，ののしる人，脅し取る人が神の王国を授けられることはありません。 11 皆さんの中には，以前そのような人もいました。しかし，洗われて清くなり，神聖なものとされました。主イエス･キリストの名によって，また私たちの神の聖なる力によって，正しいと認められました。）
* jw.org「なぜバプテスマを『ためらっているのですか』」動画参照（以前の職場環境が悪くなかなか止められなかったタバコの習慣をエホバの助けで止めることができた。聖書ﾚｯｽﾝを始めて10年後にﾊﾞﾌﾟﾃｽﾏ受けた。）
[bookmark: 17__korintonoRen_tatikaradonnako]17. コリントの人たちからどんなことを学べますか。
[bookmark: 17_korintonoRen_tatihaE_iXi_Guan][bookmark: page7][bookmark: citationsource50]17 コリントの人たちは悪い習慣を克服する必要がありましたが，クリスチャンになるのは無理だと考えたりはしませんでした。永遠の命につながる狭い道を進むために精いっぱい努力しました。（マタ 7:13，14狭い門を通って入りなさい。滅びに至る門は広くてその道は広々としており，それを通って入っていく人は多いからです。 14 一方，命に至る門は狭くてその道は狭められており，それを見つける人は少ないのです。）あなたもバプテスマを受けるために悪い習慣をやめようと闘っていますか。もしそうなら諦めないでください。誘惑に負けない強さを持てるよう，エホバに聖なる力を求めましょう。
[bookmark: 18__monikakaradonnakotowoXue_bem]18. モニカからどんなことを学べますか。
[bookmark: 18_ziyozianomonikaha_baputesumaw][bookmark: citationsource51]18 ジョージアのモニカは，バプテスマを受けるためにやめなければいけないことがありました。汚い言葉遣いや良くないエンターテインメントです。こう言っています。「祈ることが大きな力になりました。エホバは正しいことをしたいという私の願いを分かってくれていて，そうできるよういつも助けてくれました」。モニカは16歳でバプテスマを受けました。バプテスマを受けるためにやめなければいけない良くない習慣があるなら，助けを求めてエホバに祈り続けましょう。エホバは喜んで聖なる力を与えてくれます。（ヨハ 3:34神が遣わした者は神が言ったことを話すのであり，神は聖なる力を惜しみながら(*量って)与えたりはしない。）
[bookmark: anatanoXin_Yang_haShan_moDong_ka]あなたの信仰は山も動かせる
[bookmark: 19__dousurebaShan_noyouniDa_kina]19. どうすれば山のように大きな問題を乗り越えられますか。（写真も参照。）
[bookmark: 19_anatagabaputesumawoShou_kerut][bookmark: citationsource52]19 あなたがバプテスマを受けるためにどんな問題と闘っているとしても，エホバはあなたを愛していて，自分の家族に迎え入れたいと思っています。イエスは弟子たちにこう言いました。「からしの種ほどの信仰があるなら，この山に，『ここからあそこに移れ』と言うとしても，それは移るのであり，何事も不可能ではありません」。（マタ 17:20イエスは言った。「信仰が少ないためです。はっきり言いますが，からしの種ほどの信仰があるなら，この山に，『ここからあそこに移れ』と言うとしても，それは移るのであり，何事も不可能ではありません」。）この言葉を聞いた弟子たちは，イエスと数年過ごしただけだったので，まだ信仰が十分に育ってはいませんでした。でもイエスは，弟子たちが信仰を育んでいけば，山のように大きな問題も動かせるようエホバが助けてくれることを保証しました。エホバはあなたが山を動かせるようにも助けてくれます。
[bookmark: ehobahaanatawoAi_siteite_anatawo][image: 大会で兄弟姉妹がバプテスマを受けた人たちに笑顔で拍手を送っている。]  
[bookmark: ehobahaanatawoAi_siteite_anatawo_1][bookmark: footnotesource3]エホバはあなたを愛していて，あなたを家族に迎え入れたいと思っている。（19節を参照。）
* 写真や挿絵: バプテスマを受けた兄弟姉妹をみんなが温かく迎えている。
[bookmark: 20__konoJi_Shi_deKao_eta1Shi_Ji]20. この記事で考えた1世紀や現代のクリスチャンの例は，どのように背中を押してくれますか。
[bookmark: 20_baputesumawotamerauyounaWen_T]20 バプテスマをためらうような問題にぶつかっているなら，乗り越えられるようすぐ手を打ってください。あなたと同じような問題を乗り越えた1世紀や現代のクリスチャンのことを考えると，自分も頑張っていこうという力が湧いてくるはずです。そして，そういう人たちの模範はあなたの背中を押してくれます。エホバに献身しバプテスマを受けるという，人生で最高の決定ができるようにです。
[bookmark: Wen_Ti_woCheng_riYue_etebaputesu]問題を乗り越えてバプテスマを受けた1世紀の人たちからどんなことを学べますか
[bookmark: pcitationsource2][bookmark: 38Fan_noGe__Shen_haanatawoQiang][bookmark: 38Fan_noGe__Shen_haanatawoQiang_1]１．サマリア人
・S03　ユダヤの北のシェケムやサマリアの付近を本拠地とした宗派に属する人たちのことで、バプテスマを受けるためには、聖書をもっと学ぶ必要があった。イエスがメシアであることを認めなければいけず、ユダヤ人に対する根深い偏見を乗り越えなければいけない人もいた。
・S04　多くのサマリア人がフィリポから神の言葉を受け入れたが、フィリポがユダヤ人だからといって、反感を持ったりせず、モーセ五書に神は不公平な方ではないと書かれているのを思い出したのかもしれない。いずれにしても、サマリア人はフィリポがキリストについて言うことにじっと耳を傾け、フィリポが病気を治したり邪悪な天使を追い出したりするのを見て、確かにエホバから力を与えられているということを認めた。
・S05　フィリポはユダヤ人だからとか、こんな教えを聞いたことはないと考えて、フィリポから学ぶのをやめることはしなかった。フィリポが教えていることが真理だと確信すると、ためらわずにバプテスマを受けた。私たちも聖書に書かれていることが真理だと確信し、エホバの証人が偏見を持つことなく、誠実に愛し合っている様子を見、本物のクリスチャンの証拠である心からの愛を表そうと努力していることを確信しているなら、ためらわずに一歩踏み出すべき。エホバは必ず後押ししてくださる。

２．タルソスのサウロとコルネリオ
・S07　タルソスのサウロは熱心なユダヤ教徒で、その分野で最高の教育を受けていた。クリスチャンを背教者と見ていた当時のユダヤ人たち以上にクリスチャンを激しく迫害し、自分のしていることは神の考えに沿っていると思い込んでいた。サウロがイエスに信仰を持ち、バプテスマを受けてクリスチャンになるには、自分も迫害のターゲットになることが分かっていたので、相当の覚悟が必要だったはず。
・S08　天にいるイエスから話し掛けられた後、サウロは目が見えなくなって3日間何も食べず、自分の身に起きたことについてじっくり考えたはず。その結果、イエスが約束のメシアであることを確信し、クリスチャンが神の望むことを行っていることも分かった。3日目にアナニアがやって来て目が見えるようにされた後に、バプテスマを受けるようにとの勧めに応じて謙虚に生き方を変えて、ためらわずにバプテスマを受けた。
・S09　サウロは、プライドに邪魔されたり人目を気にするという理由でバプテスマをためらったりせず、キリストについての真理を受け入れて、自分の生き方を謙虚な態度で改めた。迫害されることを承知の上で、クリスチャンになることを選び、バプテスマの後、さまざまな逆境に直面しても、いつもエホバに頼って乗り越えた。私たちもどんなときでもエホバとイエスが必ず支えてくれださる。

・S11-12　コルネリオはローマ軍の百人隊長で、かなり高い地位にいて、社会的にもよく知られていたが、ペテロが良い知らせを伝えると、コルネリオも家族もキリストに信仰を持ち、すぐにバプテスマを受けた。
・S13　コルネリオもサウロと同様に、高い地位を失うことを恐れるという理由でクリスチャンになるのをためらったりせず、バプテスマを受けるために、生き方を大きく変えた。私たちも、生き方を大きく変えなければいけないとしても、エホバが必ず助けてくれて、聖書の教えに沿ってエホバに仕えようとする決意を喜び、後押ししてくれる。

３．コリントの人たち
・S15　古代コリントに住む人たちは、お金を愛し、道徳的に乱れた神に喜ばれないライフスタイルをしていたので、良い知らせを受け入れるのは簡単ではなかったはず。でも、パウロがやって来てキリストについて伝えると、その良い知らせを聞いて、多くの人が信じてバプテスマを受けるようになった。
・S16　コリントの人たちは神の言葉と聖なる力によって、生き方を大きく変えて、キリストについての良い知らせを受け入れ、過度の飲酒、盗み、同性愛などの悪い習慣を断つことができた。
・S17　コリントの人たちは悪い習慣を克服する必要があったが、クリスチャンになるのは無理だと考えず、永遠の命につながる狭い道を進むために精いっぱい努力した。私たちも、バプテスマを受けるために悪い習慣をやめようと闘っているなら、諦めないで、誘惑に負けない強さを持てるようエホバに聖なる力を求めることができる。
38番の歌 神はあなたを強い人にしてくださる
[bookmark: pcitationsource3]^  藤井強兄弟のライフ･ストーリーは「目ざめよ！」2005年8月8日号20-23ページに載せられています。
^  jw.orgの「なぜバプテスマを『ためらっているのですか』」という動画を参照。
^  写真や挿絵: バプテスマを受けた兄弟姉妹をみんなが温かく迎えている。
^ （使徒 22:16） さあ，何をためらっているのですか。立って，バプテスマを受け，イエスの名を呼んであなたの罪を洗い去りなさい』。
 
^  （詩 73:24） あなたは助言して導いてくださり， そうして私が栄光を受けるようにしてくださる。
 
^  （イザ 43:1， 2） ヤコブよ，あなたを創造した方， イスラエルよ，あなたを形作った方， エホバはこう言う。 「恐れてはいけない。私はあなたを救い*， あなたの名を呼んだ。あなたは私のものである。 2 あなたが水の中を通るとき，私はあなたと共にいる。 川を渡るとき，あなたが水にのまれることはない。 火の中を歩いても，あなたは焼かれず， 炎に焦がされることもない。
直訳，「買い戻し」。
 
^  （ペテ一 3:21） これに相当するものであるバプテスマ*（肉体の汚れを除くことではなく，健全な*良心を神に願い求めること）により，今皆さんはイエス･キリストの復活を通して救われています。
用語集参照。
または，「晴れ晴れとした」，「正しく機能する」。
 
^  （申 18:18， 19） 私は彼らのために兄弟たちの中からあなたのような預言者を立てる。私は自分の言葉をその人に伝え，その人は私が命じる全てのことを彼らに話す。 19 私は，彼が私の名によって話す私の言葉に従わない人に責任を問う。
 
^  （ヨハ 4:25） 女性は言った。「私は，メシアが来ることを知っています。キリストと呼ばれる方です。その方が来たら，全てのことをはっきり知らせてくださいます」。
 
^  （ヨハ 4:39） その町から来た大勢のサマリア人はイエスに信仰を持った。あの女性が，「私がしたことを全て言い当てました」という証言をしたからである。
 
^  （ルカ 9:52-54） そして，先に使者を遣わした。使者たちは出掛け，イエスのために準備をしようとサマリア人の村に入った。 53 しかし人々はイエスを迎え入れなかった。イエスがエルサレムへ行こうとしていたからである。 54 弟子のヤコブとヨハネはこれを見て，言った。「主よ，お望みでしたら，天から火が下るよう求めて彼らを滅ぼし尽くしましょうか」。
 
^ （使徒 8:5， 6） フィリポはサマリアの町に下り，キリストについて伝道し始めた。 6 群衆は皆，フィリポが言うことにじっと耳を傾け，フィリポが行う奇跡*を見た。
直訳，「しるし」。
 
^ （使徒 8:14） エルサレムにいる使徒たちは，サマリアの人々が神の言葉を受け入れたことを聞くと，ペテロとヨハネを遣わした。
 
^  （使徒 8:5， 6） フィリポはサマリアの町に下り，キリストについて伝道し始めた。 6 群衆は皆，フィリポが言うことにじっと耳を傾け，フィリポが行う奇跡*を見た。
直訳，「しるし」。
 
^  （使徒 8:14） エルサレムにいる使徒たちは，サマリアの人々が神の言葉を受け入れたことを聞くと，ペテロとヨハネを遣わした。
 
^  （申 10:17-19） 皆さんの神エホバは神の中の神，主の中の主，偉大で力強く，威厳に満ちる神であり，誰をも不公平に扱わず，賄賂を受け取りません。 18 父親のいない子供*ややもめが公正な裁きを受けられるようにし，外国人居住者を愛して食物と服を与えます。 19 皆さんも外国人居住者を愛さなければなりません。皆さんもエジプトで外国人居住者となったからです。
または，「孤児」。
 
^  （使徒 8:7） 邪悪な天使たちが，取りついていた大勢の人から，大声で叫んでは出ていった。また，体がまひした人や足が不自由な人も大勢治された。
 
^  （使徒 8:12） しかし，フィリポが神の王国とイエス･キリストの名についての良い知らせを広めると，人々は信じ，男性も女性もバプテスマを受けた。
 
^  （ヨハ 13:35） あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。
 
^  （エフェ 4:13， 14） そのおかげで私たちは皆，信仰の一致と，神の子についての正確な知識の一致に達し，十分に成長した人*となり，キリストの背丈*に達するようになります。 14 ですから，私たちはもう子供であってはならず，波にもまれるかのように翻弄されたり，風に吹かれるかのようにさまざまな教えに振り回されたりしてはなりません。人に欺かれたり，ずる賢いたくらみに乗せられたりしてはならないのです。
または，「大人」。
または，「域」。
 
^  （ガラ 1:13， 14） 皆さんは，私がユダヤ教徒だった頃の振る舞いについて聞いています。私は神の会衆を激しく迫害し，荒らしていました。 14 そして，多くの同年代の同胞よりもユダヤ教に打ち込み，はるかに熱心に父祖たちの伝統に従っていました。
 
^  （フィリ 3:5） 私は生後8日目に割礼を受けており，イスラエルの子孫，ベニヤミン族の者，ヘブライ人から生まれたヘブライ人です。律法に関しては，パリサイ派でした。
 
^  （使徒 8:3） 一方サウロは，会衆に手荒なことをするようになった。次々と家に侵入しては男性も女性も引きずり出し，牢屋に送った。
 
^  （使徒 9:1， 2） サウロは，なおも主イエスの弟子たちを脅し，殺そうと意気込んで，大祭司の所に行き， 2 ダマスカスにある会堂への手紙を求めた。この道に従う人を見つけたら，男性も女性も縛ってエルサレムに連れてくるためだった。
 
^  （使徒 26:9-11） 私自身，どんな手段を使ってでもナザレ人イエスの名に敵対すべきだと確信していました。 10 事実，エルサレムでそれを実行し，祭司長たちから権限を与えられていましたので，聖なる人たちの多くを牢屋に閉じ込めました。そして，その人たちが処刑される時には，賛成の票を投じました。 11 全ての会堂で聖なる人たちを何度も苦しめて信仰を捨てるよう迫り，彼らのことでひどく激怒してほかの町々でも迫害するほどでした。
 
^ （使徒 22:12-16） そこに，アナニアという男性がいました。神を畏れて律法を守る人で，そこに住む全てのユダヤ人から良い評判を得ていました。 13 アナニアは私の所に来て，そばに立ち，『サウロ，兄弟，視力を取り戻しなさい！』と言いました。まさにその時，私は彼が見えるようになりました。 14 アナニアはこう言いました。『私たちの父祖の神はあなたを選びました。あなたが神の意志を知り，正しい方イエスを見，その声を聞くようにです。 15 あなたはイエスの証人となり，見聞きした事柄を全ての人に伝えるからです。 16 さあ，何をためらっているのですか。立って，バプテスマを受け，イエスの名を呼んであなたの罪を洗い去りなさい』。
 
^  （使徒 9:3-9） サウロが旅をしてダマスカスに近づいた時，突然，天からの光が彼の周りを照らし， 4 サウロは地面に倒れ，「サウロ，サウロ，なぜ私を迫害しているのですか」と言う声を聞いた。 5 サウロが，「主よ，あなたはどなたですか」と言うと，答えがあった。「イエスです。あなたは私を迫害しています。 6 起きて町に入りなさい。そうすれば，何をすべきか告げられます」。 7 一緒に旅をしていた人たちは，声の響きは聞こえたが誰も見えず，何も言えずに立っていた。 8 サウロは地面から起き上がった。目は開いているのに何も見えなかった。それで手を引いてもらってダマスカスに入った。 9 そして3日間，何も見えず，食べることも飲むこともしなかった。
 
^  （使徒 22:20） しかも，あなたの証人ステファノが殺害された時，私はその場にいて，それに賛成し，彼を殺す者たちの外衣の番をしていました』。
 
^  （使徒 22:12-16） そこに，アナニアという男性がいました。神を畏れて律法を守る人で，そこに住む全てのユダヤ人から良い評判を得ていました。 13 アナニアは私の所に来て，そばに立ち，『サウロ，兄弟，視力を取り戻しなさい！』と言いました。まさにその時，私は彼が見えるようになりました。 14 アナニアはこう言いました。『私たちの父祖の神はあなたを選びました。あなたが神の意志を知り，正しい方イエスを見，その声を聞くようにです。 15 あなたはイエスの証人となり，見聞きした事柄を全ての人に伝えるからです。 16 さあ，何をためらっているのですか。立って，バプテスマを受け，イエスの名を呼んであなたの罪を洗い去りなさい』。
 
^  （使徒 9:17， 18） そこでアナニアは行ってその家に入り，サウロに手を置いてこう言った。「サウロ，兄弟，道中であなたに現れた主イエスが私を遣わしました。あなたが視力を取り戻し，聖なる力に満たされるためです」。 18 するとすぐに，目からうろこのような物が落ち，サウロは視力を取り戻した。そして，立ち上がってバプテスマを受け，
 
^  （使徒 26:14） 私たちが皆，地面に倒れてしまった時，ヘブライ語で私にこう言う声が聞こえました。『サウロ，サウロ，なぜ私を迫害しているのですか。あなたは突き棒を蹴り返しては，自分を傷つけています』。
 
^  （使徒 26:19） それでアグリッパ王，私は天からのその幻に背くことなく，
 
^  （使徒 9:15， 16） しかし主は言った。「行きなさい。この人は私が選んだ器*であり，異国の人々に，また王たちやイスラエルの民に私の名を知らせるからです。 16 私は彼に，私の名のためにどれほど多くの苦しみを受けなければならないかをはっきり示します」。
または，「道具」。
 
^  （使徒 20:22， 23） そして今，見てください，私は聖なる力に促されてエルサレムに旅をしています。もっとも，そこで自分に起きることを知りません。 23 ただ，どの町でも，聖なる力が繰り返し私に，拘禁と苦難が待っていることを告げるのです。
 
^  （コリ二 4:7-10） しかし，私たちはこの宝を土の器に入れて持っています。そのため，普通を超えた力が私たちから出るのではなく，神から来るということが明らかです。 8 私たちは，あらゆる面で圧迫されながらも，身動きが取れないわけではありません。困惑させられながらも，逃げ道が全くない*わけではありません。 9 迫害されながらも，見捨てられているわけではありません。倒されながらも，滅ぼされているわけではありません。 10 私たちはこの体で，イエスが経験したひどい仕打ちを常に耐え忍んでいます。私たちの体によってイエスの生き方が明らかになるためです。
もしかすると，「絶望するしかない」。
 
^  （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。
または，「行えます」。
 
^  （ヘブ 13:6） それで，私たちは勇気を持ってこう言えます。「エホバ*は私を助けてくださる。私は恐れない。人が私に何を行えるだろう」。
付録A5参照。
 
^  （使徒 10:1） さて，カエサレアにコルネリオという男性がいた。イタリア隊と呼ばれる部隊の士官である。
 
^  （使徒 10:2） 神を畏れる人で，家の人全員と一緒に神を崇拝し，民に憐れみの施しを多く行い，いつも神に祈願をしていた。
 
^  （使徒 10:2） 神を畏れる人で，家の人全員と一緒に神を崇拝し，民に憐れみの施しを多く行い，いつも神に祈願をしていた。
 
^  （使徒 10:47， 48） 「この人たちは私たちと同じように聖なる力を受けました。水でバプテスマを受けることを誰が禁じられるでしょうか」。 48 そして，イエス･キリストの名によってバプテスマを受けるようにと命じた。その人々はペテロに，何日かとどまるよう頼んだ。
 
^  （ヨシュ 24:15） もしエホバに仕えることが良くないと思えるなら，川*の向こうで父祖たちが仕えた神々であれ，今住んでいる土地のアモリ人の神々であれ，誰に仕えるかを今日自分で選びなさい。しかし，私と私の家の者はエホバに仕えます」。
ユーフラテス川のこと。
 
^  （使徒 10:24） その翌日，ペテロはカエサレアに入った。コルネリオは待ち受けていて，親族や親しい友人たちを呼び集めていた。
 
^  （使徒 10:33） それで私はすぐあなたのもとに人を遣わしました。よく来てくださいました。今，私たちは皆，あなたが話すようにとエホバが命じた事柄を，全て聞くために神の前にいます」。
 
^  （コリ二 6:15， 16） キリストとベリアルの間にどんな調和があるでしょうか。クリスチャンはクリスチャンではない人と何を共有するのでしょうか。 16 神の神殿と偶像にどんな接点があるでしょうか。私たちは，生きている神の神殿です。神が言った通りです。「私は彼らの中に住み，彼らの中を歩く。そして私は彼らの神となり，彼らは私の民となる」。
 
^  （詩 127:2） 早く起きるのも，遅く寝るのも， 食べ物を得る苦労も無駄である。 神は愛する人を世話し，眠りを与える。
 
^  （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。
 
^  （使徒 18:7-11） こうして，パウロは会堂から移動し，神の崇拝者であるテテオ･ユストという男性の家に入った。その家は会堂に隣接していた。 8 また，会堂の役員クリスポが家の人全員と一緒に主の信者となった。そして，良い知らせを聞いたコリントの多くの人が，信じてバプテスマを受けるようになった。 9 その上，ある夜，主イエスが幻の中でパウロに言った。「恐れないで，語り続けなさい。黙っていてはなりません。 10 私はあなたと共におり，誰もあなたを襲って危害を加えたりはしません。この町には私の民が大勢います」。 11 こうしてパウロはそこに1年6カ月滞在し，神の言葉を教えた。
 
^ （コリ二 10:4， 5） 私たちの戦いのための武器は人間的なものではなく，神によって強力にされたものであり，要塞のように強固なものを打ち砕きます。 5 私たちは，神の知識に逆らって立つ一切の高い障壁や，さまざまな理論を打ち砕いています。また，一切の考えをいわば捕虜にし，キリストに従わせています。
 
^  （コリ二 10:4， 5） 私たちの戦いのための武器は人間的なものではなく，神によって強力にされたものであり，要塞のように強固なものを打ち砕きます。 5 私たちは，神の知識に逆らって立つ一切の高い障壁や，さまざまな理論を打ち砕いています。また，一切の考えをいわば捕虜にし，キリストに従わせています。
 
^  （ヘブ 4:12） 神の言葉は生きていて，力を及ぼし，どんな両刃の剣よりも鋭く，人の外面*と内面*，骨*と骨髄を分けるほど深く刺し通して，心の中にある考えや願いを明らかにすることができます。
ギリシャ語，プシュケー。用語集参照。
ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「関節」。
 
^  （コリ一 6:9-11） 正しくない人が神の王国を授けられることはない，ということを知らないのですか。思い違いをして*はなりません。性的に不道徳な人，偶像を崇拝する人，姦淫をする人，同性愛行為に身を任せる人，同性愛にふける人， 10 盗む人，貪欲な人，酩酊する人，ののしる人，脅し取る人が神の王国を授けられることはありません。 11 皆さんの中には，以前そのような人もいました。しかし，洗われて清くなり，神聖なものとされました。主イエス･キリストの名によって，また私たちの神の聖なる力によって，正しいと認められました。
または，「だまされて」。
 
^  （マタ 7:13， 14） 狭い門を通って入りなさい。滅びに至る門は広くてその道は広々としており，それを通って入っていく人は多いからです。 14 一方，命に至る門は狭くてその道は狭められており，それを見つける人は少ないのです。
 
^  （ヨハ 3:34） 神が遣わした者は神が言ったことを話すのであり，神は聖なる力を惜しみながら*与えたりはしない。
または，「量って」。
 
^  （マタ 17:20） イエスは言った。「信仰が少ないためです。はっきり言いますが，からしの種ほどの信仰があるなら，この山に，『ここからあそこに移れ』と言うとしても，それは移るのであり，何事も不可能ではありません」。
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[bookmark: pointo_Shi_Tu_peterohaiesunoKao][bookmark: pointo_1][bookmark: Shi_Tu_peterohaiesunoKao_eFang_k]ポイント：使徒ペテロはイエスの考え方から大切なことを学びました。
私たちはどんなことを学べますか。
[bookmark: 1_2___a_ehobawoAi_surutohadouiuk]1-2. （ア）エホバを愛するとはどういうことですか。（イ）イエスはどのようにエホバを愛しましたか。
[bookmark: _anataha_Xin_woJin_kusi_Li_woJin][bookmark: citationsource2_1][bookmark: citationsource3_1][bookmark: pcitationsource2_1]「あなたは，心を尽くし，力を尽くし，知力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない」。（←ルカ 10:27）イエスはこれがモーセの律法の中で一番大切なおきてだと分かっていました。(ア)私たちは「①心を尽くしてエホバを愛します。それには私たちの感情，願い，気持ちが関わっています。また，②自分の持つエネルギーを使い，力を尽くしてエホバを愛します。さらに，③知力を尽くしてエホバを愛します。そのためにはどんな考え方をするかが大切です。」エホバを愛している人はエホバに倣った考え方をしたいと思っています。もちろん，私たちはエホバの考えを完全につかむことはできません。でも「キリストの考え」を学ぶなら，理解を深めていくことはできます。イエスはいつもお父さんエホバと同じ考え方をしていたからです。（コリ一 2:16「エホバの考えを知るようになって，その方を教えられる人などいるでしょうか」。とはいえ，私たちはキリストの考えを知っています。と注釈「私たちはキリストの考えを知っています」の項目。資料不明？）
[bookmark: 2_iesuhaZhi_Li_woJin_kusiteehoba]2 (イ)イエスは知力を尽くしてエホバを愛しました。エホバが自分にどんなことを望んでいるかを知っていて，その通りに行動する決意でいました。たとえ苦しむことになったとしてもです。イエスはいつもエホバに喜ばれる生き方をすると心に決めていて，ぶれずにその生き方を貫きました。
[bookmark: 3__peterohaiesukaraHe_woXue_bima][bookmark: citationsource4_1]3. ペテロはイエスから何を学びましたか。クリスチャンにどんなことを勧めましたか。（ペテロ第一 4:1）
[bookmark: page9][bookmark: 3_peterotoShi_Tu_tatiha_iesutoYi][bookmark: footnotesource1_1][bookmark: citationsource5_1][bookmark: citationsource6_1][bookmark: citationsource7_1]3 ペテロと使徒たちは，イエスと一緒に過ごしてイエスの考え方をじかに学びました。ペテロは聖なる力に導かれて書いた手紙の中で，キリストと同じ精神を身に着けるよう勧めました。*ペテロ第一 4章1節の「精神」という言葉は「考え方，物の見方」などとも訳せます。 （ペテロ第一 4:1キリストは人間として苦しんだのですから，皆さんもキリストと同じ精神を身に着けて(*決意を抱いて)ください。苦しんだ人は，罪を捨てた人なのです。を読む。）ここでペテロが使った「身に着け[る]」に当たるギリシャ語は，兵士が戦いの装備をすることを意味する軍事用語です。クリスチャンがイエスの精神つまり考え方に倣うなら，強力な武器を身に着けられるということです。その武器があれば，悪いことをしたいという欲望や，サタンの世界と戦うことができます。（コリ二 10:3-5私たちは人間として生きていますが，人間的な方法で戦ってはいません。 4 私たちの戦いのための武器は人間的なものではなく，神によって強力にされたものであり，要塞のように強固なものを打ち砕きます。 5 私たちは，神の知識に逆らって立つ一切の高い障壁や，さまざまな理論を打ち砕いています。また，一切の考えをいわば捕虜にし，キリストに従わせています。エフェ 6:12私たちは戦って(*格闘をして)いるからです。人間とではなく，政府や権威，この闇の世の支配者たち，天にいる邪悪な天使の勢力と戦っています。）
[bookmark: 4__peteronoadobaisuniCong_utamen]4. ペテロのアドバイスに従うためにこの記事ではどんなことを学びますか。
[bookmark: 4_deha_iesunoKao_eFang_woDiao_be]4 では，イエスの考え方を調べ，どうすればそれに倣えるかに注目しましょう。「イエスの手本から，（1）エホバの考え方に倣うこと，（2）謙虚でいること，（3）健全な考え方をすること」について学びます。
[bookmark: ehobanoKao_eFang_niFang_u]エホバの考え方に倣う
[bookmark: 5__peterohadonnaShi_niehobatoTon]5. ペテロはどんな時にエホバと同じ考え方ができませんでしたか。
[bookmark: 5_peterohaehobatoTong_ziKao_eFan][bookmark: citationsource8_1][bookmark: citationsource9_1][bookmark: citationsource10_1]5 ペテロはエホバと同じ考え方ができなかったことがありました。イエスは使徒たちに，自分がエルサレムに行き，宗教指導者たちに引き渡され，苦しみに遭い，最後には死ぬことになると伝えました。（マタ 16:21この時から，イエスは，自分が必ずエルサレムに行って長老と祭司長と律法学者たちから多くの苦しみを受け，殺され，3日目に生き返る，ということを弟子たちに説明し始めた。）でも，ペテロはそのことを受け入れにくく感じました。イエスはイスラエルが希望を懸けていた約束のメシアでした。そのイエスが殺されるのをエホバが許すことなど，信じられませんでした。（マタ 16:16シモン･ペテロが答えた。「キリスト，生きている神の子です」。）それでイエスを脇に連れていき，「主よ，自分を大切にしてください。決してそのような目には遭いません」と言いました。（マタ 16:22すると，ペテロはイエスを脇に連れていき，「主よ，自分を大切にしてください。決してそのような目には遭いません」と言って，叱り始めた。）ペテロの考え方はイエスの考え方と違っていました。エホバの考えに自分を合わせていなかったからです。
[bookmark: 6__iesugaehobatoTong_ziKao_eFang]6. イエスがエホバと同じ考え方をしていた，といえるのはどうしてですか。
[bookmark: 6_iesuhaitumooFu_sanehobatoTong][bookmark: citationsource11_1]6 イエスはいつもお父さんエホバと同じ考え方をしていました。イエスはペテロにこう言いました。「私の後ろに下がれ，サタン！ あなたは私の邪魔をしています。神の考えではなく，人間の考えを抱いているからです」。（マタ 16:23しかし，イエスはペテロに背を向けて(*振り向いてペテロに)言った。「私の後ろに下がれ，サタン！ あなたは私の邪魔をしています。神の考えではなく，人間の考えを抱いているからです」。）ペテロはイエスのことを思ってアドバイスしていました。でも，イエスはペテロの言葉をはねつけました。イエスが楽な生き方をすることは，エホバの願いではなかったからです。ペテロは自分の考えを神の考えに合わせなければいけないことを学びました。
[bookmark: 7__peterogaehobanoKao_eniHe_wase]7. ペテロがエホバの考えに合わせようとしたことはどんなことから分かりますか。（挿絵を参照。）
[bookmark: 7_yagate_peterohaZi_Fen_noKao_ew][bookmark: page10][bookmark: citationsource12_1][bookmark: citationsource13_1][bookmark: citationsource14_1][bookmark: citationsource15_1]7 やがて，ペテロは自分の考えをエホバの考えに合わせられるようになりました。それが分かるのは，割礼を受けていない異国人にもエホバに仕える扉が開かれた時のことです。ペテロは，異国人のコルネリオの所に行って真理を伝えるようにと指示されます。ユダヤ人は異国人とはほとんど交流を持たなかったので，ペテロはこの指示に従うために考え方を大きく変えなければいけませんでした。神がどんなことを願っているのかを理解すると，ペテロは考え方を調整しました。それで，コルネリオから自分たちの所に来てほしいと言われた時，「迷わずに」出掛けていきました。（使徒 10:28，29 ペテロは言った。「よくご存じの通り，ユダヤ人にとって，別の民族の人と交友を持ったりそのもとを訪れたりするのは許されないことです。しかし神は，誰のことも汚れているとか清くないとか言ってはならないことを私に示しました。 29 それで呼ばれた時，迷わずに来たのです。教えてください，私を呼んだのはなぜですか」。）ペテロが真理を伝えると，コルネリオと家の人たちはバプテスマを受けました。こうして異国人として最初のクリスチャンが誕生しました。（使徒 10:21-23ペテロはその人たちの所に下りていって，こう言った。「私をお捜しのようですが，なぜ来られたのですか」。 22 その人たちは言った。「神を畏れる正しい人で，ユダヤ国民全体からも評判の良い士官コルネリオが，聖なる天使から神の指示を受けました。あなたを家に呼んで，あなたの話すことを聞くようにという指示です」。 23 それでペテロは，その人たちを招き入れてもてなした。 次の日，ペテロは支度をして一緒に出掛けた。ヨッパの兄弟たちも何人か一緒に行った，34，35そこでペテロは話し始めた。「神が不公平ではないことがよく分かりました。 35 神を畏れて正しいことを行う人はどの国の人でも神に受け入れられるのです，44-48これらのことについてペテロが話しているうちに，神の言葉を聞く全ての人が聖なる力を受けた。 45 ペテロと一緒に来ていた割礼を受けた信者たちはとても驚いた。無償の贈り物である聖なる力が異国の人々にも注がれていたからである。 46 信者たちは，その人々が外国語で話して神をあがめるのを聞いた。それでペテロは言った。 47 「この人たちは私たちと同じように聖なる力を受けました。水でバプテスマを受けることを誰が禁じられるでしょうか」。 48 そして，イエス･キリストの名によってバプテスマを受けるようにと命じた。その人々はペテロに，何日かとどまるよう頼んだ。）
[bookmark: peterogakorunerionoJia_niRu_tute][image: ペテロの一行がコルネリオに案内され，階上の部屋に入っていく。]  
[bookmark: peterogakorunerionoJia_niRu_tute_1]ペテロがコルネリオの家に入っていくところ。（7節を参照。） 
[bookmark: 8__ehobanoKao_eniHe_waseyoutosur][bookmark: citationsource16_1]8. エホバの考えに合わせようとする人はどうしますか。（ペテロ第一 3:8と脚注）
[bookmark: 8_Hou_ni_peterohaDang_Shi_nokuri][bookmark: citationsource17_1][bookmark: citationsource18_1]8 後に，ペテロは当時のクリスチャンに「同じ考え方」でいるように勧めました。（ペテロ第一 3:8最後に，皆が，一致した考え(*同じ考え方)，仲間をいたわる気持ち，兄弟愛，温かい思いやりを持ち，謙遜であってください。と脚注を読む。）私たちみんなが同じ考え方でいるには，聖書に書かれているエホバの考えに自分を合わせることが必要です。例えば，生活の中で王国を第一にするようにというイエスの言葉の通りにしたいと思って，全時間奉仕を始める人が会衆にいるとします。（マタ 6:33ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。）そのような人に，「そんなに頑張らなくていいんじゃない？」などとは言いたくありません。むしろその人を褒め，できるだけサポートしたいと思います。
[bookmark: Qian_Xu_deiru]謙虚でいる
[bookmark: 9_10__iesugaQian_Xu_datutakotoha]9-10. イエスが謙虚だったことはどんな出来事から分かりますか。
[bookmark: 9_iesuhaWang_kunaruQian_noWan__p]9 イエスは亡くなる前の晩，ペテロとほかの使徒たちに謙虚でいることの大切さを教えました。イエスは使徒たちとの最後の食事に必要なものをペテロとヨハネに準備させました。準備したものの中には，みんなの足を洗うのに必要な拭き布とたらいもあったはずです。では，謙虚にみんなの足を洗うのは誰でしょうか。
[bookmark: 10_iesuZi_rasonoShi_Shi_woXing_i][bookmark: citationsource19_1][bookmark: citationsource20_1]10 イエス自らその仕事を行います。普通なら召し使いがすることをイエスがするのを見て，使徒たちは衝撃を受けます。桁違いの謙虚さです。イエスは外衣を脱ぎ，拭き布を取って腰にくくり，たらいに水を入れて使徒たちの足を洗っていきます。（ヨハ 13:4，5食事の席から立ち，外衣を脇に置いて，拭き布を取って腰にくくった。 5 それから，たらいに水を入れて弟子たちの足を洗い，腰にくくった布で拭き始めた。）12人全員の足を洗うには時間がかかったはずです。その中にはイエスを裏切ろうとしているユダもいました。イエスはその仕事を終えた後，こう言いました。「あなたたちにしたことが理解できますか。あなたたちは私を『先生』や『主』と呼びます。それは正しいことです。私はそういう者だからです。それで，主であり先生である私があなたたちの足を洗ったのであれば，あなたたちも足を洗い合うべきです」。（ヨハ 13:12-14イエスは弟子たちの足を洗い，外衣を着てから，再び食卓に着き，こう言った。「あなたたちにしたことが理解できますか。 13 あなたたちは私を『先生』や『主』と呼びます。それは正しいことです。私はそういう者だからです。 14 それで，主であり先生である私があなたたちの足を洗ったのであれば，あなたたちも足を洗い合うべきです。）
[bookmark: Ben_Dang_noQian_Xu_sanihaSi_tati]本当の謙虚さには私たちの内面が関係している。
[bookmark: 11__peterogaQian_Xu_sawoXue_ndei][bookmark: citationsource21_1]11. ペテロが謙虚さを学んでいたことはどんなことから分かりますか。（ペテロ第一 5:5）（挿絵も参照。）
[bookmark: 11_peterohaiesunoQian_Xu_sakaraX][bookmark: citationsource22_1][bookmark: citationsource23_1][bookmark: citationsource24_1][bookmark: citationsource25_1][bookmark: citationsource26_1][bookmark: page11][bookmark: citationsource27_1]11 ペテロはイエスの謙虚さから学んでいました。イエスが天に戻った後，ペテロは生まれた時から足が不自由な男性を癒やしました。（使徒 1:8，9しかし，聖なる力があなたたちに働く時，あなたたちは力を受け，エルサレムで，ユダヤとサマリアの全土で，また地上の最も遠い所にまで，私の証人となります」。 9 イエスはこう言った後，使徒たちが見守る中で上げられ，雲のために見えなくなった; 3:2すると，生まれた時から足が不自由な男性が運ばれていくところだった。男性は毎日，美しい門と呼ばれる神殿の門の近くに置いてもらい，神殿に入る人たちに憐れみの施しを求めていた，6-8しかしペテロは言った。「銀や金はありませんが，私にあるもの，それを与えます。ナザレ人イエス･キリストの名によって，歩きなさい！」 7 そしてペテロは男性の右手をつかんで立ち上がらせた。たちまち彼の足とくるぶしがしっかりした。 8 男性は跳び上がって歩き始め，歩いたり跳びはねたり神を賛美したりしながら2人と一緒に神殿に入った。）大勢の人がこの奇跡を見て，ペテロの近くに集まってきました。（使徒 3:11その男性がペテロとヨハネにまだすがっているうちに，人々が，ソロモンの柱廊と呼ばれる所にいた彼らのもとに走り寄ってきた。皆ひどく驚いていた。）この場面でペテロが自分に注意を引こうとしてもおかしくありませんでした。有名になることや立場が重視される社会で育っていたからです。でも，そんなことはしませんでした。ペテロは謙虚に，自分ではなくエホバとイエスが称賛されるようにしました。こう言います。「イエスの名を通して，その名に対する私たちの信仰によって，あなた方が見て知っているこの人の足は丈夫になりました」。（使徒 3:12-16これを見てペテロは人々に言った。「イスラエルの皆さん，なぜこのことにそんなに驚いて私たちを見つめているのですか。この人が歩けるようになったのは，私たちの力によるのでも，私たちが神への専心を示しているからでもありません。 13 アブラハムとイサクとヤコブの神，私たちの父祖の神は，ご自分に仕えるイエスに栄光を与えましたが，あなた方はこの方を引き渡し，ピラトが釈放しようと決めていたのに，ピラトの前でイエスを認めませんでした。 14 そうです，その聖なる正しい方を認めず，殺人をした男の釈放を求め， 15 こうして，命へと導く方を殺しました。しかし神はイエスを生き返らせました。私たちはそのことの証人です。 16 イエスの名を通して，その名に対する私たちの信仰によって，あなた方が見て知っているこの人の足は丈夫になりました。イエスに対する私たちの信仰によって，この人はあなた方の前ですっかり良くなったのです。）ペテロは当時のクリスチャンに宛てた手紙の中で，謙虚さを身に着ける必要があることについて書きました。ペテロが使った，身に着けるという表現は，イエスが拭き布を腰にくくって使徒たちの足を洗ったことを連想させます。（ペテロ第一 5:5同じように，若い皆さん，年長の人(*長老)たちに従ってください。そして皆が，人と接する上で謙遜さ(*自分を低く見る考え方)を身に着けてください。神は傲慢な人に敵対し，謙遜な人に惜しみない親切を示してくださるからです。と2番目の脚注を読む。）
[bookmark: peterohaQi_Ji_woQi_kositaHou__Qi][image: 生まれつき足が不自由だった男性が，今は癒やされ，神殿でペテロとヨハネの隣に立っている。ペテロは天を指さしている。]  
[bookmark: peterohaQi_Ji_woQi_kositaHou__Qi_1]ペテロは奇跡を起こした後，謙虚にエホバとイエスが称賛されるようにした。
私たちも謙虚でいるなら，褒められることや認められることを期待せずに良いことをする。（11-12節を参照。） 
[bookmark: 12__dousurebapeteronoyouniQian_X]12. どうすればペテロのように謙虚さを磨いていけますか。
[bookmark: 12_Si_tatimopeteronoyouniQian_Xu][bookmark: citationsource28_1]12 私たちもペテロのように謙虚さを磨いていけます。謙虚さには，単に何を言うかだけでなく，私たちの内面が関係しています。ペテロが勧めているように，謙虚でいるためには「自分を低く見る考え方」が大切です。私たちが人のために何かをするのはエホバと仲間を愛しているからです。褒められたいからではありません。本当に謙虚であれば，人に気付かれるかどうかに関わりなく，自分にできることを何でもしてエホバと仲間に仕えることができます。（マタ 6:1-4注目されようとして人前で善行をすることがないように注意しなさい。そうでないと，天にいる父からの報いはありません。 2 それで，憐れみの施しをするとき，偽善者たちが人から称賛を受けようとして会堂や街路でするように，施す前にラッパを吹いてはなりません。はっきり言いますが，その人たちは報いを全部得てしまっています。 3 憐れみの施しをするときには，右手がしていることを左手に知らせてはなりません。 4 憐れみの施しをひそかにするためです。そうすれば，ひそかに見ている父が報いてくださいます。）（特に宣教は、エホバのお考えに倣った隣人に仕える優れた方法で、謙虚さを磨く素晴らしい方法といえる。）
[bookmark: _Jian_Quan_naKao_eFang___wosuru]「健全な考え方」をする
[bookmark: 13___Jian_Quan_naKao_eFang___wos]13. 「健全な考え方」をするクリスチャンはどんなことをしますか。
[bookmark: 13__Jian_Quan_naKao_eFang___wosu][bookmark: citationsource29_1][bookmark: page12][bookmark: footnotesource2_1]13 「健全な考え方」をするクリスチャンはどんなことをしますか。（ペテ一 4:7全てのものの終わりが近づいています。ですから，健全な考え方をしましょう。また，祈ることを常に意識して(*祈りのために目を覚まして)いましょう。）エホバの考えに沿った決定ができるようにベストを尽くします。また，エホバとの絆を何よりも大切にします。自分が何でも知っているわけではないことをわきまえ，いつも謙虚な態度でエホバに祈って頼ります。*健全な考え方については，jw.orgかJW Library®にある「聖句の解説」の「テモテ第二 1:7 『神が私たちに与えてくださったのは，臆病の霊ではな[い]』」という記事の「健全な考え方」に関する説明（「健全な考え方」があれば，聖書の教えに沿った賢い判断や決定ができます。難しい状況にぶつかっても冷静さを失わず，適切な判断ができます。人にどう思われるかよりも，神との関係の方が大切だと分かっているので，神の考えに合った決定ができます。）を参照。
[bookmark: 14__peterohadonnaShi_niehobaniLa]14. ペテロはどんな時にエホバに頼ることを忘れてしまいましたか。
[bookmark: 14_iesuhaWang_kunaruQian_noWan][bookmark: citationsource30_1][bookmark: citationsource31_1][bookmark: citationsource32_1][bookmark: citationsource33_1]14 イエスは亡くなる前の晩，弟子たちにこう警告しました。「今夜，あなたたちは皆，私を見捨てます」。でもペテロは自信満々にこう答えました。「ほかのみんながあなたを見捨てても，私は決して見捨てません！」その少し後にイエスは弟子たちにこうアドバイスしました。「ずっと見張っていて絶えず祈り……なさい」。（マタ 26:31それからイエスは言った。「今夜，あなたたちは皆，私を見捨てます。『私は牧者を打つ。すると，群れの羊は散り散りになる』と書いてあるからです，33それに対してペテロは言った。「ほかのみんながあなたを見捨てても，私は決して見捨て(d*つまずき)ません！」，41ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても(*やる気はあっても)，肉体は弱いのです。）
このアドバイスの通りにしていれば，ペテロは自分がイエスの弟子であることを勇敢に認めることができたはずです。でも，結局ペテロはイエスのことを知らないと言ってしまい，ひどく後悔しました。（マタ 26:69-75さて，ペテロが外で中庭に座っていると，召し使いの女性がやって来て，「あなたも，ガリラヤ人のイエスと一緒にいました！」と言った。 70 しかしペテロは皆の前でそれを否定し，「何のことを話しているのか，分からない」と言った。 71 ペテロが門の方に出ていくと，別の女性が気付き，そこにいる人たちに，「この人はナザレ人のイエスと一緒にいました」と言った。 72 ペテロは再びそれを否定し，「そんな人は知らない！」と誓って言った。 73 しばらくして，周りに立っていた人たちが寄ってきて，ペテロに言った。「確かにあなたも彼らの仲間だ。なまりではっきり分かる」。 74 その時ペテロは，「そんな人は知らない！」と言い，うそなら神罰を受けてもいいと誓い始めた。するとすぐに，おんどりが鳴いた。 75 ペテロは，「おんどりが鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」とイエスから言われたことを思い出した。そして，外に出て激しく泣いた。）
[bookmark: 15__iesuga_Wang_kunaruQian_noWan]15. イエスが，亡くなる前の晩にも健全な考え方ができたのはどうしてですか。
[bookmark: 15_iesuhaXin_karaehobaniLai_rima][bookmark: citationsource34_1][bookmark: citationsource35_1][bookmark: citationsource36_1][bookmark: citationsource37_1]15 イエスは心からエホバに頼りました。イエスは完全でしたが，亡くなる前の晩も繰り返し祈りました。それで，エホバが望む通りのことを勇敢に行うことができました。（マタ 26:39そして少し進んでいき，ひれ伏して祈った。「父よ，もしできることでしたら，この杯を私から取り去ってください。それでも，私が望む通りにではなく，あなたが望まれる通りになりますように」，42イエスは，また2度目に離れていき，祈った。「父よ，私が飲まずに済むようこの杯が取り去られることはないのでしょうか。ただ，あなたの望まれることが行われますように」，44それで3人を残してまた離れていき，3度目の祈りをして，もう一度同じことを語った。ヨハ 18:4，5イエスは，自分に起きることを全て知っていて，進み出て，「誰を捜しているのですか」と言った。 5 その人たちは，「ナザレ人イエスだ」と答えた。イエスは言った。「それは私です」。裏切り者のユダもそこに立っていた。）ペテロは，イエスが真剣に祈る姿をずっと忘れなかったはずです。
[bookmark: 16__peterogaJian_Quan_naKao_eFan][bookmark: citationsource38_1]16. ペテロが健全な考え方ができるようになっていたことはどんなことから分かりますか。（ペテロ第一 4:7）
[bookmark: page13][bookmark: 16_yagatepeteroha_Qi_rukotoniyot][bookmark: citationsource39_1][bookmark: citationsource40_1][bookmark: citationsource41_1][bookmark: citationsource42_1][bookmark: citationsource43_1]16 やがてペテロは，祈ることによってもっとエホバに頼るようになりました。復活したイエスは，ペテロやほかの使徒たちが伝道活動をやり遂げられるよう，聖なる力を与えると保証しました。そしてそれまではエルサレムにとどまるようにと言いました。（ルカ 24:49そして，私はあなたたちの上に，天の父が約束したものを送ります。しかし，高い所からの力を授けられるまでは都にいなさい。使徒 1:4，5そして，使徒たちと集まっていた時に，こう命じました。「エルサレムを離れないで，天の父が約束したもの，私から聞いたものを待っていなさい。 5 ヨハネは水でバプテスマを施しましたが，あなたたちは何日もしないうちに聖なる力でバプテスマを施されます」。）ではその間，ペテロは何をしていましたか。仲間のクリスチャンと「ひたすら祈り続け」ていました。（使徒 1:13，14使徒たちは到着すると，滞在していた階上の部屋に上がった。ペテロ，ヨハネとヤコブとアンデレ，フィリポとトマス，バルトロマイとマタイ，アルパヨの子ヤコブと熱心な人シモン，ヤコブの子ユダである。 14 皆，思いを一つにしてひたすら祈り続けた。何人かの女性，イエスの母親マリア，イエスの弟たちも一緒だった。）後にペテロは手紙の中でクリスチャンに，健全な考え方をし，エホバに祈って頼るよう勧めました。（ペテロ第一 4:7全てのものの終わりが近づいています。ですから，健全な考え方をしましょう。また，祈ることを常に意識して(*祈りのために目を覚まして)いましょう。を読む。）ペテロ自身，どんなときもエホバを信頼していました。そんなペテロは会衆のみんなから頼られる，柱のような存在になりました。（ガラ 2:9また彼らは，私に示された惜しみない親切についても知りました。それで，柱と見なされていたヤコブとケファ(*ペテロ)とヨハネが，私とバルナバと握手を交わし(*共に働くしるしとして右手を差し出し)，こうして私たちは異国の人々の所へ，彼らは割礼を受けた人たちの所へ行くことになりました。）
[bookmark: 17__You_retaNeng_Li_woChi_tuteir]17. 優れた能力を持っているとしても，どんなことは欠かせませんか。（写真も参照。）
[bookmark: 17_Jian_Quan_naKao_eFang_wosurun]17 健全な考え方をするには，頻繁にエホバに祈ることが欠かせません。どんなに優れた能力があるとしても，祈ってエホバに頼ることを忘れないようにしましょう。重要な決定をしなければいけない時は特に，自分にとって何が一番いいかを知っているのはエホバだということを認め，祈ってエホバに導いてもらうことが大切です。
[bookmark: peterohaQi_rukotoniyotuteehobani][image: 2025321_univ_cnt_3.jpg]  
[bookmark: peterohaQi_rukotoniyotuteehobani_1][bookmark: footnotesource3_1]ペテロは祈ることによってエホバに頼るようになった。私たちも大切なことを決める時は特に，健全な考え方ができるようエホバに祈る。（17節を参照。）* 写真や挿絵: 仕事の面接の順番を待っている姉妹が無言で祈っている。
[bookmark: 18__ehobatoTong_ziyounaKao_eFang]18. エホバと同じような考え方をするためにどんなことができますか。
[bookmark: 18_Si_tatihaehobaniFang_eruyouni][bookmark: citationsource44_1][bookmark: citationsource45_1]18 私たちはエホバに倣えるように造られています。そのことを本当に感謝できます。（創 1:26神は言った。「私たちに似た者として人を造ろう。そして人に，海の魚，空を飛ぶ生き物，家畜，地面を動くあらゆる生き物を治めさせ，地球を世話させよう」。）もちろん完璧に倣うことはできません。（イザ 55:9天が地より高いように， 私の行い(*道)はあなたたちの行いより高く， 私の考えはあなたたちの考えより高い。）でも，私たちもペテロのように成長していけます。神の考えに倣い，謙虚でいるようにし，健全な考え方をすることによってです。そうすれば，エホバと同じ考え方ができる人になっていけるでしょう。
[bookmark: dousurebadekimasuka]どうすればできますか
[bookmark: ehobanoKao_eFang_niFang_u_1]１．エホバの考え方に倣う
・S08　ペテロは当時のクリスチャンに勧めたように私たちみんなが同じ考え方でいるには、聖書に書かれているエホバの考えに自分を合わせることが必要。例えば、生活の中で王国を第一にするようにというイエスの言葉の通りにしたいと思って、全時間奉仕を始める人がいるなら、その人を褒め、できるだけサポートしたいと思う。

２．謙虚でいる
・S12　謙虚さには、単に何を言うかだけでなく、私たちの内面が関係している。謙虚でいるためには「自分を低く見る考え方」が大切。私たちが人のために何かをするのはエホバと仲間を愛しているからで、褒められたいからではない。本当に謙虚であれば、人に気付かれるかどうかに関わりなく、自分にできることを何でもしてエホバと仲間や隣人に仕えることができる。（特に宣教は、エホバのお考えに倣った隣人に仕える優れた方法で、謙虚さを磨く素晴らしい方法といえる。）

３．「健全な考え方」をする
・S17　頻繁にエホバに祈ることが欠かせない。どんなに優れた能力があるとしても、祈ってエホバに頼ることを忘れないようにする。重要な決定をしなければいけない時は特に、自分にとって何が一番いいかを知っているのはエホバだということを認め、祈ってエホバに導いてもらうことが大切。
30番の歌 私の父，私の神，私の友
[bookmark: citationsource46_1]^  ペテロ第一 4章1節の「精神」という言葉は「考え方，物の見方」などとも訳せます。
[bookmark: citationsource47_1][bookmark: pcitationsource4]^  健全な考え方については，jw.orgかJW Library®にある「聖句の解説」の「テモテ第二 1:7 『神が私たちに与えてくださったのは，臆病の霊ではな[い]』」という記事の「健全な考え方」に関する説明を参照。
^  写真や挿絵: 仕事の面接の順番を待っている姉妹が無言で祈っている。
^ （ペテ一 4:1） キリストは人間として苦しんだのですから，皆さんもキリストと同じ精神を身に着けて*ください。苦しんだ人は，罪を捨てた人なのです。
または，「決意を抱いて」。
 
^  （ルカ 10:27） その男性は答えた。「『あなたは，心を尽くし，力を尽くし，知力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』，そして，『隣人を自分自身のように愛さなければならない』」。
 
^  （コリ一 2:16） 「エホバの考えを知るようになって，その方を教えられる人などいるでしょうか」。とはいえ，私たちはキリストの考えを知っています。
 
^ （ペテ一 4:1） キリストは人間として苦しんだのですから，皆さんもキリストと同じ精神を身に着けて*ください。苦しんだ人は，罪を捨てた人なのです。
または，「決意を抱いて」。
 
^  （ペテ一 4:1） キリストは人間として苦しんだのですから，皆さんもキリストと同じ精神を身に着けて*ください。苦しんだ人は，罪を捨てた人なのです。
または，「決意を抱いて」。
 
^  （コリ二 10:3-5） 私たちは人間として生きていますが，人間的な方法で戦ってはいません。 4 私たちの戦いのための武器は人間的なものではなく，神によって強力にされたものであり，要塞のように強固なものを打ち砕きます。 5 私たちは，神の知識に逆らって立つ一切の高い障壁や，さまざまな理論を打ち砕いています。また，一切の考えをいわば捕虜にし，キリストに従わせています。
 
^  （エフェ 6:12） 私たちは戦って*いるからです。人間とではなく，政府や権威，この闇の世の支配者たち，天にいる邪悪な天使の勢力と戦っています。
直訳，「格闘をして」。
 
^  （マタ 16:21） この時から，イエスは，自分が必ずエルサレムに行って長老と祭司長と律法学者たちから多くの苦しみを受け，殺され，3日目に生き返る，ということを弟子たちに説明し始めた。
 
^  （マタ 16:16） シモン･ペテロが答えた。「キリスト，生きている神の子です」。
 
^  （マタ 16:22） すると，ペテロはイエスを脇に連れていき，「主よ，自分を大切にしてください。決してそのような目には遭いません」と言って，叱り始めた。
 
^  （マタ 16:23） しかし，イエスはペテロに背を向けて*言った。「私の後ろに下がれ，サタン！ あなたは私の邪魔をしています。神の考えではなく，人間の考えを抱いているからです」。
または，「振り向いてペテロに」。
 
^  （使徒 10:28， 29） ペテロは言った。「よくご存じの通り，ユダヤ人にとって，別の民族の人と交友を持ったりそのもとを訪れたりするのは許されないことです。しかし神は，誰のことも汚れているとか清くないとか言ってはならないことを私に示しました。 29 それで呼ばれた時，迷わずに来たのです。教えてください，私を呼んだのはなぜですか」。
 
^  （使徒 10:21-23） ペテロはその人たちの所に下りていって，こう言った。「私をお捜しのようですが，なぜ来られたのですか」。 22 その人たちは言った。「神を畏れる正しい人で，ユダヤ国民全体からも評判の良い士官コルネリオが，聖なる天使から神の指示を受けました。あなたを家に呼んで，あなたの話すことを聞くようにという指示です」。 23 それでペテロは，その人たちを招き入れてもてなした。 次の日，ペテロは支度をして一緒に出掛けた。ヨッパの兄弟たちも何人か一緒に行った。
 
^  （使徒 10:34， 35） そこでペテロは話し始めた。「神が不公平ではないことがよく分かりました。 35 神を畏れて正しいことを行う人はどの国の人でも神に受け入れられるのです。
 
^  （使徒 10:44-48） これらのことについてペテロが話しているうちに，神の言葉を聞く全ての人が聖なる力を受けた。 45 ペテロと一緒に来ていた割礼を受けた信者たちはとても驚いた。無償の贈り物である聖なる力が異国の人々にも注がれていたからである。 46 信者たちは，その人々が外国語で話して神をあがめるのを聞いた。それでペテロは言った。 47 「この人たちは私たちと同じように聖なる力を受けました。水でバプテスマを受けることを誰が禁じられるでしょうか」。 48 そして，イエス･キリストの名によってバプテスマを受けるようにと命じた。その人々はペテロに，何日かとどまるよう頼んだ。
 
^ （ペテ一 3:8） 最後に，皆が，一致した考え*，仲間をいたわる気持ち，兄弟愛，温かい思いやりを持ち，謙遜であってください。
または，「同じ考え方」。
 
^  （ペテ一 3:8） 最後に，皆が，一致した考え*，仲間をいたわる気持ち，兄弟愛，温かい思いやりを持ち，謙遜であってください。
または，「同じ考え方」。
 
^  （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。
 
^  （ヨハ 13:4， 5） 食事の席から立ち，外衣を脇に置いて，拭き布を取って腰にくくった。 5 それから，たらいに水を入れて弟子たちの足を洗い，腰にくくった布で拭き始めた。
 
^  （ヨハ 13:12-14） イエスは弟子たちの足を洗い，外衣を着てから，再び食卓に着き，こう言った。「あなたたちにしたことが理解できますか。 13 あなたたちは私を『先生』や『主』と呼びます。それは正しいことです。私はそういう者だからです。 14 それで，主であり先生である私があなたたちの足を洗ったのであれば，あなたたちも足を洗い合うべきです。
 
^ （ペテ一 5:5） 同じように，若い皆さん，年長の人*たちに従ってください。そして皆が，人と接する上で謙遜さ*を身に着けてください。神は傲慢な人に敵対し，謙遜な人に惜しみない親切を示してくださるからです。
または，「長老」。
または，「自分を低く見る考え方」。
 
^  （使徒 1:8， 9） しかし，聖なる力があなたたちに働く時，あなたたちは力を受け，エルサレムで，ユダヤとサマリアの全土で，また地上の最も遠い所にまで，私の証人となります」。 9 イエスはこう言った後，使徒たちが見守る中で上げられ，雲のために見えなくなった。
 
^  （使徒 3:2） すると，生まれた時から足が不自由な男性が運ばれていくところだった。男性は毎日，美しい門と呼ばれる神殿の門の近くに置いてもらい，神殿に入る人たちに憐れみの施しを求めていた。
 
^  （使徒 3:6-8） しかしペテロは言った。「銀や金はありませんが，私にあるもの，それを与えます。ナザレ人イエス･キリストの名によって，歩きなさい！」 7 そしてペテロは男性の右手をつかんで立ち上がらせた。たちまち彼の足とくるぶしがしっかりした。 8 男性は跳び上がって歩き始め，歩いたり跳びはねたり神を賛美したりしながら2人と一緒に神殿に入った。
 
^  （使徒 3:11） その男性がペテロとヨハネにまだすがっているうちに，人々が，ソロモンの柱廊と呼ばれる所にいた彼らのもとに走り寄ってきた。皆ひどく驚いていた。
 
^  （使徒 3:12-16） これを見てペテロは人々に言った。「イスラエルの皆さん，なぜこのことにそんなに驚いて私たちを見つめているのですか。この人が歩けるようになったのは，私たちの力によるのでも，私たちが神への専心を示しているからでもありません。 13 アブラハムとイサクとヤコブの神，私たちの父祖の神は，ご自分に仕えるイエスに栄光を与えましたが，あなた方はこの方を引き渡し，ピラトが釈放しようと決めていたのに，ピラトの前でイエスを認めませんでした。 14 そうです，その聖なる正しい方を認めず，殺人をした男の釈放を求め， 15 こうして，命へと導く方を殺しました。しかし神はイエスを生き返らせました。私たちはそのことの証人です。 16 イエスの名を通して，その名に対する私たちの信仰によって，あなた方が見て知っているこの人の足は丈夫になりました。イエスに対する私たちの信仰によって，この人はあなた方の前ですっかり良くなったのです。
 
^  （ペテ一 5:5） 同じように，若い皆さん，年長の人*たちに従ってください。そして皆が，人と接する上で謙遜さ*を身に着けてください。神は傲慢な人に敵対し，謙遜な人に惜しみない親切を示してくださるからです。
または，「長老」。
または，「自分を低く見る考え方」。
 
^  （マタ 6:1-4） 注目されようとして人前で善行をすることがないように注意しなさい。そうでないと，天にいる父からの報いはありません。 2 それで，憐れみの施しをするとき，偽善者たちが人から称賛を受けようとして会堂や街路でするように，施す前にラッパを吹いてはなりません。はっきり言いますが，その人たちは報いを全部得てしまっています。 3 憐れみの施しをするときには，右手がしていることを左手に知らせてはなりません。 4 憐れみの施しをひそかにするためです。そうすれば，ひそかに見ている父が報いてくださいます。
 
^  （ペテ一 4:7） 全てのものの終わりが近づいています。ですから，健全な考え方をしましょう。また，祈ることを常に意識して*いましょう。
または，「祈りのために目を覚まして」。
 
^  （マタ 26:31） それからイエスは言った。「今夜，あなたたちは皆，私を見捨てます。『私は牧者を打つ。すると，群れの羊は散り散りになる』と書いてあるからです。
 
^  （マタ 26:33） それに対してペテロは言った。「ほかのみんながあなたを見捨てても，私は決して見捨て*ません！」
直訳，「つまずき」。
 
^  （マタ 26:41） ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。
または，「やる気はあっても」。
 
^  （マタ 26:69-75） さて，ペテロが外で中庭に座っていると，召し使いの女性がやって来て，「あなたも，ガリラヤ人のイエスと一緒にいました！」と言った。 70 しかしペテロは皆の前でそれを否定し，「何のことを話しているのか，分からない」と言った。 71 ペテロが門の方に出ていくと，別の女性が気付き，そこにいる人たちに，「この人はナザレ人のイエスと一緒にいました」と言った。 72 ペテロは再びそれを否定し，「そんな人は知らない！」と誓って言った。 73 しばらくして，周りに立っていた人たちが寄ってきて，ペテロに言った。「確かにあなたも彼らの仲間だ。なまりではっきり分かる」。 74 その時ペテロは，「そんな人は知らない！」と言い，うそなら神罰を受けてもいいと誓い始めた。するとすぐに，おんどりが鳴いた。 75 ペテロは，「おんどりが鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」とイエスから言われたことを思い出した。そして，外に出て激しく泣いた。
 
^  （マタ 26:39） そして少し進んでいき，ひれ伏して祈った。「父よ，もしできることでしたら，この杯を私から取り去ってください。それでも，私が望む通りにではなく，あなたが望まれる通りになりますように」。
 
^  （マタ 26:42） イエスは，また2度目に離れていき，祈った。「父よ，私が飲まずに済むようこの杯が取り去られることはないのでしょうか。ただ，あなたの望まれることが行われますように」。
 
^  （マタ 26:44） それで3人を残してまた離れていき，3度目の祈りをして，もう一度同じことを語った。
 
^  （ヨハ 18:4， 5） イエスは，自分に起きることを全て知っていて，進み出て，「誰を捜しているのですか」と言った。 5 その人たちは，「ナザレ人イエスだ」と答えた。イエスは言った。「それは私です」。裏切り者のユダもそこに立っていた。
 
^ （ペテ一 4:7） 全てのものの終わりが近づいています。ですから，健全な考え方をしましょう。また，祈ることを常に意識して*いましょう。
または，「祈りのために目を覚まして」。
 
^  （ルカ 24:49） そして，私はあなたたちの上に，天の父が約束したものを送ります。しかし，高い所からの力を授けられるまでは都にいなさい」。
 
^  （使徒 1:4， 5） そして，使徒たちと集まっていた時に，こう命じました。「エルサレムを離れないで，天の父が約束したもの，私から聞いたものを待っていなさい。 5 ヨハネは水でバプテスマを施しましたが，あなたたちは何日もしないうちに聖なる力でバプテスマを施されます」。
 
^  （使徒 1:13， 14） 使徒たちは到着すると，滞在していた階上の部屋に上がった。ペテロ，ヨハネとヤコブとアンデレ，フィリポとトマス，バルトロマイとマタイ，アルパヨの子ヤコブと熱心な人シモン，ヤコブの子ユダである。 14 皆，思いを一つにしてひたすら祈り続けた。何人かの女性，イエスの母親マリア，イエスの弟たちも一緒だった。
 
^  （ペテ一 4:7） 全てのものの終わりが近づいています。ですから，健全な考え方をしましょう。また，祈ることを常に意識して*いましょう。
または，「祈りのために目を覚まして」。
 
^  （ガラ 2:9） また彼らは，私に示された惜しみない親切についても知りました。それで，柱と見なされていたヤコブとケファ*とヨハネが，私とバルナバと握手を交わし*，こうして私たちは異国の人々の所へ，彼らは割礼を受けた人たちの所へ行くことになりました。
ペテロとも呼ばれる。
または，「共に働くしるしとして右手を差し出し」。
 
^  （創 1:26） 神は言った。「私たちに似た者として人を造ろう。そして人に，海の魚，空を飛ぶ生き物，家畜，地面を動くあらゆる生き物を治めさせ，地球を世話させよう」。
 
^  （イザ 55:9） 天が地より高いように， 私の行い*はあなたたちの行いより高く， 私の考えはあなたたちの考えより高い。
または，「道」。
 
^ （ペテ一 4:1） キリストは人間として苦しんだのですから，皆さんもキリストと同じ精神を身に着けて*ください。苦しんだ人は，罪を捨てた人なのです。
または，「決意を抱いて」。
 
^ （テモ二 1:7） 神が私たちに与えてくださった聖なる力*は，臆病な気持ちではなく，力と愛と健全な考え方を生み出します。
または，「くださった精神」。用語集参照。
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[bookmark: 10_Sheng_Shu_noYu_Yan_niha_zehiC][bookmark: citationsource18_2][bookmark: page17][bookmark: citationsource19_2]10 聖書の預言には，ぜひ伝えたい明るいメッセージも含まれています。ドミニカ共和国で奉仕するカリー姉妹はこう言っています。「エホバは素晴らしい将来を約束してくれています。今は悩みを抱えている人が多いので，その明るい将来についてみんなにもぜひ知ってほしいです」。また，聖書の預言を読むとエホバが伝道活動をサポートしてくれていることが分かり，諦めずに伝道する力がもらえます。ハンガリーに住むレイラ姉妹はこう言っています。「イザヤ 11章6-9節オオカミが子羊と共に過ごし， ヒョウが子ヤギと共に寝そべる。 子牛とライオンと肥えた動物が皆一緒にいて(if*子牛とライオンが一緒に食べ)， 小さな子供に導かれる。 7 雌牛と熊が一緒に食べ， 子牛と子熊も共に寝そべる。 ライオンが雄牛のようにわらを食べる。 8 乳児がコブラの巣の上で遊び， 乳離れした子が毒蛇の巣穴の上に手を置く。 9 私の聖なる山のどこにも， 荒らしたり危害を加えたりするものはいない。 水が海を覆っているように， エホバについての知識が必ず地上に満ちるからである。を読むと，今は良い知らせを受け入れそうにない人にも伝えようという意欲が湧いてきます。エホバが助けてくれればどんな人も変われるんです」。ザンビアのクリストファー兄弟はこう言います。「マルコ 13章10節また，全ての国の人々の間で，良い知らせがまず伝えられなければなりません。の予告通り，良い知らせは世界中に広まっています。この預言の実現に貢献できることを誇りに思います」。あなたは聖書のどんな預言から伝道を続ける力をもらっていますか。
[bookmark: ehobaniLai_ru]エホバに頼る
[bookmark: 11__iesugaRe_iQi_Chi_tideChuan_D][bookmark: citationsource20_2][bookmark: citationsource21_2]11. イエスが熱い気持ちで伝道を続けるためにエホバに頼る必要があったのはどうしてですか。（ルカ 12:49，53）
[bookmark: 11_iesuhaRe_iQi_Chi_tideChuan_Da][bookmark: citationsource22_2][bookmark: citationsource23_2][bookmark: citationsource24_2][bookmark: citationsource25_2][bookmark: citationsource26_2][bookmark: citationsource27_2][bookmark: citationsource28_2]11 イエスは熱い気持ちで伝道を続けるためにエホバに頼りました。イエスは言葉を注意深く選んで話しました。それでも王国の良い知らせを聞いて怒る人や強く反対する人がいる，ということを知っていました。（ルカ 12:49私は地上に火をおこすために来ました。そして，すでに火が付けられた以上，さらに願うべきことがあるでしょうか，53分裂して，父が息子と，息子が父と対立し，母が娘と，娘が母と対立し，しゅうとめが嫁と，嫁がしゅうとめと対立します。を読む。）イエスは伝道したため，宗教指導者たちから何度も殺されそうになりました。（ヨハ 8:59そこでユダヤ人たちは石を拾って，イエスに投げ付けようとした。しかしイエスは身を隠し，神殿から出ていった; 10:31ユダヤ人たちはまたしても，石を拾ってイエスを石打ちにしようとした，39そこでユダヤ人たちは再びイエスを捕まえようとしたが，イエスは彼らの手が届かない所へ逃れた。）そういう中でも伝道を続けたのは，エホバが一緒にいてくれることを知っていたからです。こう言っています。「私は1人ではなく，私を遣わした父が一緒にい[ま]す。……私を独りだけにはしませんでした。私は常に，その方が喜ぶことを行うからです」。（ヨハ 8:16もし私が裁くとしても，正しく裁きます。私は1人ではなく，私を遣わした父が一緒にいるからです，29そして，私を遣わした方は共にいてくださり，私を独りだけにはしませんでした。私は常に，その方が喜ぶことを行うからです。）
[bookmark: 12__iesuhaDi_Zi_tatigaFan_Dui_sa]12. イエスは弟子たちが反対されても伝道を続けられるように，どんなことを教えましたか。
[bookmark: 12_iesuhaDi_Zi_tatini_itumoehoba][bookmark: citationsource29_2][bookmark: citationsource30_2][bookmark: citationsource31_2][bookmark: citationsource32_2][bookmark: citationsource33_2][bookmark: citationsource34_2][bookmark: citationsource35_2]12 イエスは弟子たちに，いつもエホバに頼ることの大切さを教えました。たとえ迫害に遭ってもエホバが必ず支えてくれる，ということを何度も話しました。（マタ 10:18-20そして，あなたたちは私のために総督や王の前に連れていかれます。その人たちと異国の人々に証言するためです。 19 しかし，引き渡されるとき，何をどう話そうかと心配してはなりません。話すべきことはその時に与えられるからです。 20 単にあなたたちが話すのではなく，天の父の聖なる力があなたたちによって話すのです。ルカ 12:11，12公の集会，また政府の役人や権威者の前に連れていかれるとき，どう弁明しようか，何を言おうかと心配してはなりません。 12 言うべきことは聖なる力によってその時に教えられるからです。）また，用心深くあるようにとも勧めました。（マタ 10:16さあ，私はあなたたちを遣わします。あなたたちはオオカミの間にいる羊のようになります。それで，蛇のように用心深く，しかもハトのように純真なことを示しなさい。ルカ 10:3行きなさい。私はあなたたちを遣わします。あなたたちはオオカミの間にいる子羊のようになります。）良い知らせを聞く気のない人に無理やり話す必要はない，と教えました。（ルカ 10:10，11しかし，どこでも町に入って人々が迎えてくれない所では，そこの大通りに出て，こう言いなさい。 11 『この町で足に付いた土さえも，あなた方に向かって払い落とします。それでも，神の王国が近くに来たことを知っておきなさい』。）迫害されるなら逃げるようにとも言いました。（マタ 10:23ある町で迫害されるときには，別の町に逃げなさい。はっきり言いますが，人の子が来るまでにあなたたちがイスラエルの町々を回り尽くすことは決してありません。）イエスはいつもエホバに頼っていましたし，みんなに伝えたいという意欲がありましたが，あえて危険を冒すことはありませんでした。（ヨハ 11:53，54その場にいた人たちはその日以来，イエスを殺そうとして相談した。 54 このため，イエスはもうユダヤ人の間を表立って歩くことはせず，荒野に近い地方のエフライムという町に行き，弟子たちと共にそこにとどまった。）
[bookmark: 13__ehobagaanatanokotowoBi_zuZhu]13. エホバがあなたのことを必ず助けてくれる，といえるのはどうしてですか。
[bookmark: 13_Fan_Dui_niZao_tutemoRe_iXin_d][bookmark: citationsource36_2][bookmark: citationsource37_2][bookmark: page18][bookmark: citationsource38_2][bookmark: citationsource39_2][bookmark: citationsource40_2]13 反対に遭っても熱い心で伝道を続けるには，エホバのサポートが必要です。（啓 12:17それで竜は女に対して激怒し，彼女の子孫(d*種)のうちの残っている人たち，すなわち，神のおきてを守り，イエスについて証言する務めを与えられている人たちと戦うために去っていった。）エホバは必ず助けてくれます。そのことは，ヨハネ 17章に書かれているイエスの祈りから分かります。イエスは使徒たちを見守ってくださるようエホバにお願いしました。エホバはその祈りを聞きました。「使徒の活動」には，迫害の中でも使徒たちがエホバから助けられて熱い心で伝道を続けたことが記録されています。イエスは，使徒たちの言葉に信仰を持つ人たちのことも見守ってくださるようお願いしました。その中にはあなたも含まれています。エホバは使徒たちを助けたように，あなたのことも必ず助けてくれます。（ヨハ 17:11私は世からいなくなりますが，この人たちは世にいます。私はあなたのもとに向かいます。聖なる父よ，あなたは私にあなたのお名前を託してくださいました。そのお名前のためにこの人たちを見守ってください。私たちが一つであるように，彼らも一つになるためです，15この人たちを世から取り去ることではなく，邪悪な者から守ってくださるようお願いします，20私は，この人たちだけでなく，彼らの言葉によって私に信仰を持つ人々についてもお願いします。）
[bookmark: 14__donnakotogaatutemoRe_iXin_de]14. どんなことがあっても熱い心で伝道を続けられる，といえるのはどうしてですか。（写真も参照。）
[bookmark: 14_Zhong_warigaJin_dukuniturete][bookmark: citationsource41_2][bookmark: citationsource42_2]14 終わりが近づくにつれて，良い知らせを熱い心で伝えることはますます難しくなっていくでしょう。それでも必要なサポートは全て与えられます。（ルカ 21:12-15しかし，これら全てが起きる前に，人々はあなたたちを捕らえて迫害し，会堂や牢屋に引き渡し，あなたたちは私の名のために王や総督の前に連れていかれます。 13 それは証言する機会となります。 14 それで，どのように弁明するかを前もって練習しない，と心に決めなさい。 15 私があなたたちに言葉と知恵を与えるからです。反対者は皆一緒になってもそれに抵抗も反論もできません。）イエスや弟子たちに倣い，私たちも良い知らせを聞くかどうかは相手の判断に任せ，不要な争いを避けます。エホバの証人の活動が制限されていても，兄弟たちは良い知らせを伝え続けることができています。自分の力ではなく，エホバに頼っているからです。エホバは1世紀のクリスチャンに力を与えたように，現代のクリスチャンにも力を与え，「伝道が十分に行われ」るようにします。（テモ二 4:17しかし，主が私のそばに立って，力を与えてくださいました。私を通して伝道が十分に行われ，全ての国の人々が聞くようになるためです。私はライオンの口から救われました。）エホバに頼るなら，どんなことがあっても熱い心で伝道を続けることができます。
[bookmark: Re_iXin_gaareba_ehobanoZheng_Ren][image: 2025322_univ_cnt_2.jpg]  
[bookmark: Re_iXin_gaareba_ehobanoZheng_Ren_1][bookmark: footnotesource1_2]熱い心があれば，エホバの証人の活動が制限されていても伝道をやめない。（14節を参照。）
*写真や挿絵: 兄弟がガソリンスタンドで男性に伝道している。 
[bookmark: poziteibunaJian_Fang_wosuru]ポジティブな見方をする
[bookmark: 15__iesugaChuan_Dao_niDui_sitepo]15. イエスが伝道に対してポジティブな見方をしていたことはどんなことから分かりますか。
[bookmark: 15_iesugaYi_Sheng_Xuan_Ming_Lian][bookmark: citationsource43_2][bookmark: citationsource44_2][bookmark: citationsource45_2][bookmark: citationsource46_2]15 イエスが一生懸命良い知らせを伝えることができたのは，伝道に対してポジティブな見方をしていたからです。イエスは西暦30年の終わりごろ，良い知らせを聞きそうな人たちが大勢いるのに気付いて，その人たちを，すでに色づいて収穫できる畑に例えました。（ヨハ 4:35あなたたちは，収穫までまだ4カ月あると言っていませんか。しかし，目を上げて畑を見なさい。もう色づいて収穫できます。すでに，）その1年後には弟子たちに，「収穫は多いです」と言いました。（マタ 9:37，38そこで弟子たちに言った。「収穫は多いですが，働き手は少ないのです。 38 それで，収穫のために人を遣わしてくださるよう，収穫の主人にお願いしなさい」。）後にこうも言いました。「収穫は多いです……。それで，収穫のために人を遣わしてくださるよう，収穫の主人にお願いしなさい」。（ルカ 10:2その際，こう言った。「収穫は多いですが，働き手は少ないのです。それで，収穫のために人を遣わしてくださるよう，収穫の主人にお願いしなさい。）イエスは良い知らせを受け入れるようになる人たちが必ずいる，と考えていました。そして，実際に多くの人が受け入れた時に喜びました。（ルカ 10:21まさにこの時，イエスは聖なる力により喜びにあふれて言った。「天地の主である父よ，あなたを大いに賛美します。あなたはこのようなことを賢い知識人たちから注意深く隠し，幼い子供たちに啓示されたからです。そうです，父よ，これはあなたのお考えに沿ったことです。）
[bookmark: 16__iesunoLi_ekaradonnakotogaFen][bookmark: citationsource47_2]16. イエスの例えからどんなことが分かりますか。（ルカ 13:18-21）（写真も参照。）
[bookmark: page19][bookmark: 16_iesuhaDi_Zi_tatini_Chuan_erum][bookmark: citationsource48_1]16 イエスは弟子たちに，伝えるメッセージに対してポジティブな見方をするようにと教えました。そのような見方は熱い気持ちで伝道を続ける上で役立つからです。イエスが話した2つの例えについて考えてみてください。（ルカ 13:18-21それでイエスは言った。「神の王国は何に似ているでしょうか。それを何になぞらえましょうか。 19 それは，人が庭に植えたからしの種のようです。それは成長して木のようになり，鳥が枝に巣を作りました」。 20 さらに言った。「神の王国を何になぞらえましょうか。 21 それはパン種のようです。女性がそれを取って麦粉3杯分と混ぜると，やがて全体が発酵しました」。を読む。）「1つは①からしの種の例えで，王国のメッセージがとどまることなく大きく広がっていくことを教えました。もう1つは②パン種の例えで，王国のメッセージが広範囲に広がり，最初のうちは目に見える変化がなくても，やがて大きな変化を生じさせることを教えました。」イエスの弟子たちが王国のメッセージを伝えるなら素晴らしい結果になる，ということです。
[bookmark: Si_tatimoiesunoyouni_Liang_iZhi][image: 人通りの多い歩道で2人の姉妹がカートのそばに立ち，公共エリア伝道をしている。多くの人がその前を通り過ぎていく。]  
[bookmark: Si_tatimoiesunoyouni_Liang_iZhi_1]私たちもイエスのように，良い知らせを受け入れる人が必ずいるというポジティブな見方をしているだろうか。（16節参照。） 
（そうした積極的な見方は表情にも反映されて、直ぐでなくてもその表情に引き寄せられる人々もいるかも）
[bookmark: 17__donnakotonituiteKao_eruto_Ch]17. どんなことについて考えると，伝道についてポジティブな見方ができますか。
[bookmark: 17_Jin__Chuan_Dao_dedorehodonoko][bookmark: citationsource49_1][bookmark: citationsource50_1]17 今，伝道でどれほどのことが成し遂げられているかを考えると，熱い心で伝道を続ける力が湧いてきます。毎年，関心を持つ何百万人もの人が記念式に出席し，聖書レッスンをしています。そして何十万人もの人がバプテスマを受け，伝道するようになっています。私たちはあとどれくらいの人が良い知らせを受け入れるかは知りませんが，エホバが大患難を生き残る大群衆を集め続けていることは知っています。（啓 7:9その後，私が見ると，全ての国や民族や種族や言語の人々の中から来た，誰も数え切れない大群衆が，王座と子羊の前に立っていた。その人たちは白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を持っていた，14それで私がすぐその長老に，「それはあなたが知っておられます」と言うと，彼は私に言った。「これは大患難から出てくる人たちです。この人たちは，自分の長い衣服を子羊の血で洗って白くしました。）収穫の主人エホバは今も畑が色づいている，つまり良い知らせを聞く人たちがまだまだいると考えています。であれば，これからも熱い心で伝道を続けたいと思うのではないでしょうか。
[bookmark: 18__Si_tatigaRe_iXin_deChuan_Dao]18. 私たちが熱い心で伝道するなら，それを見る人たちはどんなことに気付くはずですか。
[bookmark: 18_iesunoDi_Zi_tatihaYi_Yu_De_ni][bookmark: citationsource51_1]18 イエスの弟子たちは意欲的に伝道することで知られてきました。使徒たちが大胆に話すのを見た人たちは，彼らが「イエスと一緒にいたことに気付くように」なりました。（使徒 4:13支配者と長老たちは，ペテロとヨハネの大胆な話し方を見た時，2人が教育のない普通の人であることを知って，非常に驚いた。そして，2人がイエスと一緒にいたことに気付くようになった。）熱い気持ちで伝道するなら，それを見る人たちは私たちがイエスに倣う本当のクリスチャンであることに気付くでしょう。
[bookmark: Re_iQi_Chi_tideChuan_Dao_sitaies_1]
熱い気持ちで伝道したイエスにどのように倣えますか
[bookmark: pcitationsource3_2][bookmark: 58Fan_noGe__Ping_He_woWang_muRen_1][bookmark: 58Fan_noGe__Ping_He_woWang_muRen]１．エホバの願いや預言について考える
・S05-06　イエスは伝道が神が願っている仕事だと分かっていて一番大切にし、多くの弟子たちが伝道できるようにトレーニングもした。私たちもエホバが何よりも伝道を大切にしてほしいと願っていることを考えると、ベストを尽くしたいという気持ちになる。
・S08-09　イエスは聖書の預言が必ず実現することを知っていて例えば、伝道できる期間は3年半しかないと分かっていたので、エホバから与えられた仕事をやり遂げるため、残されている時間を大切にし、一生懸命伝道した。私たちも残っている時間が少ないことを考えると、もっと頑張って伝道したいという気持ちになる。

２．エホバに頼る
・S11-12　イエスは伝道したため宗教指導者たちから何度も殺されそうになっても伝道を続けたのは、エホバが一緒にいてくれることを知っていたから。それで、いつもエホバに頼ることの大切さを教え、たとえ迫害に遭ってもエホバが必ず支えてくれるということを何度も話した。一方であえて危険を冒すことはなかった。
・S14　私たちも良い知らせを聞くかどうかは相手の判断に任せ、不要な争いを避ける。活動が制限されていても、自分の力ではなく、エホバに頼って、良い知らせを伝え続けることができる。

３．ポジティブな見方をする
・S15　イエスは西暦30年の終わりごろ、良い知らせを聞きそうな人たちが大勢いるのに気付いて、その人たちを、すでに色づいて収穫できる畑に例え、1年後には弟子たちに「収穫は多いです」と言われた。イエスは良い知らせを受け入れるようになる人たちが必ずいる、と考えていた。
・S16　イエスは弟子たちに2つの例え話（①からしの種と②パン種）から、伝えるメッセージに対してポジティブな見方をするようにと教えた。王国のメッセージはとどまることなく大きく広がっていき、最初のうちは目に見える変化がなくても、やがて大きな変化を生じさせることを教えた。
・S17　毎年関心を持つ何百万人もの人が記念式に出席したり、伝道でどれほどのことが成し遂げられているかを考えると、熱い心で伝道を続ける力が湧いてくる。収穫の主人エホバは今も畑が色づいている、つまり良い知らせを聞く人たちがまだまだいると考えているので、これからも熱い心で伝道を続けたいと思う。
58番の歌 平和を望む人を探す
^  写真や挿絵: 兄弟がガソリンスタンドで男性に伝道している。
^ （ルカ 10:1） これらのことの後，主イエスはほかの70人を指名し，行こうとしている全ての町と場所へ，先に2人ずつ遣わした。
 
^  （テト 2:14） キリストは私たちのために自分を与えてくださいました。それは，私たちをあらゆる不法から自由にし*，自分の特別な所有物である民，立派な行いに励む*民を清めるためでした。
直訳，「贖い」，「買い戻し」。
または，「熱心な」。
 
^  （マタ 10:22） そしてあなたたちは，私の名のために全ての人から憎まれますが，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。
 
^ （ルカ 13:6-9） イエスはさらにこの例えを話した。「ある人が，ブドウ園に1本のイチジクの木を持っていました。実があるかと見に行きましたが，見つかりませんでした。 7 それでブドウの栽培人に言いました。『このイチジクの木に実があるかともう3年も見に来ていますが，一つも見つかりません。切り倒してしまいなさい！ なぜ土地を無駄にしているのですか』。 8 栽培人は答えました。『ご主人さま，あと1年そのままにしてください。周りを掘って肥やしをやります。 9 この先，実を結ぶようであればそれでいいですし，そうでなければ切り倒してください』」。
 
^  （ルカ 13:6-9） イエスはさらにこの例えを話した。「ある人が，ブドウ園に1本のイチジクの木を持っていました。実があるかと見に行きましたが，見つかりませんでした。 7 それでブドウの栽培人に言いました。『このイチジクの木に実があるかともう3年も見に来ていますが，一つも見つかりません。切り倒してしまいなさい！ なぜ土地を無駄にしているのですか』。 8 栽培人は答えました。『ご主人さま，あと1年そのままにしてください。周りを掘って肥やしをやります。 9 この先，実を結ぶようであればそれでいいですし，そうでなければ切り倒してください』」。
 
^  （ルカ 10:1） これらのことの後，主イエスはほかの70人を指名し，行こうとしている全ての町と場所へ，先に2人ずつ遣わした。
 
^  （ルカ 4:43） しかしイエスは言った。「私はほかの町にも神の王国の良い知らせを広めなければなりません。そのために遣わされたからです」。
 
^  （ルカ 13:22） イエスは町から町へ，村から村へと旅をし，人々を教えながらエルサレムへの旅を続けた。
 
^  （ルカ 10:1） これらのことの後，主イエスはほかの70人を指名し，行こうとしている全ての町と場所へ，先に2人ずつ遣わした。
 
^  （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。
 
^  （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。
 
^ （テモ一 2:3， 4） そのように祈ることは，私たちの救い主である神から見て良いことであり，受け入れられることです。 4 神は，あらゆる人が救われて，真理の正確な知識を得ることを望んでいます。
 
^  （テモ一 2:3， 4） そのように祈ることは，私たちの救い主である神から見て良いことであり，受け入れられることです。 4 神は，あらゆる人が救われて，真理の正確な知識を得ることを望んでいます。
 
^  （ダニ 9:26， 27） そして，62週の後にメシアは除かれ*ます。彼には何も残りません。 やがて来る指導者に率いられた人々が，都市と聖なる場所を滅ぼし，洪水が終わりをもたらします。終わりまで戦争があり，荒廃が定められています。 27 彼*は多くの人のために1週の間契約の効力を保たせ，週の半ばに犠牲と供え物を終わらせます。 そして，荒廃をもたらす者が，極めて不快なものの翼に乗って来ます。全てが滅びるまで，定められた事柄が，荒廃しているものの上に降り掛かります」。
または，「死刑にされ」。
メシアのことと考えられる。
 
^  （ルカ 18:31-34） イエスは12人を脇に連れていき，こう言った。「さあ，私たちはエルサレムに上っていきます。人の子に関して預言者たちが書いた事柄は皆，成し遂げられます。 32 例えば，人の子は異国の人々に引き渡され，あざけられ，ひどく扱われ，唾を掛けられます。 33 そして，むち打たれてから殺されますが，3日目に生き返ります」。 34 しかし，12人はこれらのことの意味が全くつかめなかった。これらの言葉の意味が彼らから隠されていて，彼らは言われたことが理解できなかった。
 
^  （ダニ 11:40） 終わりの時に，南の王は彼と押し合い*ます。北の王は，兵車や騎手や多くの船で南の王を激しく攻撃し，国々に入って，洪水のように勢いよく通っていきます。
または，「角を突き合わせ」。
 
^  （ダニ 2:43-45） ご覧になったように，鉄が軟らかい粘土と交ざっていますから，強い部分が人々*と交ざることになります。しかし，鉄が粘土と結び付かないように，それらが一つになることはありません。 44 この王たちの時代に，天の神は決して滅ぼされることのない王国を建てます。その王国はほかのどんな民にも渡されません。これらの王国を全て打ち砕いて終わらせ，その王国だけが永遠に存続します。 45 山から1つの石が人手によらずに切り出され，鉄，銅，粘土，銀，金を打ち砕いたのを，あなたがご覧になった通りです。偉大な神が，将来起きる事柄を王に知らせました。この夢は真実であり，解き明かしも確かです」。
または，「人の子孫」。一般の人々のこと。
 
^  （イザ 11:6-9） オオカミが子羊と共に過ごし， ヒョウが子ヤギと共に寝そべる。 子牛とライオンと肥えた動物が皆一緒にいて*， 小さな子供に導かれる。 7 雌牛と熊が一緒に食べ， 子牛と子熊も共に寝そべる。 ライオンが雄牛のようにわらを食べる。 8 乳児がコブラの巣の上で遊び， 乳離れした子が毒蛇の巣穴の上に手を置く。 9 私の聖なる山のどこにも， 荒らしたり危害を加えたりするものはいない。 水が海を覆っているように， エホバについての知識が必ず地上に満ちるからである。
もしかすると，「子牛とライオンが一緒に食べ」。
 
^  （マル 13:10） また，全ての国の人々の間で，良い知らせがまず伝えられなければなりません。
 
^ （ルカ 12:49） 私は地上に火をおこすために来ました。そして，すでに火が付けられた以上，さらに願うべきことがあるでしょうか。
 
^ （ルカ 12:53） 分裂して，父が息子と，息子が父と対立し，母が娘と，娘が母と対立し，しゅうとめが嫁と，嫁がしゅうとめと対立します」。
 
^  （ルカ 12:49） 私は地上に火をおこすために来ました。そして，すでに火が付けられた以上，さらに願うべきことがあるでしょうか。
 
^  （ルカ 12:53） 分裂して，父が息子と，息子が父と対立し，母が娘と，娘が母と対立し，しゅうとめが嫁と，嫁がしゅうとめと対立します」。
 
^  （ヨハ 8:59） そこでユダヤ人たちは石を拾って，イエスに投げ付けようとした。しかしイエスは身を隠し，神殿から出ていった。
 
^  （ヨハ 10:31） ユダヤ人たちはまたしても，石を拾ってイエスを石打ちにしようとした。
 
^  （ヨハ 10:39） そこでユダヤ人たちは再びイエスを捕まえようとしたが，イエスは彼らの手が届かない所へ逃れた。
 
^  （ヨハ 8:16） もし私が裁くとしても，正しく裁きます。私は1人ではなく，私を遣わした父が一緒にいるからです。
 
^  （ヨハ 8:29） そして，私を遣わした方は共にいてくださり，私を独りだけにはしませんでした。私は常に，その方が喜ぶことを行うからです」。
 
^  （マタ 10:18-20） そして，あなたたちは私のために総督や王の前に連れていかれます。その人たちと異国の人々に証言するためです。 19 しかし，引き渡されるとき，何をどう話そうかと心配してはなりません。話すべきことはその時に与えられるからです。 20 単にあなたたちが話すのではなく，天の父の聖なる力があなたたちによって話すのです。
 
^  （ルカ 12:11， 12） 公の集会，また政府の役人や権威者の前に連れていかれるとき，どう弁明しようか，何を言おうかと心配してはなりません。 12 言うべきことは聖なる力によってその時に教えられるからです」。
 
^  （マタ 10:16） さあ，私はあなたたちを遣わします。あなたたちはオオカミの間にいる羊のようになります。それで，蛇のように用心深く，しかもハトのように純真なことを示しなさい。
 
^  （ルカ 10:3） 行きなさい。私はあなたたちを遣わします。あなたたちはオオカミの間にいる子羊のようになります。
 
^  （ルカ 10:10， 11） しかし，どこでも町に入って人々が迎えてくれない所では，そこの大通りに出て，こう言いなさい。 11 『この町で足に付いた土さえも，あなた方に向かって払い落とします。それでも，神の王国が近くに来たことを知っておきなさい』。
 
^  （マタ 10:23） ある町で迫害されるときには，別の町に逃げなさい。はっきり言いますが，人の子が来るまでにあなたたちがイスラエルの町々を回り尽くすことは決してありません。
 
^  （ヨハ 11:53， 54） その場にいた人たちはその日以来，イエスを殺そうとして相談した。 54 このため，イエスはもうユダヤ人の間を表立って歩くことはせず，荒野に近い地方のエフライムという町に行き，弟子たちと共にそこにとどまった。
 
^  （啓 12:17） それで竜は女に対して激怒し，彼女の子孫*のうちの残っている人たち，すなわち，神のおきてを守り，イエスについて証言する務めを与えられている人たちと戦うために去っていった。
直訳，「種」。
 
^  （ヨハ 17:1-26） イエスはこれらのことを話してから，天を見上げて，こう言った。「父よ，時は来ました。あなたの子に栄光をお与えください。子によってあなたが栄光をお受けになるためです。 2 あなたは全人類に対する権威を子にお与えになりました。子が，自分に託された人全てに永遠の命を与えるためです。 3 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります。 4 私は，あなたから委ねられたことを成し遂げて，地上であなたをたたえました。 5 父よ，人類が誕生する前に私があなたのそばで栄光を受けていたように，今，私をそばに置いて栄光をお与えください。 6 私は，あなたが世から取って託してくださった人たちにあなたのお名前を明らかにし*ました。この人たちはあなたのものでしたが，私に託してくださいました。彼らはあなたの言葉を守っています。 7 彼らは今，あなたが私に与えてくださったもの全てがあなたからのものであることを知るようになりました。 8 あなたが告げてくださった言葉を私が彼らに告げたからです。彼らはそれを受け入れて，私があなたの代理として来たことを本当に知り，あなたが私を遣わされたことを信じました。 9 彼らに関してお願いします。世に関してではなく，私に託してくださった人たちに関してです。彼らはあなたのものだからです。 10 私のものは皆あなたのもので，あなたのものは私のものです。私は彼らから称賛を受けました。 11 私は世からいなくなりますが，この人たちは世にいます。私はあなたのもとに向かいます。聖なる父よ，あなたは私にあなたのお名前を託してくださいました。そのお名前のためにこの人たちを見守ってください。私たちが一つであるように，彼らも一つになるためです。 12 私は，彼らと一緒にいた時，私に託してくださったお名前のためにいつも彼らを見守りました。私は彼らを守り，誰も滅びていません。滅びるあの者だけは別ですが，それは聖句が実現するためでした。 13 しかし今，私はあなたのもとに向かいます。私が世にいる間にこれらのことを言っているのは，彼らが私と同じ喜びに満たされるためです。 14 私はあなたの言葉を彼らに伝えましたが，世の人々は彼らを憎みました。私が世の人々のようではないのと同じように，彼らも世の人々のようではないからです。 15 この人たちを世から取り去ることではなく，邪悪な者から守ってくださるようお願いします。 16 私が世の人々のようではないのと同じように，彼らも世の人々のようではありません。 17 真理によって彼らを神聖なものとしてください。あなたの言葉は真理です。 18 あなたが私を世に遣わされたように，私も彼らを世に遣わしました。 19 私は彼らのために自分を神聖なものとしています。彼らも真理によって神聖なものとされるためです。 20 私は，この人たちだけでなく，彼らの言葉によって私に信仰を持つ人々についてもお願いします。 21 それは，父よ，あなたと私が結び付いているように，彼ら全員が一つになるためです。また，彼らも私たちと結び付いているようにしてください。あなたが私を遣わされたことを世の人々が信じるためです。 22 私に誉れを与えてくださったように，私は彼らに誉れを与えました。私たちが一つであるように，彼らも一つになるためです。 23 私は彼らと結び付いていて，あなたは私と結び付いておられます。彼らが完全に一つになるためです。そして世の人々が，あなたが私を遣わされ，私を愛してくださったように彼らを愛されたことを知るためです。 24 父よ，私に託してくださった人々が私のいる所に一緒にいるようにと願います。世が始まる前に私を愛して与えてくださった栄光を彼らが見るためです。 25 公正な*父よ，確かに世の人々はあなたを知りませんが，私はあなたを知っており，この人たちも，あなたが私を遣わされたことを知っています。 26 私はあなたのお名前を彼らに知らせました。これからも知らせます。あなたが私を愛してくださったように彼らが愛を示し*，私が彼らと結び付いているためです」。
または，「知らせ」。
または，「正しい」。
直訳，「愛してくださった愛が彼らの内にあり」。
 
^  （ヨハ 17:11） 私は世からいなくなりますが，この人たちは世にいます。私はあなたのもとに向かいます。聖なる父よ，あなたは私にあなたのお名前を託してくださいました。そのお名前のためにこの人たちを見守ってください。私たちが一つであるように，彼らも一つになるためです。
 
^  （ヨハ 17:15） この人たちを世から取り去ることではなく，邪悪な者から守ってくださるようお願いします。
 
^  （ヨハ 17:20） 私は，この人たちだけでなく，彼らの言葉によって私に信仰を持つ人々についてもお願いします。
 
^  （ルカ 21:12-15） しかし，これら全てが起きる前に，人々はあなたたちを捕らえて迫害し，会堂や牢屋に引き渡し，あなたたちは私の名のために王や総督の前に連れていかれます。 13 それは証言する機会となります。 14 それで，どのように弁明するかを前もって練習しない，と心に決めなさい。 15 私があなたたちに言葉と知恵を与えるからです。反対者は皆一緒になってもそれに抵抗も反論もできません。
 
^  （テモ二 4:17） しかし，主が私のそばに立って，力を与えてくださいました。私を通して伝道が十分に行われ，全ての国の人々が聞くようになるためです。私はライオンの口から救われました。
 
^  （ヨハ 4:35） あなたたちは，収穫までまだ4カ月あると言っていませんか。しかし，目を上げて畑を見なさい。もう色づいて収穫できます。すでに，
 
^  （マタ 9:37， 38） そこで弟子たちに言った。「収穫は多いですが，働き手は少ないのです。 38 それで，収穫のために人を遣わしてくださるよう，収穫の主人にお願いしなさい」。
 
^  （ルカ 10:2） その際，こう言った。「収穫は多いですが，働き手は少ないのです。それで，収穫のために人を遣わしてくださるよう，収穫の主人にお願いしなさい。
 
^  （ルカ 10:21） まさにこの時，イエスは聖なる力により喜びにあふれて言った。「天地の主である父よ，あなたを大いに賛美します。あなたはこのようなことを賢い知識人たちから注意深く隠し，幼い子供たちに啓示されたからです。そうです，父よ，これはあなたのお考えに沿ったことです。
 
^ （ルカ 13:18-21） それでイエスは言った。「神の王国は何に似ているでしょうか。それを何になぞらえましょうか。 19 それは，人が庭に植えたからしの種のようです。それは成長して木のようになり，鳥が枝に巣を作りました」。 20 さらに言った。「神の王国を何になぞらえましょうか。 21 それはパン種のようです。女性がそれを取って麦粉3杯分と混ぜると，やがて全体が発酵しました」。
 
^  （ルカ 13:18-21） それでイエスは言った。「神の王国は何に似ているでしょうか。それを何になぞらえましょうか。 19 それは，人が庭に植えたからしの種のようです。それは成長して木のようになり，鳥が枝に巣を作りました」。 20 さらに言った。「神の王国を何になぞらえましょうか。 21 それはパン種のようです。女性がそれを取って麦粉3杯分と混ぜると，やがて全体が発酵しました」。
 
^  （啓 7:9） その後，私が見ると，全ての国や民族や種族や言語の人々の中から来た，誰も数え切れない大群衆が，王座と子羊の前に立っていた。その人たちは白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を持っていた。
 
^  （啓 7:14） それで私がすぐその長老に，「それはあなたが知っておられます」と言うと，彼は私に言った。「これは大患難から出てくる人たちです。この人たちは，自分の長い衣服を子羊の血で洗って白くしました。
 
^  （使徒 4:13） 支配者と長老たちは，ペテロとヨハネの大胆な話し方を見た時，2人が教育のない普通の人であることを知って，非常に驚いた。そして，2人がイエスと一緒にいたことに気付くようになった。
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[bookmark: 2_pauroha_Zi_Fen_toZhong_Jian_no][bookmark: citationsource3_3][bookmark: citationsource4_3][bookmark: citationsource5_3]2 パウロは，自分と仲間の兄弟姉妹が「見えるものによってではなく信仰によって歩んでいる」と言いました。（←コリ二 5:7）何を言おうとしていたのでしょうか。聖書の中で「歩む」という言葉は，どんな生き方をするかという意味で使われることがあります。見えるものによって歩む人は，目や耳や感覚に頼って物事を決定します。一方，信仰によって歩む人は，エホバを信頼して決定します。また，聖書に書かれているエホバのアドバイスに従えば，エホバが必ず支えてくれて良い結果になる，と信じています。（詩 119:66分別と知識を持たせてください。 あなたのおきてを信頼している私に。ヘブ 11:6信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。）
[bookmark: 3__Xin_Yang_niyotuteBu_munaradon][bookmark: citationsource6_3]3. 信仰によって歩むならどんな良いことがありますか。（コリント第二 4:18）
[bookmark: 3_motironSi_tatiha_Gan_Jue_niLai][bookmark: page21][bookmark: citationsource7_3][bookmark: citationsource8_3][bookmark: citationsource9_3][bookmark: citationsource10_3][bookmark: citationsource11_3][bookmark: citationsource12_3]3 もちろん私たちは，感覚に頼って何かを決めることがあります。でも大切な事柄について決定するとき，見たり聞いたりすることだけに頼るなら，後になって問題を抱えることになるかもしれません。私たちの感覚は当てにならないことがあるからです。もし見えるものだけによって歩むなら，神の望むことやアドバイスを無視することになってしまいます。（伝 11:9若い人たち，若いうちに喜びなさい。若い間にあなたの心が喜びで満ちていてほしい。心が促す道を進み，目が導く場所に行きなさい。しかし，全てのことに関して，真の神があなたに責任を問う(*を裁く)ことを覚えておきなさい。マタ 24:37-39人の子の臨在の時はちょうどノアの時代のようになります。 38 洪水前のその時代，ノアが箱船に入る日まで，人々は食べたり飲んだり，結婚したりしていました。 39 そして，洪水が来て全ての人を流し去るまで注意しませんでした。人の子の臨在の時もそのようになります。）でも信仰によって歩むなら，「主に受け入れられる」決定ができます。（エフェ 5:10何をするにしても，主に受け入れられることかどうかを確かめましょう。）神のアドバイスの通りにすると穏やかな気持ちになり，幸せになれます。（詩 16:8，9私はエホバを絶えず自分の前に置く。 神が右にいてくださるので，決して動揺する(*よろける)ことはない。 9 私の心は喜び，内から喜びが湧き上がる。 私は安全に住む。イザ 48:17，18あなたを救う(*買い戻す)方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。）信仰によって歩んでいくなら，将来いつまでも生きられるようになります。（コリント第二 4:18私たちは，見えるものではなく見えないものに目を留めます。見えるものは一時的ですが，見えないものは永遠だからです。を読む。）
[bookmark: 4__Xin_Yang_niyotuteBu_ndeiruka]4. 信仰によって歩んでいるか，見えるものによって歩んでいるかは，どうすれば分かりますか。
[bookmark: 4_Zi_Fen_gaXin_Yang_niyotuteBu_n]4 自分が信仰によって歩んでいるか，見えるものによって歩んでいるかは，どうすれば分かるでしょうか。何かを決めるとき，どんなものに頼っているか，ということから分かります。見えるものだけに頼りますか。それともエホバに心から頼り，エホバのアドバイスを信頼して決めるでしょうか。では，これから信仰によって歩むことが大切な3つの分野を考えてみましょう。①仕事を選ぶとき，②結婚相手を選ぶとき，③神が責任を委ねている人たちからの指示を受けるときです。良い決定をするためにどんなことを考えるとよいかに注目します。
[bookmark: Shi_Shi_woXuan_butoki]仕事を選ぶとき
[bookmark: 5__Shi_Shi_woXuan_butoki_donnako]5. 仕事を選ぶとき，どんなことだけを考えてはいけませんか。
[bookmark: 5_Zi_Fen_yaJia_Zu_gaSheng_Huo_si][bookmark: citationsource13_3][bookmark: citationsource14_3]5 自分や家族が生活していくためには働かなければいけません。（伝 7:12お金は身の守りであり，知恵も身の守りである。しかし知識や知恵の利点は，人の命を保たせることだ。テモ一 5:8もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。）毎日の出費を賄えるだけでなく，貯蓄もできるような，給料の良い仕事があります。一方で，家族を養っていくのに精いっぱいの給料しか手に入らない仕事もあります。仕事を選ぶときには，いくら稼げるかということが気になるものです。でも，そのことだけを考えて仕事を選ぶとしたら，見えるものによって歩んでいることになります。
[bookmark: 6__Xin_Yang_niyotuteBu_ndeiruRen][bookmark: citationsource15_3]6. 信仰によって歩んでいる人は，仕事を選ぶときどんなことを考えますか。（ヘブライ 13:5）
[bookmark: 6_Xin_Yang_niyotuteBu_ndeirunara][bookmark: citationsource16_3][bookmark: citationsource17_3][bookmark: citationsource18_3][bookmark: citationsource19_3]6 信仰によって歩んでいるなら，仕事を選ぶとき，エホバとの絆にどう影響するかも考えます。その仕事をすると，エホバが嫌うことに関わることになるでしょうか。（格 6:16-19エホバが憎むものが6つある。 いや，ひどく嫌うものが7つある。 17 傲慢な目，うそをつく舌，無実の人の血を流す手， 18 邪悪なことをたくらむ心，急いで悪に走る足， 19 うそばかり言う不正直な証人，兄弟の間に口論を引き起こす者である。）エホバへの崇拝がおろそかになったり，家族と長い間離れ離れになったりするでしょうか。（フィリ 1:10皆さんがより重要なことを見極め，キリストの日までずっと純粋でいて，人の信仰を妨げることがありませんように。）もしそうなら，その仕事には就かない方がいいでしょう。信仰によって歩んでいる人は，たとえ仕事を見つけるのが大変だとしても，エホバが必ず養ってくれると信じて決定します。（マタ 6:33ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。ヘブライ 13:5お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。を読む。）
[bookmark: 7_8__habieruXiong_Di_hadonoyouni]7-8. ハビエル兄弟はどのように信仰によって歩みましたか。（写真も参照。）
[bookmark: 7_Nan_amerikaniZhu_muhabieruXion][bookmark: footnotesource1_3]7 南アメリカに住むハビエル兄弟は，信仰によって歩むことの大切さに気付きました。*一部の名前は変えてあります。 こう言っています。「働いている会社で別のポジションに応募しました。給料が2倍になり，やりがいも感じられそうな仕事です」。でも同時に，兄弟は開拓者になりたいとも思っていました。こうも言っています。「面接を受けることになりました。キャリアを積みたいと思っていましたが，仕事のせいで開拓者になることを諦めたくはありませんでした。面接の前，祈りました。私にとって何が一番良いのかを知っているのはエホバだからです」。
[bookmark: 8_Xiong_Di_hakouSok_keteimasu][bookmark: page22]8 兄弟はこう続けています。「面接の時，定常的に残業をしてほしいと言われました。それで敬意を込めつつ，クリスチャンの活動を大切にしたいので，それはできないと言いました」。兄弟はその話を断り，2週間後に開拓奉仕を始めました。数カ月後にはパートの仕事が見つかりました。兄弟はこう言っています。「エホバは私の祈りを聞いて，開拓奉仕がしやすい仕事を与えてくれました。エホバと兄弟姉妹のためにもっと時間を使えるようになって，とてもうれしいです」。
[bookmark: Sheng_Jin_woDa_Zhen_saretatoki_Z][image: ヘルメットを持ち作業服を着た兄弟が上司からオフィスに案内され，昇進を打診されている。]  
[bookmark: Sheng_Jin_woDa_Zhen_saretatoki_Z_1]昇進を打診されたとき，自分にとって何が一番良いかを知っているのはエホバだと信じて決定しますか。（7-8節を参照。） 
[bookmark: 9__torezoruXiong_Di_karaHe_woXue]9. トレゾール兄弟から何を学べますか。
[bookmark: 9_Shi_Shi_noseideXin_Yang_niyotu][bookmark: citationsource20_3][bookmark: page23]9 仕事のせいで信仰によって歩めていないことに気付いたら，どうしたらよいでしょうか。コンゴ共和国のトレゾール兄弟はこう言っています。「私は，こんな仕事二度と見つからないと思うような仕事に就きました。周りから尊敬され，給料は3倍になりました」。でも，兄弟は残業のせいで集会を休みがちになりました。会社では，不正を隠すようにとプレッシャーをかけられました。それで仕事を辞めたいと思いましたが，生活していけるかが不安でした。どうしたでしょうか。こう言っています。「ハバクク 3章17-19節イチジクの木に花が付かず， ブドウの木に実がならなくても， オリーブが不作に終わり， 畑(*段丘)が食物を生み出さなくても， 囲いから羊が消え， 小屋から牛がいなくなっても， 18 私はエホバのことで歓喜します。 私の救いの神のことで喜びにあふれます。 19 主権者である主エホバは私の力。 私の足を鹿の足のようにし， 高い場所を歩かせてくださいます。が力になりました。その聖句を読んで，たとえ収入源を失ってもエホバが世話してくれるので何とかやっていける，ということが分かりました。それで仕事を辞めました」。兄弟は自分の決断についてこう言っています。「雇い主はたいてい従業員に対して，良い給料を払っているんだから，家族や宗教などどんなものも犠牲にして働くのは当然だ，と考えます。でも，私は仕事よりも家族やエホバとの関係を大切にできたことをうれしく思っています。1年ほどして，収入は以前ほどではないものの，家族を養えて，クリスチャンとしての活動にもっと打ち込めるような仕事をエホバは与えてくれました。エホバとの絆を一番大切にしようとすると，お金の面で苦労することもありますが，エホバは必ず支えてくれます」。エホバの約束を信じ，アドバイスの通りにするなら，私たちは信仰によって歩み続けることができ，エホバは喜んでくれます。
[bookmark: Jie_Hun_Xiang_Shou_woXuan_butoki]結婚相手を選ぶとき
[bookmark: 10__Xiang_Shou_nodonnatokorodake]10. 相手のどんなところだけに注目していると，見えるものによって歩んでいることになりますか。
[bookmark: 10_Jie_Hun_haehobakaranoZeng_riW][bookmark: footnotesource2_2]10 結婚はエホバからの贈り物なので，結婚したいと思うのはごく自然なことです。では，結婚相手を探している姉妹は相手のどんなところに注目するでしょうか。*ここで取り上げているのは姉妹が結婚相手を探しているケースですが，兄弟たちにも同じことがいえます。 人柄，容姿，周りからの評判，経済力，家族の世話が必要かどうか，一緒にいて落ち着くかどうか，などを見るかもしれません。どれも大切なことです。でも，そういうものだけを見ているなら，見えるものによって歩んでいることになります。
[bookmark: 11__Jie_Hun_Xiang_Shou_woXuan_bu][bookmark: citationsource21_3]11. 結婚相手を選ぶとき，どうすれば信仰によって歩むことができますか。（コリント第一 7:39）
[bookmark: 11_Jie_Hun_Xiang_Shou_woXuan_but][bookmark: citationsource22_3][bookmark: citationsource23_3][bookmark: citationsource24_3][bookmark: citationsource25_3][bookmark: citationsource26_3][bookmark: citationsource27_3][bookmark: citationsource28_3]11 結婚相手を選ぶときにエホバのアドバイスに従っている兄弟姉妹のことを，エホバは誇らしく感じています。例えば，聖書のアドバイスの通り，「若さの盛り」を過ぎてから結婚について考えるようにしている兄弟姉妹がいます。（コリ一 7:36ですが，未婚の人が欲求を抑えられないと感じていて，若さの盛りを過ぎているなら，自分の望む通りにしなさい。罪を犯すことにはなりません。結婚しなさい。）相手が良い夫または良い妻になるかどうかを，エホバの考えに沿って判断している兄弟姉妹もいます。（格 31:10-13有能な(*素晴らしい)妻を誰が見つけられるだろうか。 彼女はサンゴ(*)よりもはるかに貴い。 11 夫は彼女を心から信頼し， 何にも不足しない。 12 彼女は生涯ずっと， 悪ではなく善を行って夫に報いる。 13 羊毛と亜麻を手に入れ， 喜んで自ら働く，26-28口を開く時には賢く語り， いつも親切の律法に従って話す(*教える時には親切に話す/舌には揺るぎない愛の律法がある)。 27 家で行われる物事を見守り， 働かずにパンを食べることはない。 28 彼女の子供たちは立ち上がって彼女を褒め， 夫も立ち上がって称賛する。エフェ 5:33ともかく，夫の皆さんはそれぞれ，自分を愛するように妻を愛さなければなりません。一方，妻は夫を深く敬うべきです。テモ一 5:8もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。）もしかすると，エホバの証人ではない人から好意を持たれていることに気付くことがあるかもしれません。そういう時，「主に従う人とだけ」結婚するようにというコリント第一 7章39節妻は夫が生きている間はつながれています。しかし，もし夫が死の眠りに就くことがあれば，望みの人と自由に結婚できます。ただし，主に従う人とだけです。の言葉の通りにします。（読む。）エホバがほかの誰よりも自分の気持ちを理解し，心を満たしてくれるということを信じて，信仰によって歩み続けています。（詩 55:22重荷をエホバに委ねよ。 そうすれば支えてくださる。 神は正しい人が倒れる(*よろける)ことを決して許さない。）
[bookmark: 12__rosaZi_Mei_noShou_Ben_karado]12. ロサ姉妹の手本からどんなことを学べますか。
[bookmark: 12_koronbiadeKai_Tuo_Feng_Shi_wo]12 コロンビアで開拓奉仕をしているロサ姉妹が経験したことを考えてみましょう。姉妹は，仕事で接することが多いある男性から好意を持たれていることに気付きました。姉妹もその人が気になっていました。こう言っています。「すごくいい人でした。真面目な生活をしていて，ボランティア活動もしていました。私にとても優しくしてくれました。エホバの証人でないこと以外は，結婚相手としてパーフェクトな人でした。その頃は，さみしくて結婚したいと思っていましたが，エホバの証人の中にぴったりの相手がいないように感じていました。それですごく心が揺れて，気持ちに応えられないと伝えるのは大変でした」。でも姉妹は，目に見えるものだけにではなく，エホバとの絆に目を向けました。このままいくとエホバとの友情がどうなってしまうかをじっくり考えました。それでその男性と関わるのをやめ，クリスチャンの活動に打ち込むようにしました。その後，「王国福音伝道者のための学校」に出席し，今では特別開拓者として奉仕しています。姉妹はこう言っています。「エホバは私の心を幸せでいっぱいにしてくれました」。気持ちが付いていかないように感じるときも信仰によって歩むなら，後悔することは決してありません。
[bookmark: Shen_gaZe_Ren_woWei_neteiruRen_t]神が責任を委ねている人たちからの指示を受けるとき
[bookmark: 13__Zhi_Shi_woShou_ketatoki_donn]13. 指示を受けたとき，どんな反応をしてしまうことがありますか。
[bookmark: 13_Si_tatihaShen_gaZe_Ren_woWei][bookmark: page24]13 私たちは神が責任を委ねている人たちからの指示を受けることがあります。例えば，会衆の長老，巡回監督，支部事務所，統治体などからです。でも，指示が与えられた理由が分からないとき，どうするでしょうか。その指示通りにしたときのデメリットばかり考えますか。指示を出した兄弟たちの欠点や弱さに注目するでしょうか。
[bookmark: 14__donnakotowoWang_renaideireba][bookmark: citationsource29_3]14. どんなことを忘れないでいれば，指示を受けたとき信仰によって歩めますか。（ヘブライ 13:17）
[bookmark: 14_Xin_Yang_niyotuteBu_muRen_ha][bookmark: citationsource30_3][bookmark: citationsource31_3][bookmark: citationsource32_3][bookmark: citationsource33_3]14 信仰によって歩む人は，物事を導いているのはエホバで，エホバが私たちの状況を全て理解していることを信じて疑いません。そういう信頼があれば，どんな指示にもすぐに前向きな姿勢で従えます。（ヘブライ 13:17皆さんを教え導いている(*皆さんの中で率先している)人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。を読む。）そして指示に従うなら，会衆のみんなが心を一つにすることができます。（エフェ 4:2，3いつも謙遜で(*自分を低く見て)温和であり，辛抱し，愛を抱いて互いに寛容であってください。 3 平和という絆で結ばれ，聖なる力による(*精神の)一致を保つよう真剣に努力してください。）指示を出している兄弟たちが完璧ではないとしても，私たちが従うならエホバは喜んでくれます。（サム一 15:22サムエルは言った。「エホバの言うことに従うよりも，動物を焼いて捧げた方が，エホバは喜んでくださるのでしょうか。いいですか。犠牲よりも，従うことが重要であり，雄羊の脂肪よりも，注意を払うことが重要なのです。）もし本当に正されなければいけないことがあるなら，エホバは一番いい時に必ず正してくれます。（ミカ 7:7しかし私はエホバに目を向け続ける。 私の救いの神を辛抱強く待つ。 私の神は聞いてくださる。）
[bookmark: 15_16__kebinXiong_Di_gaCong_inik]15-16. ケビン兄弟が従いにくいと思える指示を受けた時，信仰によって歩めたのはどうしてですか。（写真も参照。）
[bookmark: 15_Xin_Yang_niyotuteBu_muto_donn][bookmark: citationsource34_3]15 信仰によって歩むと，どんな良い経験ができるでしょうか。ペルーではスペイン語が広く使われていますが，現地語を話す人も大勢います。そういう現地語の1つにケチュア語があります。兄弟姉妹は長年，ケチュア語を話す人を探して真理を伝えようと努力してきました。でもある時，探す方法を変えるようにとの指示が出されました。政府の規定に従うためです。（ロマ 13:1全ての人は上位の権威に従わなければなりません。神によらない権威はないからです。存在する権威は神によって相対的な地位に据えられています。）兄弟姉妹の中には，そんなことをしたらケチュア語を話す人を見つけにくくなるんじゃないかと感じる人もいました。でも，兄弟たちは指示に従いました。エホバはその努力を喜び，後押ししてくれました。
[bookmark: page25][bookmark: 16_ketiyuaYu_Hui_Zhong_deChang_L][bookmark: citationsource35_3][bookmark: citationsource36_3][bookmark: citationsource37_3][bookmark: citationsource38_3]16 ケチュア語会衆で長老として奉仕しているケビン兄弟も，最初は不安に感じました。こう言っています。「ケチュア語を話す人を一体どうやって探したらいいんだ，と思いました」。兄弟はどうしたでしょうか。「格言 3章5節心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え(d*理解)に頼ってはならない。の言葉を思い出しました。そしてモーセのことを考えました。イスラエル人を率いて紅海まで来たものの，エジプト人に追い詰められてしまいました。でも，モーセはエホバの言う通りにしました。そしてエホバは，誰も予想しなかった仕方で道を開きました。指示に従ったモーセは確かに報われました」。（出 14:1，2エホバはモーセに言った。 2 「イスラエル人に告げなさい。引き返して，ミグドルと海の間，ピハヒロトの手前に宿営を張るように，と。バアル･ツェフォンが見える所，海辺に宿営を張る，9-11エジプト人は後を追い，ファラオの全ての馬と兵車，騎兵と歩兵たちは，バアル･ツェフォンが見える所，ピハヒロトのそばの海辺で宿営しているイスラエル人に追い付いた。 10 ファラオが近くまで来た時，イスラエル人は目を上げ，エジプト人が追ってきているのを見た。イスラエル人はおびえ，エホバに向かって叫びだした。 11 そしてモーセに言った。「エジプトに葬る場所がないので，荒野で死なせるために私たちをここに連れてきたのですか。何ということをしてくれたのです。どうして私たちをエジプトから連れ出したりしたのですか，21，22モーセは海の上に手を伸ばした。エホバは一晩中，強い東風によって海の水を押しのけて，海底を乾いた地面に変えた。水は2つに分かれた。 22 イスラエル人は乾いた地面を歩いて海の中を通り，その間，水は左右で壁となっていた。）ケビン兄弟は新しいやり方に取り組んでみることにしました。どうなったでしょうか。「こんなに良い結果になるとは思ってもみませんでした。これまでは伝道でたくさん歩いても，ケチュア語を話す人に1人か2人会えればいい方でした。でも，ケチュア語を話す人が多くいる区域で重点的に奉仕することにしました。そうしたら，前よりも会話できるようになり，再訪問や聖書レッスンも増えました。集会に来る人も増えています」。私たちも信仰によって歩むなら，エホバは必ず良い結果になるようにしてくれます。
[bookmark: Xian_Di_Yu_woHua_suRen_nidokodeH][image: ケチュア語を話す男性が，伝道しているエホバの証人の夫婦に，近くにどんな人が住んでいるかを話している。]  
[bookmark: Xian_Di_Yu_woHua_suRen_nidokodeH_1]現地語を話す人にどこで会えるかを教えてくれる人たちがいる。（15-16節を参照。） 
[bookmark: 17__konoJi_Shi_dehadonnakotowoXu]17. この記事ではどんなことを学びましたか。
[bookmark: 17_konoJi_Shi_deha_Xin_Yang_niyo][bookmark: citationsource39_3]17 この記事では，信仰によって歩むことが大切な3つの分野を考えましたが，生活のあらゆる場面でそうすることは大切です。気晴らしに何をするか，どんな教育を受けるか，どのように子育てをするか，といったことを決めるときもです。何を決めるときも，見えるものだけに頼るのではなく，エホバとの絆を大切にしましょう。エホバのアドバイスや，私たちを世話するという約束を信頼しましょう。そうすれば，「いつまでも永遠に，私たちの神エホバの名によって歩む」ことができます。（ミカ 4:5人々は皆，それぞれ自分の神の名によって歩む。 しかし私たちは，いつまでも永遠に，私たちの神エホバの名によって歩む。）
[bookmark: dousurebaXin_Yang_niyotuteBu_mem]どうすれば信仰によって歩めますか
[bookmark: pcitationsource2_3][bookmark: 156Fan_noGe__Xin_Yang_woBao_ite][bookmark: 156Fan_noGe__Xin_Yang_woBao_ite_1]１．仕事を選ぶとき
・S05　仕事を選ぶときにはいくら稼げるかということだけを考えて仕事を選ぶとしたら、見えるものによって歩んでいることになる。
・S06　信仰によって歩むため、その仕事がエホバとの絆にどう影響するかを考える。その仕事をすると、「①エホバが嫌うことに関わることになったり、②エホバへの崇拝がおろそかになったり、③家族と長い間離れ離れになったりするか」などを考慮する。たとえ仕事を見つけるのが大変だとしても、エホバが必ず養ってくれると信じて決定し、信仰によって歩める。

２．結婚相手を選ぶとき
・S10　結婚相手を探している姉妹が、人柄、容姿、周りからの評判、経済力、家族の世話が必要かどうか、一緒にいて落ち着くかどうか、などだけを見ているなら、見えるものによって歩んでいることになる。
・S11　結婚相手を選ぶときにエホバのアドバイスに従う必要がある。「若さの盛り」を過ぎてから結婚について考えるようにして、相手が良い夫または良い妻になるかどうかをエホバの考えに沿って判断している兄弟姉妹もいる。たとえエホバの証人ではない人から好意を持たれても、「主に従う人とだけ」結婚するようにというエホバの言葉に従い、エホバがほかの誰よりも自分の気持ちを理解し、心を満たしてくれるということを信じて、信仰によって歩み続けられる。

３．神が責任を委ねている人たちからの指示を受けるとき
・S13　神が責任を委ねている会衆の長老、巡回監督、支部事務所、統治体などからの指示の理由が分からないときでも、その指示通りにしたときのデメリットばかり考えたり、指示を出した兄弟たちの欠点や弱さに注目したりしない。
・S14　信仰によって歩む人は、物事を導いているのはエホバで、エホバが私たちの状況を全て理解していることを信じて信頼しているので、どんな指示にもすぐに前向きな姿勢で従う。指示に従うなら、会衆のみんなが心を一つにできる。指示を出している兄弟たちが完璧ではないとしても、従うならエホバは喜んでくださる。もし本当に正されなければいけないことがあるなら、エホバは一番いい時に必ず正してくださる。
156番の歌 信仰を抱いて
^  一部の名前は変えてあります。
^  ここで取り上げているのは姉妹が結婚相手を探しているケースですが，兄弟たちにも同じことがいえます。
^ （コリ二 5:7） 見えるものによってではなく信仰によって歩んでいるのです。
 
^  （テモ二 4:6-8） 私はすでに飲み物の捧げ物のように注ぎ出されており，解放される時が迫っています。 7 私は立派に戦いました。競走を最後まで走りました。クリスチャンの信条を守りました。 8 今から後，私は正義の冠を授けられることになっています。その冠は，正しく裁く方である主が，定めの日に報いとして与えてくださるものです。私だけにではなく，主が現れるのを待ち望んできた人全てに与えてくださいます。
 
^  （コリ二 5:7） 見えるものによってではなく信仰によって歩んでいるのです。
 
^  （詩 119:66） 分別と知識を持たせてください。 あなたのおきてを信頼している私に。
 
^  （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。
 
^ （コリ二 4:18） 私たちは，見えるものではなく見えないものに目を留めます。見えるものは一時的ですが，見えないものは永遠だからです。
 
^  （伝 11:9） 若い人たち，若いうちに喜びなさい。若い間にあなたの心が喜びで満ちていてほしい。心が促す道を進み，目が導く場所に行きなさい。しかし，全てのことに関して，真の神があなたに責任を問う*ことを覚えておきなさい。
または，「を裁く」。
 
^  （マタ 24:37-39） 人の子の臨在の時はちょうどノアの時代のようになります。 38 洪水前のその時代，ノアが箱船に入る日まで，人々は食べたり飲んだり，結婚したりしていました。 39 そして，洪水が来て全ての人を流し去るまで注意しませんでした。人の子の臨在の時もそのようになります。
 
^  （エフェ 5:10） 何をするにしても，主に受け入れられることかどうかを確かめましょう。
 
^  （詩 16:8， 9） 私はエホバを絶えず自分の前に置く。 神が右にいてくださるので，決して動揺する*ことはない。 9 私の心は喜び，内から喜びが湧き上がる。 私は安全に住む。
または，「よろける」。
 
^  （イザ 48:17， 18） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。
直訳，「買い戻す」。
 
^  （コリ二 4:18） 私たちは，見えるものではなく見えないものに目を留めます。見えるものは一時的ですが，見えないものは永遠だからです。
 
^  （伝 7:12） お金は身の守りであり，知恵も身の守りである。しかし知識や知恵の利点は，人の命を保たせることだ。
 
^  （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。
 
^ （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。
 
^  （格 6:16-19） エホバが憎むものが6つある。 いや，ひどく嫌うものが7つある。 17 傲慢な目，うそをつく舌，無実の人の血を流す手， 18 邪悪なことをたくらむ心，急いで悪に走る足， 19 うそばかり言う不正直な証人，兄弟の間に口論を引き起こす者である。
 
^  （フィリ 1:10） 皆さんがより重要なことを見極め，キリストの日までずっと純粋でいて，人の信仰を妨げることがありませんように。
 
^  （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。
 
^  （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。
 
^  （ハバ 3:17-19） イチジクの木に花が付かず， ブドウの木に実がならなくても， オリーブが不作に終わり， 畑*が食物を生み出さなくても， 囲いから羊が消え， 小屋から牛がいなくなっても， 18 私はエホバのことで歓喜します。 私の救いの神のことで喜びにあふれます。 19 主権者である主エホバは私の力。 私の足を鹿の足のようにし， 高い場所を歩かせてくださいます。
または，「段丘」。
 
^ （コリ一 7:39） 妻は夫が生きている間はつながれています。しかし，もし夫が死の眠りに就くことがあれば，望みの人と自由に結婚できます。ただし，主に従う人とだけです。
 
^  （コリ一 7:36） ですが，未婚の人が欲求を抑えられないと感じていて，若さの盛りを過ぎているなら，自分の望む通りにしなさい。罪を犯すことにはなりません。結婚しなさい。
 
^  （格 31:10-13） 有能な*妻を誰が見つけられるだろうか。 彼女はサンゴ*よりもはるかに貴い。 11 夫は彼女を心から信頼し， 何にも不足しない。 12 彼女は生涯ずっと， 悪ではなく善を行って夫に報いる。 13 羊毛と亜麻を手に入れ， 喜んで自ら働く。
または，「素晴らしい」。
用語集参照。
 
^  （格 31:26-28） 口を開く時には賢く語り， いつも親切の律法に従って話す*。 27 家で行われる物事を見守り， 働かずにパンを食べることはない。 28 彼女の子供たちは立ち上がって彼女を褒め， 夫も立ち上がって称賛する。
または，「教える時には親切に話す」，「舌には揺るぎない愛の律法がある」。
 
^  （エフェ 5:33） ともかく，夫の皆さんはそれぞれ，自分を愛するように妻を愛さなければなりません。一方，妻は夫を深く敬うべきです。
 
^  （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。
 
^  （コリ一 7:39） 妻は夫が生きている間はつながれています。しかし，もし夫が死の眠りに就くことがあれば，望みの人と自由に結婚できます。ただし，主に従う人とだけです。
 
^  （詩 55:22） 重荷をエホバに委ねよ。 そうすれば支えてくださる。 神は正しい人が倒れる*ことを決して許さない。
または，「よろける」。
 
^ （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。
または，「皆さんの中で率先している」。
 
^  （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。
または，「皆さんの中で率先している」。
 
^  （エフェ 4:2， 3） いつも謙遜で*温和であり，辛抱し，愛を抱いて互いに寛容であってください。 3 平和という絆で結ばれ，聖なる力による*一致を保つよう真剣に努力してください。
または，「自分を低く見て」。
または，「精神の」。
 
^  （サム一 15:22） サムエルは言った。「エホバの言うことに従うよりも，動物を焼いて捧げた方が，エホバは喜んでくださるのでしょうか。いいですか。犠牲よりも，従うことが重要であり，雄羊の脂肪よりも，注意を払うことが重要なのです。
 
^  （ミカ 7:7） しかし私はエホバに目を向け続ける。 私の救いの神を辛抱強く待つ。 私の神は聞いてくださる。
 
^  （ロマ 13:1） 全ての人は上位の権威に従わなければなりません。神によらない権威はないからです。存在する権威は神によって相対的な地位に据えられています。
 
^  （格 3:5） 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。
直訳，「理解」。
 
^  （出 14:1， 2） エホバはモーセに言った。 2 「イスラエル人に告げなさい。引き返して，ミグドルと海の間，ピハヒロトの手前に宿営を張るように，と。バアル･ツェフォンが見える所，海辺に宿営を張る。
 
^  （出 14:9-11） エジプト人は後を追い，ファラオの全ての馬と兵車，騎兵と歩兵たちは，バアル･ツェフォンが見える所，ピハヒロトのそばの海辺で宿営しているイスラエル人に追い付いた。 10 ファラオが近くまで来た時，イスラエル人は目を上げ，エジプト人が追ってきているのを見た。イスラエル人はおびえ，エホバに向かって叫びだした。 11 そしてモーセに言った。「エジプトに葬る場所がないので，荒野で死なせるために私たちをここに連れてきたのですか。何ということをしてくれたのです。どうして私たちをエジプトから連れ出したりしたのですか。
 
^  （出 14:21， 22） モーセは海の上に手を伸ばした。エホバは一晩中，強い東風によって海の水を押しのけて，海底を乾いた地面に変えた。水は2つに分かれた。 22 イスラエル人は乾いた地面を歩いて海の中を通り，その間，水は左右で壁となっていた。
 
^  （ミカ 4:5） 人々は皆，それぞれ自分の神の名によって歩む。 しかし私たちは，いつまでも永遠に，私たちの神エホバの名によって歩む。
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4番の歌 「エホバは私の牧者」
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[bookmark: _heburaiRen_nokurisutiyanhenoSho][bookmark: citationsource2_4][bookmark: citationsource3_4][bookmark: citationsource4_4][bookmark: footnotesource1_4][bookmark: citationsource5_4][bookmark: citationsource6_4]「ヘブライ人のクリスチャンへの手紙」には強い信仰を持っていた人たちが出てきます。その1人はモーセです。（ヘブ 3:2-5イエスは自分を任命した神に忠実でした。モーセが神の家(c*神の会衆のこと)全体の中で忠実に仕えたのと同じです。 3 イエスはモーセより大きな栄光を受けるに値すると見なされています。家を造る人は，家そのものよりも大きな栄誉を受けるからです。 4 言うまでもなく，家は全て誰かによって造られるのであり，全てのものを造ったのは神です。 5 モーセは，神の家全体の中で従者として忠実に仕え，その奉仕は後に語られる事柄を示していました(*を証明するものとなりました); 11:23-25信仰によってモーセの両親は，モーセを生後3カ月の間隠しました。その子が美しいのを見たからであり，王の命令を恐れなかったのです。 24 信仰によってモーセは，成人した後ファラオの娘の子と呼ばれることを拒み， 25 罪のつかの間の快楽にふけるよりも神の民と共に虐待されることを選びました。）モーセはファラオやその軍隊を恐れることなく，イスラエル人を率いてエジプトを脱出することができました。紅海を渡り，民を荒野に導いた時も，エホバを信頼し続けました。（ヘブ 11:27-29信仰によってモーセは，王の怒りを恐れることなくエジプトを去りました。目に見えない方を見ているように，しっかりと立ち続けたのです。 28 そして信仰によって，過ぎ越しと血を掛けることとを執り行い，滅ぼす者が民の初子たちに危害を加える(d*に触れる)ことがないようにしました。 29 信仰によって民は，乾いた陸地を通るかのように紅海を渡りました。一方，同じように渡ろうとしたエジプト人は，海にのみ込まれました。）多くの人がエホバは本当に自分たちを世話してくれるのか疑うようになった時も，モーセはエホバの力を信じ続けました。その信頼は裏切られませんでした。エホバは奇跡を起こしてイスラエル人に食べ物と水を与え，荒野でも生きていけるようにしました。*「ものみの塔」2023年10月号の「読者からの質問」（イスラエル人は荒野にいた40年の間，主にマナを食べていた。（出 16:35）エホバからウズラを与えられたことも2回ある。（出 16:12，13。民 11:31）でも，マナとウズラ以外にも食べ物はあった。）を参照。 （出 15:22-25その後，モーセはイスラエルを紅海から出発させた。彼らはシュルの荒野へ行き，荒野を3日間進んだが，水を見つけることができなかった。 23 そしてマラ(m*苦さ)に来たが，マラの水は苦くて飲めなかった。それでそこはマラと名付けられた。 24 民はモーセに対して不満を口にし始め，「何を飲んだらいいのか」と言った。 25 モーセはエホバに向かって叫んだ。するとエホバは1本の木を指し示し，モーセがそれを水の中に投げ入れると，水は飲めるように(d*甘く)なった。 神はこの件を裁きのための先例として定め，民への教訓とした。神は民を試していたのであり。詩 78:23-25それで神は大空の雲に命じ， 天の扉を開いた。 24 マナを雨のように降らせて食べさせ， 天の穀物を与えた。 25 人々は力の強い者(*天使)たちのパンを食べ， 神から食物を十分に与えられた。）
[bookmark: 2__ehobagamoseni_sorehaehobanide][bookmark: citationsource7_4]2. エホバがモーセに「それはエホバにできないことだろうか」と言ったのはどうしてですか。（民数記 11:21-23）
[bookmark: 2_sonnamosedemo_ehobanoLi_niYi_W][bookmark: citationsource8_4][bookmark: page27]2 そんなモーセでも，エホバの力に疑問を持ったことがあります。それはイスラエルが奇跡によって救出されてから約1年後，エホバが民に肉を与えると言った時のことです。何もない荒野で，どうやって数百万もの人におなかいっぱい肉を食べさせるというのでしょうか。モーセには想像もつきませんでした。でも，エホバはモーセにこう言います。「それはエホバにできないことだろうか」。（民数記 11:21-23モーセは言った。「私と一緒にいる民は，徒歩で行く男性だけで60万人います。それなのに，あなたは，『肉を与える。民は丸1カ月は食べられる』と言われました。 22 羊や牛を全て殺しても，それで足りるでしょうか。海の魚を全て捕っても，それで足りるでしょうか」。 23 エホバはモーセに言った。「それはエホバにできないことだろうか(*エホバの手はそんなに短いのだろうか)。私が言った通りになるかどうか，すぐに分かる」。と23節の脚注を読む。）この表現は，元のヘブライ語では「エホバの手はそんなに短いのだろうか」とも訳せます。「エホバの手」とは，聖なる力，つまりエホバが望むことを行うために使う力のことです。エホバはいわば「私はやると言ったことを必ずやり遂げる」と言っていました。
[bookmark: 3__mosetoisuraeruRen_gaJing_Yan]3. モーセとイスラエル人が経験したことについて考えるとよいのはどうしてですか。
[bookmark: 3_anataha_ehobagaZi_Fen_yaJia_Zu]3 あなたは，エホバが自分や家族に必要なものを本当に与えてくれるんだろうか，と思ったことがありますか。この記事では，モーセとイスラエル人がエホバの力を疑ってしまった時のことについて調べます。エホバにできないことはない，という信仰を強める聖書の言葉も考えます。
[bookmark: mosetoisuraeruRen_gaJing_Yan_sit]モーセとイスラエル人が経験したこと
[bookmark: 4__Duo_kunoisuraeruRen_gaBu_Man]4. 多くのイスラエル人が不満を言い始めたのはどうしてですか。
[bookmark: 4_eziputowoChu_teYue_Shu_noDi_ni][bookmark: citationsource9_4][bookmark: citationsource10_4][bookmark: citationsource11_4][bookmark: citationsource12_4]4 エジプトを出て約束の地に向かう旅をしていた人の中には，イスラエル人だけでなく，「さまざまな人」つまり外国人もいました。（出 12:38さまざまな人(c*イスラエル人以外の人のことで，エジプト人も含む)も大勢一緒に行き，羊や牛，多数の家畜が一緒だった。申 8:15毒蛇とサソリがいて，水がなく乾き切った地面が続く広大で恐ろしい荒野を通り抜けさせました。硬い(*火打ち石のような)岩から水を出し，）荒野でマナを食べることに飽き飽きした外国人は文句を言い始め，イスラエル人もそれに加わります。（民 11:4-6民の中にいたさまざまな外国人が利己的な願望を口にし，イスラエル人も泣いてこう言いだした。「誰が肉を食べさせてくれるのか。 5 エジプトでただで食べていた魚が本当に懐かしい。それに，キュウリやスイカ，ネギ，タマネギ，ニンニクもだ。 6 それが今，私たちは痩せ衰えている。目にするのはこのマナばかりだ」。）エジプトで食べていた物を恋しがり，その気持ちをモーセにぶつけます。それを聞いたモーセは，自分が食べ物を用意しないといけないというプレッシャーを感じたようです。（民 11:13，14この民全てに与える肉がどこで手に入るでしょうか。民は私の前で泣き続け，『肉を食べさせてくれ』と言っているのです。 14 私独りで，この民全てを負うことはできません。私には無理です。）
[bookmark: 5_6__Duo_kunoisuraeruRen_gaWai_G]5-6. 多くのイスラエル人が外国人の影響を受けたことから何を学べますか。
[bookmark: 5_isuraeruRen_ha_ehobahenoGan_Xi]5 イスラエル人は，エホバへの感謝の気持ちが欠けた外国人から影響を受けてしまったようです。私たちにも同じようなことが起こり得ます。周りには感謝の気持ちが足りない人が多いので，その影響を受けて，エホバが与えてくれているものに満足しなくなるかもしれません。以前に持っていたものを懐かしんだり，ほかの人が持っているものをうらやんだりするようになるかもしれません。でも，満足する気持ちがあれば，どんな状況でも心を乱されずに済みます。
[bookmark: 6_ehobahaisuraeruRen_ni_Huang_Ye]6 エホバはイスラエル人に，荒野ではなく約束の地に入ってから良いものをふんだんに与える，と言っていました。イスラエル人はその約束について思い出すべきでした。私たちも今の体制で手に入らないものにではなく，新しい世界で与えるとエホバが約束しているものに気持ちを向けるようにしましょう。また，エホバへの信頼を強める聖句についてじっくり考えるのも大切です。
[bookmark: 7__ehobanoShou_gaZi_Fen_notokoro]7. エホバの手が自分のところにも届く，と信じられるのはなぜですか。
[bookmark: 7_ehobagamoseni_ehobanoShou_haso][bookmark: citationsource13_4][bookmark: citationsource14_4]7 エホバがモーセに「エホバの手はそんなに短いのだろうか」と言ったのはどうしてでしょうか。自分の手が力強いということだけでなく，その手がどんなところにでも届く，ということを教えたかったからです。たとえ荒野の真ん中であっても，エホバはイスラエル人のために大量の肉を準備することができます。「腕を伸ばして，力強い手で」イスラエル人を養えるはずです。（詩 136:11，12イスラエルをエジプトから連れ出した。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 12 腕を伸ばして，力強い手で。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。）もし今，大変な経験をしているとしても，エホバの手はあなたのところにも届く，ということを信じてください。（詩 138:6，7エホバは高い所にいるが，謙遜な人に目を留める。 しかし傲慢な人のことは，遠くから知っているにすぎない。 7 たとえ私が危険のただ中を歩くとしても， あなたは私を生き続けさせてくださる。 手を伸ばして私の敵の怒りを遮り， 右手で救ってくださる。）
[bookmark: 8__dousurebaisuraeruRen_toTong_z]8. どうすればイスラエル人と同じ間違いをしないで済みますか。（挿絵も参照。）
[bookmark: 8_ehobahatakusannouzuragaisuraer][bookmark: page28][bookmark: citationsource15_4][bookmark: citationsource16_4][bookmark: citationsource17_4]8 エホバはたくさんのウズラがイスラエルの宿営に舞い降りるようにして，言った通り肉を与えました。でもイスラエル人は，感謝するどころか欲望をむき出しにし，寝る間も惜しんでウズラを集めます。エホバは「利己的な渇望を示した人々」に対して激怒し，処罰しました。（民 11:31-34エホバのもとから風が起き，海からウズラを運んできて，宿営の周りに落とした。ウズラは宿営の周囲一帯に，歩いて1日かかる所まで，1メートルほどの高さで積もった。 32 民はその日1日，また夜通し，さらに次の日も1日，寝ずにウズラを集めた。一番少ない人でも2200リットルは集めた。そして，自分たちのために宿営の周囲一帯に並べていった。 33 しかし，肉を口に入れて食べている間に，民に対してエホバの怒りが燃え，エホバは民を打ち始め，非常に大勢の人を滅ぼした。 34 その場所はキブロト･ハタアワ(m*渇望の墓場)と呼ばれるようになった。利己的な渇望を示した人々をそこで葬ったからである。）ここから学べることがあります。私たちも，満足せずもっともっと欲しいと思う気持ちに注意しなければいけません。お金をたくさん持っているとしてもそうでないとしても，エホバとイエスとの友情を育んで「天に宝を蓄え」ることを優先しましょう。（マタ 6:19，20自分のために地上に宝を蓄えるのをやめなさい。そこでは蛾やさびがむしばみ，泥棒が入って盗みます。 20 むしろ，自分のために天に宝を蓄えなさい。そこでは蛾やさびがむしばんだり，泥棒が入って盗んだりすることはありません。ルカ 16:9また，あなたたちに言いますが，この世の富によって友をつくり，そうした物が尽きた時に永遠の住まいに迎え入れてもらえるようにしなさい。）そうしていれば，エホバは必ず私たちのことを養ってくれます。
[bookmark: isuraeruRen_noLiang_kunaiTai_Du][image: 夜，荒野にいるイスラエル人が大量のウズラを集めている。]  
[bookmark: isuraeruRen_noLiang_kunaiTai_Du_1]イスラエル人の良くない態度から何を学べますか。（8節を参照。） 
[bookmark: 9__ehobagadonnakotowositekurerut]9. エホバがどんなことをしてくれると確信できますか。
[bookmark: 9_ehobahaJin_moSi_tatiniZhu_keno][bookmark: footnotesource2_3]9 エホバは今も私たちに助けの手を差し伸べてくれます。ということは，お金や物を失ったり，ひもじい思いをしたりすることは絶対にないのでしょうか。そうではありません。*「ものみの塔」2014年9月15日号の「読者からの質問」（エホバの崇拝者が決して窮乏しないという意味ではないが、そうした危機的な状況にあっても，エホバから見捨てられたわけではない。神は王国の関心事を生活の中で第一にする忠実な僕たちの必要を満たしてくださる。）を参照。 たとえそういう経験をするとしても，エホバが私たちを見捨てることは決してありません。大変なときも必ず支えてくれます。では，特にどんなときにエホバが養ってくれると信じることが大切か考えてみましょう。（1）生活が苦しいとき，（2）老後の暮らしが心配になるときです。
[bookmark: Sheng_Huo_gaKu_siitoki]生活が苦しいとき
[bookmark: 10__donnahuuniSheng_Huo_gaDa_Bia]10. どんなふうに生活が大変になるかもしれませんか。
[bookmark: 10_konoShi_Jie_gaZhong_wariniJin][bookmark: page29]10 この世界が終わりに近づくにつれ，経済事情は悪くなっていくはずです。政情不安，武力紛争，自然災害，新しい感染症などによって生活が苦しくなったり，仕事や物や家を失ったりすることがあります。新しい仕事を探さなければいけないかもしれません。家族を養うために引っ越した方がいいのではないかと思うこともあるでしょう。そんなとき，どうすればエホバが助けてくれると信じて良い選択ができるでしょうか。
[bookmark: 11__Sheng_Huo_gaKu_siitoki_donna][bookmark: citationsource18_4]11. 生活が苦しいとき，どんなことができますか。（ルカ 12:29-31）
[bookmark: 11_mazudekirunoha_Bu_An_naQi_Chi][bookmark: citationsource19_4][bookmark: citationsource20_4][bookmark: citationsource21_4]11 まずできるのは，不安な気持ちをエホバに伝えることです。（格 16:3行うことは何でもエホバに委ねよ(d*あなたが行うことをエホバに転がせ)。 そうすれば，計画は成功する。）賢い選択ができるよう助けてください，「心配して気をもむ」ことなく穏やかな気持ちでいられるよう助けてください，と祈ることができます。（ルカ 12:29-31それで，何を食べるのか，何を飲むのかとばかり考えるのをやめ，心配して気をもむのをやめなさい。 30 これらは全て世の人々が必死に求めているものですが，天の父は，あなたたちがこうしたものを必要としていることを知っています。 31 そうではなく，神の王国をいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたものはあなたたちに与えられます。を読む。）本当に必要なものだけで満足できるようにと祈ることもできます。（テモ一 6:7，8私たちは何も持たずに世に生まれ，何も持たずに世を去ります。 8 ですから，食物(*命を支える物)と衣服(if*住まい/d覆い)があれば，それで満足します。）生活が苦しいとき，問題に上手に取り組むのに役立つアドバイスを聖書に基づく出版物から探しましょう。jw.orgにも参考になる記事や動画がたくさんあります。
[bookmark: 12__Shi_Shi_woJue_merutokinidonn]12. 仕事を決めるときにどんなことを考えるといいですか。
[bookmark: 12_aruRen_tatiha_Jia_Zu_toLi_reL][bookmark: citationsource22_4][bookmark: citationsource23_4][bookmark: footnotesource3_2][bookmark: citationsource24_4]12 ある人たちは，家族と離れ離れになるような仕事に就きましたが，そのことを後悔しています。仕事を選ぶとき，どれぐらい給料をもらえるかだけでなく，エホバとの友情にどんな影響があるかも考えるようにしましょう。（ルカ 14:28例えば，塔を建てようと思う場合，まず座って費用を計算し，完成させるだけのものを持っているかどうかを確かめるのではないでしょうか。）次のような点を考えることができます。「夫婦が離れて生活していると，2人の絆はどうなってしまうだろうか。引っ越すと，奉仕に充てる時間や仲間と過ごす時間が減ってしまわないだろうか。子供がいるなら次のことも考えてください。子供と離れて暮らしながら「エホバが望む指導と助言によって」育てることができるだろうか。（エフェ 6:4父親は，子供をいら立たせないようにし，エホバ(*)が望む指導と助言(*エホバの考えを入れること)によって育ててください。）聖書を信じていない親戚や友人の意見に流されるのではなく，エホバが何を望んでいるかを考えて判断しましょう。*「ものみの塔」2014年4月15日号の「だれも二人の主人に仕えることはできません」という記事（経済的な事柄だけを考慮して外国に働きに出たり別居などすると霊的に悲惨な結果を刈り取ることがある。それで生活の中で王国と神の義を第一にするなら、本当に必要なものは与えられる、と父エホバの保証の言葉に助けを求めるべき。）を参照。」西アジアに住むトニーは，外国での仕事の話を幾つか持ち掛けられました。でもエホバに祈り，妻とも話し合った後，その打診を断り，節約を心掛けました。トニーはこう言っています。「エホバと親しくなれるよう，何人かの人を助けることができました。うちの子たちもエホバに一生懸命仕えています。マタイ 6章33節ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。の言葉の通りにしている人をエホバは必ず養ってくれる，ということを実感しています」。
[bookmark: Lao_Hou_noMu_rasigaXin_Pei_ninar]老後の暮らしが心配になるとき
[bookmark: 13__Lao_Hou_noMu_rasiniBei_etedo]13. 老後の暮らしに備えてどうするのは賢明なことですか。
[bookmark: 13_ehobagaZhu_ketekurerukotohaFe][bookmark: citationsource25_4][bookmark: citationsource26_4]13 エホバが助けてくれることは分かっていても，自分が年を取ったらどうなるかを考えると心配になるかもしれません。聖書は，先のことも考えて一生懸命働くよう勧めています。（格 6:6-11怠け者よ，アリの所へ行け。 そのやり方を見て，賢くなれ。 7 アリには司令官も，役人も，支配者もいないが， 8 夏の間に食物を用意し， 収穫の時に食糧を集める。 9 怠け者よ，いつまで横になっているのか。 いつ起きるのか。 10 しばらく眠り，しばらくうとうとし， しばらく手を組んで休む。 11 すると，貧乏が盗賊のように， 窮乏が強盗のようにやって来る。）できるなら将来のために貯金をしておくのも賢明なことです。確かにお金があれば，ある程度の安心感が持てます。（伝 7:12お金は身の守りであり，知恵も身の守りである。しかし知識や知恵の利点は，人の命を保たせることだ。）とはいえ，お金や物を一番大切なものにしないようにしましょう。
[bookmark: 14__Jiang_Lai_niBei_eruShang_deh][bookmark: citationsource27_4]14. 将来に備える上でヘブライ 13章5節を考えるとよいのはどうしてですか。
[bookmark: 14_iesuha_oJin_woXu_etemo_Shen_k][bookmark: citationsource28_4][bookmark: citationsource29_4][bookmark: citationsource30_4][bookmark: page30][bookmark: citationsource31_4][bookmark: citationsource32_4][bookmark: citationsource33_4][bookmark: citationsource34_4]14 イエスは，お金を蓄えても「神から見て裕福でない」のは愚かなことだと教えました。（ルカ 12:16-21そして次のような例えを話した。「ある裕福な人の土地で作物が豊かに実りました。 17 そこでその人は心の中で考え始めました。『どうしようか。作物を集める場所がない』。 18 その人は言いました。『こうしよう。倉を取り壊して，もっと大きいのを建て，そこに穀物などを全て集めるのだ。 19 そして自分に言おう。「おまえはたくさんの良い物を何年分も蓄えることができた。楽にして，食べて，飲んで，楽しめ」』。 20 しかし神は言いました。『無分別な者よ，今夜，あなたの命は取り上げられる。そうしたら，蓄えた物は誰のものになるのか』。 21 自分のために宝を蓄えても，神から見て裕福でない人はこうなるのです」。）あしたがどうなるかは誰にも分かりません。（格 23:4，5富を得ようとして疲れ切ってはならない。 そうするのをやめて理解力を示せ(if*自分の理解に頼るのをやめよ)。 5 目をやると，そこに富はない。 それは必ずワシのように翼を生やして空に飛び去る。ヤコ 4:13-15「今日か明日，あの都市に行ってそこで1年過ごし，商売をしてもうけよう」と言う人たち， 14 皆さんは自分の命が明日どうなるかも知りません。皆さんは少しの間だけ現れて消える霧だからです。 15 それで代わりに，「もしエホバ(*)が望まれるなら，私たちは生きていて，あれやこれができるだろう」と言うべきです。）イエスは自分の弟子になりたいなら，持ち物全てに「別れを告げ」なければいけない，とも言いました。（ルカ 14:33同じように，持ち物全てに別れを告げない(*を手放さない)人は誰も私の弟子になることができません。）1世紀のユダヤのクリスチャンは，持ち物を失うことにも喜んで耐えました。（ヘブ 10:34捕らわれている人たちに同情し，持ち物が奪われても喜んで耐え忍びました。もっと良い，永続するものを持っていることを知っているからです。）今でも，政治に関わらないという理由で経済的に苦しい思いをしている兄弟姉妹が大勢います。（啓 13:16，17初めの野獣はさらに，あらゆる人，すなわち，小さな者にも大きな者にも，裕福な者にも貧しい者にも，自由な者にも奴隷にも，右手か額に印を受けさせる。 17 そして，その印，つまり野獣の名である数字を記されている者以外は，誰も売り買いできないようにする。）そういう中でも兄弟姉妹が頑張れているのはどうしてでしょうか。エホバの次の約束を100パーセント信じているからです。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。（ヘブライ 13:5お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。を読む。）将来に備えて自分にできることはしますが，思いがけない変化が起きるときは，私たちを世話してくれるエホバを信頼しましょう。
[bookmark: 15__Qin_haZi_Gong_karasapotowoSh]15. 親は子供からサポートを受けることについて，どんなバランスの取れた見方をするべきですか。（写真も参照。）
[bookmark: 15_Wen_Hua_Quan_niyotuteha_Nian][bookmark: citationsource35_4][bookmark: page31][bookmark: citationsource36_4][bookmark: citationsource37_4]15 文化圏によっては，年を取ってから経済的にサポートしてもらうことを期待して子供を持つことにする人たちもいます。いわば“老後のための積み立て”のように考えているのです。でも聖書は，親に子供を世話する責任があると教えています。（コリ二 12:14私がそちらに行く用意をしたのは，これで3度目です。このたびも私は負担を掛けないようにします。私が求めているのは皆さんの持ち物ではなく，皆さん自身だからです。子供が親のために物を蓄えるのではなく，親が子供のために蓄えるべきなのです。）もちろん，年を取った親が子供からのサポートを必要とすることもあるでしょう。子供たちも喜んで力になりたいと思うはずです。（テモ一 5:4しかし，やもめに子供や孫がいるなら，彼らに次のことを学ばせてください。まず自分の家族を世話することによって神への専心を示し，親や祖父母から受けた恩に報いるべきである，ということです。これは神に喜ばれることです。）でもクリスチャンの親にとって一番うれしいのは，子供がエホバに仕えるようになることです。子供が老後の安心材料になることではありません。（ヨハ三 4私の子供たちが真理に従って歩み続けているのを聞くことほど，うれしい(if*感謝すべき)ことはありません。）
[bookmark: kurisutiyannoFu_Fu_haSheng_Shu_n][image: ある夫婦が娘夫婦と，うれしそうにビデオ通話をしている。娘夫婦は安全ベストを着用している。]  
[bookmark: kurisutiyannoFu_Fu_haSheng_Shu_n_1][bookmark: footnotesource4]クリスチャンの夫婦は聖書のアドバイスに沿って，将来を見据えた計画を立てる。（15節を参照。）
*写真や挿絵: クリスチャンの夫婦が娘とビデオ通話をしている。娘は夫と一緒に王国会館の建設プロジェクトに参加している。 
[bookmark: 16__Qin_haZi_Gong_gaZi_Huo_dekir][bookmark: citationsource38_4]16. 親は子供が自活できるよう，どんなふうにサポートできますか。（エフェソス 4:28）
[bookmark: 16_Qin_haZi_Fen_gaShou_Ben_ninat][bookmark: citationsource39_4][bookmark: citationsource40_3]16 親は自分が手本になって，エホバに頼るとはどういうことかを子供に教えてください。そして自活できるようにも助けてください。一生懸命働くことの大切さを小さい時から教えましょう。（格 29:21召し使いを若い時から甘やかすと， いずれ感謝しない人になる。エフェソス 4:28盗んでいる人は，もう盗んではなりません。きちんと仕事をし，一生懸命働いてください。そうすれば，生活に困っている人に物を分けてあげられるでしょう。を読む。）学校でしっかり勉強するようにも教えてください。まず親が聖書のアドバイスを調べ，どんな教育を受けるかを子供が賢く選択できるようサポートしてあげましょう。そしてその教育を生かして自活し，伝道に打ち込めるようにも助けてください。
[bookmark: 17__donnakotowoQue_Xin_dekimasuk]17. どんなことを確信できますか。
[bookmark: 17_ehobahaZi_Fen_niShi_eruRen_ta]17 エホバは自分に仕える人たちを養い支えたいと思っていて，そうする力も持っています。この世界の終わりが近づくにつれて，そのことへの信仰がますます必要になっていきます。これから何が起きるとしてもエホバが世話してくれることは変わりません。エホバは腕を伸ばして，その力強い手で必ず支えてくれます。エホバの手が私たちのところに届かないということは決してないのです。
[bookmark: Zhen_riFan_tutemimasiyou]振り返ってみましょう
[bookmark: mosetoisuraeruRen_gaJing_Yan_sit_1]１．モーセとイスラエル人が経験したことから何を学べますか。
・S05　イスラエル人は、エホバへの感謝の気持ちが欠けた外国人から影響を受けてしまった。私たちにも周りには感謝の気持ちが足りない人が多いので、同じようなことが起こり得る。その影響を受けて、エホバが与えてくれているものに満足しなくなるかもしれないが、満足する気持ちがあれば、どんな状況でも心を乱されずに済む。
・S06　エホバは約束の地に入ってから良いものをふんだんに与える、と言っていた。イスラエル人は約束の地に入ってからのエホバの約束について思い出すべきだったように、私たちも今の体制ではなく、新しい世界で与えるとエホバが約束してくださっているものに気持ちを向ける。またエホバへの信頼を強める聖句についてじっくり考える。
・S08　エホバは言われた通りたくさんのウズラの肉を与えたが、イスラエル人は、感謝するどころか欲望をむき出しにして肉を集めたために処罰された。私たちも、満足せずもっともっと欲しいと思う気持ちに注意し、エホバとイエスとの友情を育んで「天に宝を蓄え」ることを優先すべき。エホバは必ず私たちのことを養ってくださる。
２．生活が苦しいとき、どのようにエホバを信頼できますか。
・S11　エホバが助けてくれると信じて良い選択をすべき。まずできるのは、不安な気持ちをエホバに伝える。賢い選択ができるよう、穏やかな気持ちでいられるよう、本当に必要なものだけで満足できるように、助けを祈リ求めることができる。また問題に上手に取り組むのに役立つアドバイスを聖書に基づく出版物から探す。
・S12　仕事を選ぶとき、どれぐらい給料をもらえるかだけでなく、エホバとの友情にどんな影響があるか、またエホバが何を望んでいるかを考えて判断する。王国と神から見て正しいこととをいつも第一にするなら、エホバは必ず養ってくれるということを経験できる。
３．老後の暮らしが心配になるとき、どんなことを忘れてはいけませんか。
・S13　できるなら将来のために貯金をしておくのも賢明なことで、お金があればある程度の安心感を持てるものの、お金や物を一番大切なものにしないように注意すべき。
・S14　イエスは、お金を蓄えても「神から見て裕福でない」のは愚かなことだと教えた。将来に備えて自分にできることはしますが、思いがけない変化が起きるときは、私たちを世話してくれるエホバを信頼する。
・S15　年を取ってから経済的にサポートしてもらうことを期待して子供を持つことにする人たちもいるが、クリスチャンの親にとって一番大切なのは、子供がエホバに仕えるようになることで、子供が老後の安心材料になることではない。
150番の歌 救いのために神に頼る
[bookmark: pcitationsource3_3]^  「ものみの塔」2023年10月号の「読者からの質問」を参照。
[bookmark: pcitationsource4_1]^  「ものみの塔」2014年9月15日号の「読者からの質問」を参照。
[bookmark: pcitationsource5]^  「ものみの塔」2014年4月15日号の「だれも二人の主人に仕えることはできません」という記事を参照。
^  写真や挿絵: クリスチャンの夫婦が娘とビデオ通話をしている。娘は夫と一緒に王国会館の建設プロジェクトに参加している。
^ （民 11:23） エホバはモーセに言った。「それはエホバにできないことだろうか*。私が言った通りになるかどうか，すぐに分かる」。
または，「エホバの手はそんなに短いのだろうか」。
 
^  （ヘブ 3:2-5） イエスは自分を任命した神に忠実でした。モーセが神の家*全体の中で忠実に仕えたのと同じです。 3 イエスはモーセより大きな栄光を受けるに値すると見なされています。家を造る人は，家そのものよりも大きな栄誉を受けるからです。 4 言うまでもなく，家は全て誰かによって造られるのであり，全てのものを造ったのは神です。 5 モーセは，神の家全体の中で従者として忠実に仕え，その奉仕は後に語られる事柄を示していました*。
神の会衆のこと。
または，「を証明するものとなりました」。
 
^  （ヘブ 11:23-25） 信仰によってモーセの両親は，モーセを生後3カ月の間隠しました。その子が美しいのを見たからであり，王の命令を恐れなかったのです。 24 信仰によってモーセは，成人した後ファラオの娘の子と呼ばれることを拒み， 25 罪のつかの間の快楽にふけるよりも神の民と共に虐待されることを選びました。
 
^  （ヘブ 11:27-29） 信仰によってモーセは，王の怒りを恐れることなくエジプトを去りました。目に見えない方を見ているように，しっかりと立ち続けたのです。 28 そして信仰によって，過ぎ越しと血を掛けることとを執り行い，滅ぼす者が民の初子たちに危害を加える*ことがないようにしました。 29 信仰によって民は，乾いた陸地を通るかのように紅海を渡りました。一方，同じように渡ろうとしたエジプト人は，海にのみ込まれました。
直訳，「に触れる」。
 
^  （出 15:22-25） その後，モーセはイスラエルを紅海から出発させた。彼らはシュルの荒野へ行き，荒野を3日間進んだが，水を見つけることができなかった。 23 そしてマラ*に来たが，マラの水は苦くて飲めなかった。それでそこはマラと名付けられた。 24 民はモーセに対して不満を口にし始め，「何を飲んだらいいのか」と言った。 25 モーセはエホバに向かって叫んだ。するとエホバは1本の木を指し示し，モーセがそれを水の中に投げ入れると，水は飲めるように*なった。 神はこの件を裁きのための先例として定め，民への教訓とした。神は民を試していたのであり，
意味，「苦さ」。
直訳，「甘く」。
 
^  （詩 78:23-25） それで神は大空の雲に命じ， 天の扉を開いた。 24 マナを雨のように降らせて食べさせ， 天の穀物を与えた。 25 人々は力の強い者*たちのパンを食べ， 神から食物を十分に与えられた。
または，「天使」。
 
^ （民 11:21-23） モーセは言った。「私と一緒にいる民は，徒歩で行く男性だけで60万人います。それなのに，あなたは，『肉を与える。民は丸1カ月は食べられる』と言われました。 22 羊や牛を全て殺しても，それで足りるでしょうか。海の魚を全て捕っても，それで足りるでしょうか」。 23 エホバはモーセに言った。「それはエホバにできないことだろうか*。私が言った通りになるかどうか，すぐに分かる」。
または，「エホバの手はそんなに短いのだろうか」。
 
^  （民 11:21-23） モーセは言った。「私と一緒にいる民は，徒歩で行く男性だけで60万人います。それなのに，あなたは，『肉を与える。民は丸1カ月は食べられる』と言われました。 22 羊や牛を全て殺しても，それで足りるでしょうか。海の魚を全て捕っても，それで足りるでしょうか」。 23 エホバはモーセに言った。「それはエホバにできないことだろうか*。私が言った通りになるかどうか，すぐに分かる」。
または，「エホバの手はそんなに短いのだろうか」。
 
^  （出 12:38） さまざまな人*も大勢一緒に行き，羊や牛，多数の家畜が一緒だった。
イスラエル人以外の人のことで，エジプト人も含む。
 
^  （申 8:15） 毒蛇とサソリがいて，水がなく乾き切った地面が続く広大で恐ろしい荒野を通り抜けさせました。硬い*岩から水を出し，
または，「火打ち石のような」。
 
^  （民 11:4-6） 民の中にいたさまざまな外国人が利己的な願望を口にし，イスラエル人も泣いてこう言いだした。「誰が肉を食べさせてくれるのか。 5 エジプトでただで食べていた魚が本当に懐かしい。それに，キュウリやスイカ，ネギ，タマネギ，ニンニクもだ。 6 それが今，私たちは痩せ衰えている。目にするのはこのマナばかりだ」。
 
^  （民 11:13， 14） この民全てに与える肉がどこで手に入るでしょうか。民は私の前で泣き続け，『肉を食べさせてくれ』と言っているのです。 14 私独りで，この民全てを負うことはできません。私には無理です。
 
^  （詩 136:11， 12） イスラエルをエジプトから連れ出した。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 12 腕を伸ばして，力強い手で。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。
 
^  （詩 138:6， 7） エホバは高い所にいるが，謙遜な人に目を留める。 しかし傲慢な人のことは，遠くから知っているにすぎない。 7 たとえ私が危険のただ中を歩くとしても， あなたは私を生き続けさせてくださる。 手を伸ばして私の敵の怒りを遮り， 右手で救ってくださる。
 
^  （民 11:31-34） エホバのもとから風が起き，海からウズラを運んできて，宿営の周りに落とした。ウズラは宿営の周囲一帯に，歩いて1日かかる所まで，1メートルほどの高さで積もった。 32 民はその日1日，また夜通し，さらに次の日も1日，寝ずにウズラを集めた。一番少ない人でも2200リットルは集めた。そして，自分たちのために宿営の周囲一帯に並べていった。 33 しかし，肉を口に入れて食べている間に，民に対してエホバの怒りが燃え，エホバは民を打ち始め，非常に大勢の人を滅ぼした。 34 その場所はキブロト･ハタアワ*と呼ばれるようになった。利己的な渇望を示した人々をそこで葬ったからである。
意味，「渇望の墓場」。
 
^  （マタ 6:19， 20） 自分のために地上に宝を蓄えるのをやめなさい。そこでは蛾やさびがむしばみ，泥棒が入って盗みます。 20 むしろ，自分のために天に宝を蓄えなさい。そこでは蛾やさびがむしばんだり，泥棒が入って盗んだりすることはありません。
 
^  （ルカ 16:9） また，あなたたちに言いますが，この世の富によって友をつくり，そうした物が尽きた時に永遠の住まいに迎え入れてもらえるようにしなさい。
 
^ （ルカ 12:29-31） それで，何を食べるのか，何を飲むのかとばかり考えるのをやめ，心配して気をもむのをやめなさい。 30 これらは全て世の人々が必死に求めているものですが，天の父は，あなたたちがこうしたものを必要としていることを知っています。 31 そうではなく，神の王国をいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたものはあなたたちに与えられます。
 
^  （格 16:3） 行うことは何でもエホバに委ねよ*。 そうすれば，計画は成功する。
直訳，「あなたが行うことをエホバに転がせ」。
 
^  （ルカ 12:29-31） それで，何を食べるのか，何を飲むのかとばかり考えるのをやめ，心配して気をもむのをやめなさい。 30 これらは全て世の人々が必死に求めているものですが，天の父は，あなたたちがこうしたものを必要としていることを知っています。 31 そうではなく，神の王国をいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたものはあなたたちに与えられます。
 
^  （テモ一 6:7， 8） 私たちは何も持たずに世に生まれ，何も持たずに世を去ります。 8 ですから，食物*と衣服*があれば，それで満足します。
または，「命を支える物」。
もしかすると，「住まい」。直訳，「覆い」。
 
^  （ルカ 14:28） 例えば，塔を建てようと思う場合，まず座って費用を計算し，完成させるだけのものを持っているかどうかを確かめるのではないでしょうか。
 
^  （エフェ 6:4） 父親は，子供をいら立たせないようにし，エホバ*が望む指導と助言*によって育ててください。
付録A5参照。
または，「エホバの考えを入れること」。
 
^  （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。
 
^  （格 6:6-11） 怠け者よ，アリの所へ行け。 そのやり方を見て，賢くなれ。 7 アリには司令官も，役人も，支配者もいないが， 8 夏の間に食物を用意し， 収穫の時に食糧を集める。 9 怠け者よ，いつまで横になっているのか。 いつ起きるのか。 10 しばらく眠り，しばらくうとうとし， しばらく手を組んで休む。 11 すると，貧乏が盗賊のように， 窮乏が強盗のようにやって来る。
 
^  （伝 7:12） お金は身の守りであり，知恵も身の守りである。しかし知識や知恵の利点は，人の命を保たせることだ。
 
^ （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。
 
^  （ルカ 12:16-21） そして次のような例えを話した。「ある裕福な人の土地で作物が豊かに実りました。 17 そこでその人は心の中で考え始めました。『どうしようか。作物を集める場所がない』。 18 その人は言いました。『こうしよう。倉を取り壊して，もっと大きいのを建て，そこに穀物などを全て集めるのだ。 19 そして自分に言おう。「おまえはたくさんの良い物を何年分も蓄えることができた。楽にして，食べて，飲んで，楽しめ」』。 20 しかし神は言いました。『無分別な者よ，今夜，あなたの命は取り上げられる。そうしたら，蓄えた物は誰のものになるのか』。 21 自分のために宝を蓄えても，神から見て裕福でない人はこうなるのです」。
 
^  （格 23:4， 5） 富を得ようとして疲れ切ってはならない。 そうするのをやめて理解力を示せ*。 5 目をやると，そこに富はない。 それは必ずワシのように翼を生やして空に飛び去る。
もしかすると，「自分の理解に頼るのをやめよ」。
 
^  （ヤコ 4:13-15） 「今日か明日，あの都市に行ってそこで1年過ごし，商売をしてもうけよう」と言う人たち， 14 皆さんは自分の命が明日どうなるかも知りません。皆さんは少しの間だけ現れて消える霧だからです。 15 それで代わりに，「もしエホバ*が望まれるなら，私たちは生きていて，あれやこれができるだろう」と言うべきです。
付録A5参照。
 
^  （ルカ 14:33） 同じように，持ち物全てに別れを告げない*人は誰も私の弟子になることができません。
または，「を手放さない」。
 
^  （ヘブ 10:34） 捕らわれている人たちに同情し，持ち物が奪われても喜んで耐え忍びました。もっと良い，永続するものを持っていることを知っているからです。
 
^  （啓 13:16， 17） 初めの野獣はさらに，あらゆる人，すなわち，小さな者にも大きな者にも，裕福な者にも貧しい者にも，自由な者にも奴隷にも，右手か額に印を受けさせる。 17 そして，その印，つまり野獣の名である数字を記されている者以外は，誰も売り買いできないようにする。
 
^  （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。
 
^  （コリ二 12:14） 私がそちらに行く用意をしたのは，これで3度目です。このたびも私は負担を掛けないようにします。私が求めているのは皆さんの持ち物ではなく，皆さん自身だからです。子供が親のために物を蓄えるのではなく，親が子供のために蓄えるべきなのです。
 
^  （テモ一 5:4） しかし，やもめに子供や孫がいるなら，彼らに次のことを学ばせてください。まず自分の家族を世話することによって神への専心を示し，親や祖父母から受けた恩に報いるべきである，ということです。これは神に喜ばれることです。
 
^  （ヨハ三 4） 私の子供たちが真理に従って歩み続けているのを聞くことほど，うれしい*ことはありません。
もしかすると，「感謝すべき」。
 
^ （エフェ 4:28） 盗んでいる人は，もう盗んではなりません。きちんと仕事をし，一生懸命働いてください。そうすれば，生活に困っている人に物を分けてあげられるでしょう。
 
^  （格 29:21） 召し使いを若い時から甘やかすと， いずれ感謝しない人になる。
 
^  （エフェ 4:28） 盗んでいる人は，もう盗んではなりません。きちんと仕事をし，一生懸命働いてください。そうすれば，生活に困っている人に物を分けてあげられるでしょう。
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[bookmark: Jing_woZheng_sikuShi_u_1]鏡を正しく使う
 
[bookmark: yakobuniyoreba_Sheng_Shu_haJing][bookmark: citationsource1_5]ヤコブによれば，聖書は鏡のように本当の自分を見つめるのに役立ちます。（ヤコ 1:22-25）どうすれば聖書という鏡を正しく使うことができるでしょうか。
[bookmark: zitukuriDu_mu__Jing_wotiyotutoJi]じっくり読む。鏡をちょっと見るだけでは，本当は直さないといけない点に気付かないことがあります。自分の改善すべきところに気付くには，鏡をしっかり見るかのように聖書をじっくり読む必要があります。
[bookmark: hokanoRen_dehanakuZi_Fen_Zi_Shen]ほかの人ではなく自分自身を見つめる。鏡の角度によっては，ほかの人の直すべきところが目に入ることもあります。聖書を読んでいる時も，ほかの人のできていないところに注意が向くかもしれません。自分の欠点を直すためには，自分をきちんと見つめることが大切です。
[bookmark: Wan_Bi_woMu_Zhi_sanai__Jing_niYi][bookmark: citationsource2_5]完璧を目指さない。鏡に映る自分の欠点ばかりを見ていると，がっかりしてしまいます。聖書を読む時は自分の理想を追い求めるのではなく，エホバから期待されていることを考えましょう。（ヤコ 3:17）
^ （ヤコ 1:22-25） 神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません。間違った考え方をして自分を欺いてはならないのです。 23 神の言葉を聞いても実践しない人は，鏡で自分の顔*を見る人に例えることができます。 24 その人は自分を見ますが，そこを離れると，自分がどのような人かをすぐに忘れてしまいます。 25 しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。
または，「生まれつきの顔」。
 
^ （ヤコ 3:17） 一方，天からの知恵を持つ人は，第一に清く，次いで平和を求め，分別があり，進んで従い，憐れみと良い実に満ち，差別をせず，偽善的ではありません。
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[bookmark: pcitation1]^ ***喜歌 51番 私たちは神に献身しました！***
51番
私たちは神に献身しました！
（マタイ 16:24）
1. 愛あるエホバに招かれ
イエスの弟子となる
真理の光 心を照らす
今この命 神に捧げる
（※ 繰り返し）
神への献身誓って
喜び満ちあふれる
2. 心から祈る エホバに
とわに仕えたいと
神の名前と王国知らせ
この喜びを伝えていこう
（※ 繰り返し）
神への献身誓って
喜び満ちあふれる
（詩 43:3; 107:22; ヨハ 6:44も参照。）
^ ***喜歌 38番 神はあなたを強い人にしてくださる***
38番
神はあなたを強い人にしてくださる
（ペテロ第一 5:10）
1. あなたは世の闇の中で
真理を求めていた
エホバはその願いかなえ
あなたを導かれた
真の光の中へ
引き寄せてくださった
（※ 繰り返し）
あなたの命 その心も
エホバのもの 永遠まで
神はあなたをいつも守り
強い人にしてくださる
2. 愛する子のイエスさえも
与えたエホバ神は
どんな時もあなたのこと
優しく気遣われる
神のために示した
あなたの愛忘れず
（※ 繰り返し）
あなたの命 その心も
エホバのもの 永遠まで
神はあなたをいつも守り
強い人にしてくださる
（ロマ 8:32; 14:8，9; ヘブ 6:10; ペテ一 2:9も参照。）
^ ***目05 8/8 20–23ページ 真理の美しさによって創造者に導かれる***
真理の美しさによって創造者に導かれる
藤井 強の語った経験
何年か前のこと，私はいけばなの家元である池坊専永の助手として，皇居内の華麗な一室で花を生けるというまれな機会にあずかりました。厳しい警備のもと，水一滴もこぼせない緊張の中で花を生けたことは，今でも懐かしい思い出の一つとなっています。では，どのようないきさつで私がこのいけばなの世界に入ったのかをお話ししましょう。
私は1948年，兵庫県の西脇市で生まれました。子どものころから，四季の移りゆく景色の美しさに感動を覚えたものです。とはいえ，信心深い仏教徒の祖母に育てられたので，創造者の存在など考えたこともありませんでした。
母は兵庫県の実家で今でも華道を教えています。母から直接習ったことは一度もありませんが，母の影響を少なからず受けました。進路を決定するころには，華道の世界に入りたいと考えるようになりました。先生や母からは普通の大学に行くことを勧められましたが，迷わず池坊短期大学に進学を決めました。池坊は日本で最も古い伝統を持つ華道の流派です。入学後，いけばなを本格的に学ぶことになりました。
いけばなの世界へ
いけばなという日本の伝統芸術は生命をテーマとします。例えば，人は花屋さんのバケツに入れてある花を見てきれいだと思うかもしれません。しかし，野山に咲く小さな草花や木の芽に比べるとどうでしょうか。自然の中のほうが，生命や季節を感じて，深い感動を覚えるのではないでしょうか。心に感じた事柄をモチーフとし，花や草木を使って自然の美しさを表現するのが，いけばなです。
秋の情感を表現したいなら，紅葉した小枝にリンドウとかオミナエシなど季節の花を用いることができるでしょう。またさわやかな風を表わしたい場合は，ススキを何本か添えて，その葉をなびかせることによって，観賞する人に秋風を感じていただくことができます。花器の上に広がる空間の中で花や草木を使って造形を楽しむといういけばなは，私にとってはたまらない魅力でした。
巨大な家元制度
装飾芸術としてのいけばなの歴史は500年にも及びます。華道の各流派は家元制度と呼ばれる日本独特の組織を持っています。家元は世襲制です。技術の継承者として，門下生から成る巨大な“家族”に対し家長のような権威を持ち，格式ある伝統を引き継ぐと共に，時代に合った花型も確立して後世に伝えなければなりません。
池坊短期大学を卒業し，華道の専門課程を2年間経たのち，1971年1月に財団法人池坊華道会に就職しました。そこでは，全国主要都市で開催する「いけばな池坊展」の企画の仕事に就きました。そのかたわら，家元が制作する作品の助手の一人として全国各地に出張しました。
今でも忘れられませんが，初めて助手としてステージに立ったのは福岡スポーツセンターで，家元のデモンストレーションが行なわれた時でした。何千人という観衆の前に立ち，緊張のあまり花材の茎を折ったり，切ってはいけない枝を切ってしまったりと失敗ばかりでした。しかし家元はジョークを交えて観衆に説明し，緊張をほぐしてくれました。
世界各国の要人が招かれて国の行事が開催される時に，家元のお供をしたこともありました。冒頭でも述べたように，ある時には，皇居内の華麗な一室で花を生ける機会が与えられました。
その後，全国の教授者を再教育する機関である池坊中央研修学院が設立された時，教務関係の仕事を任されました。主に，カリキュラムの作成や，全国の300ほどの支部で約20万人の受講者を対象に行なった講習会のテキストと映画の監修に携わりました。また各地方で行なわれる講習会を監督するため全国に出張しました。海外にも支部があり，年に数回，台湾にも出かけました。このように家元の信頼を得，組織の重要なポストで仕事をしていました。
好きないけばなの仕事を楽しんでいましたが，すべてに満足していたわけではありません。美というベールの裏には幻滅を感じることもありました。一部の講習者の間では，ねたみやそねみが中傷へと進むことが見られ，地方の先生から相談を受けることもありました。しかし古い因習と権力に支配された組織では，自分の無力さを感じることもありました。大勢の人はいけばなを純粋に愛し，いちずな思いで講習に来ていましたので，そのような人たちが喜んで学べるように自分の仕事を誠実に果たしていこうと努力しました。
初めて触れた真理の美しさ
私は宗教が嫌いでした。宗教は人を盲目にすると思っていたのと，平和や幸福を説く人々の偽善が多く見られたからです。一方，妻の慶子は幼いときから真理を求めていました。それでいろいろな宗教に関心を持ち，話を聞いてみたものの，どの宗教も霊的な飢えを満たしてくれなかったようです。
それで，エホバの証人が訪問した時に，妻は聖書研究に応じました。学んで感動したことを何でも率直に話してくれました。妻の話には心地よい響きがありましたが，最初はあやふやな返事しかしていませんでした。
それでも，妻は聖書から学んだ事柄について確信をもって話してくれました。出張の際，かばんの中にはいつも聖書関係の2冊の雑誌がそっと入れてありました。しかし，私はそうしたものを読もうとはしませんでした。それまでに築き上げてきたことを大切にしていたからです。また，念願のマイホームを持ったころでもあり，聖書の教えを受け入れるならその家を手放さなければならないような気もしました。そんな私をしりめに妻はどんどん進歩して，確信したことを行動に移してゆきました。私は自分が取り残されていく寂しさを感じました。妻が話すことは間違っていないと心では認めながらも，反対するようになりました。
反対しつつも魅せられる
帰宅するのは毎晩のように遅かった私ですが，妻が集会に出席する日には帰る時間をさらに遅らせました。午前2時や3時ごろに帰っても，妻はいつも待っていて，その日にあったことを話しながら私の体のことを案じてくれました。私は，クリスチャンの集会のために家族が数時間でも家を留守にすることが許せなかったので，次第に反対を強め，離婚の話を持ち出すようになりました。それでも妻はいつも落ち着いていました。
なぜそのように振る舞えるのか不思議でなりませんでした。二人の関係はこじれ，妻は喘息の発作に苦しんでいました。それでも，妻は何でも喜んで行なっていました。私は実のところ，妻の少女のような心の美しさや優しさに引かれていました。それで，妻が聖書を学び始めたころはだれかにだまされているのではないかと心配したのです。
妻は学んだことを実行し，良い妻，良い母になろうとしていました。私は反対しつつも，妻に勧められてクリスチャンの集会や大会に出席したことがありました。それは，そんな妻を誇らしく思う気持ちがあったからかもしれません。
同時に，エホバへの嫉妬のようなものも感じていました。妻が変化しようと努力している姿を見て，聖書の教えはどうして人をそのような気にならせるのか，妻はなぜエホバのためにいろいろな困難を忍べるのだろう，と不思議に思いました。
会衆のクリスチャンの兄弟たちが家を訪問してくれるようになったのはちょうどそのころでした。最初のうちは会うつもりは全くありませんでした。とはいえ，妻がなぜあれほど平安な気持ちでいられるのかを知りたいとも思っていました。それで結局，好奇心にかられて聖書研究に応じました。訪問してくれた人たちと親しく接し，知り合うようになると，心にさわやかなものを感じました。週ごとの研究が進むにつれ，聖書の真理はどんどん心に入っていき，視野が広がってゆくのを感じました。
自然の美しさと真理の美しさ
自然界の美しさや力強さをいけばなで表現しようとする時，どうすればその素晴らしさを表わせるだろうかと思い悩むことがあります。しかし，自然界を創造されたのがエホバ神であることを知った時，なるほどと思いました。ちっぽけな人間が創造者の芸術性に挑むことなどできるでしょうか。エホバは優れた芸術家であり，この方に倣うことによってもっと立派ないけばなができるようになりました。事実，聖書を学び始めてからは作品の力強さに優しさが加わって作風が変わった，と言われるようになりました。
聖書の真理によって，以前は気づかなかった多くの事柄が理解できました。悪魔サタンが世の支配者であるゆえに今日の人々が苦しみに遭っていること，またアダムから受け継いだ罪ゆえに心が不実であることを知った時，自分の周りで起きている事柄の真の意味を悟りました。（エレミヤ 17:9。ヨハネ第一 5:19）エホバは平和の神であり，愛，公正，力，知恵という特質に満ちておられること（申命記 32:4。ローマ 11:33。ヨハネ第一 4:8。啓示 11:17），神は愛に動かされてイエスを送り，そのイエスは私たちのために死なれたこと（ヨハネ 3:16。コリント第二 5:14），そして死や苦しみのない時代が到来するということも分かりました。（啓示 21:4）私の心はそうした真理の美しさにすっかり魅せられてしまいました。またエホバの証人が，『隣人を自分自身のように愛しなさい』というイエスの教えに従って生きているのを目にしたとき，この宗教は本物だと思いました。―マタイ 22:39。
乗り越えるべき試練
真理が心に根づくにつれて問題も生じました。家元が葬式に列席できない場合，私が代理で出席することがよくありました。エホバに献身することを考えていたので，これは試練となりました。エホバの崇拝者として仏教の儀式には参加しないという個人的な決定をしていたからです。（コリント第一 10:21）そこで，自分は近いうちにバプテスマを受けるつもりであること，また崇拝行為は仕事上でもできないことを家元に敬意を込めて伝えました。すると家元からは，私がクリスチャンになることは問題ない，崇拝に関係した事柄も私なりの方法で行なえば良いとの返事をいただきました。叱責を覚悟していましたし，仕事を外されるだろうと思っていましたので，この返事は意外でした。
こうした試練を乗り越え，聖書研究を始めて1年後の1983年6月，クリスチャンの大会でエホバへの献身の象徴であるバプテスマを受けることができました。バプテスマ･プールから出てきた私を，妻は目に涙を浮かべながら笑顔で迎えてくれました。私もこみあげる涙をこらえながら，妻と共に，この幸福に満たされた気持ちをエホバに感謝しました。
退職を決意する
家元は，献身したクリスチャンとしての私の立場によく理解を示してくれました。私は仕事上の責任を以前にも増してまじめに果たすよう努めましたが，世俗の仕事とクリスチャン生活との平衡を保つことも忘れませんでした。年に数か月，クリスチャンの宣教奉仕に特別な努力を払うという生活が7年間続きました。
しかし，一人息子の霊性，そして妻の病気が悪化していることを真剣に考えるようになりました。今こそ，私自身が王国の関心事を第一にして家族に対する時間を多く取らなければ，と思いました。そうした必要また願いに動かされて，退職のことをエホバに祈りました。家元は私の意志が固いことをよく理解してくれたので，最終的には1990年7月つまり42歳の時に円満に退職することができました。
真理の美しさを見いだすよう他の人を助ける
退職後間もなく，私は真理を見いだすよう他の人を助けるために全時間の宣教奉仕を始めました。現在は週に1日，池坊の型にこだわらずに生け花を教えています。会衆では長老として奉仕する特権をいただき，妻は幸い以前ほど喘息の発作に苦しむことなく開拓奉仕を楽しんでいます。結婚した息子は近隣の会衆で奉仕の僕として仕えています。家族全員が一致してエホバへの奉仕に参加できることを貴重な特権と感じています。
私はキリストの王国支配のもと，自分の庭園で育てた草木を存分に用いて創作することを楽しみにしています。すべての美しいものを創造されたエホバの麗しいお名前を，愛する家族と共に永遠にわたって賛美すること，これが私の心からの願いです。
[23ページの図版]
妻および息子の家族と共に
[23ページの図版]
自然の美しさから受けた印象をいけばなで表わす
[bookmark: pcitation1_1]^ ***喜歌 31番 神と共に歩む***
31番
神と共に歩む
（ミカ 6:8）
1. エホバと歩もう 慎み持って
神のそば離れずにいつでも頼り
道を照らす教え守り続け
その手 握り締め共に歩もう
2. エホバと歩もう 清さ保って
誘惑に耐えるため助けを求め
考え続けよう 正しいこと
そのときエホバはすぐそばにいる
3. エホバと歩もう 喜びながら
永遠に注がれる祝福見つめ
心に喜びが湧き上がれば
エホバとの絆 皆に伝わる
（創 5:24; 6:9; フィリ 4:8; テモ一 6:6-8も参照。）
^ ***新世ス コリント第一 2:16***
16 「エホバの考えを知るようになって，その方を教えられる人などいるでしょうか」。とはいえ，私たちはキリストの考えを知っています。
^ ***喜歌 30番 私の父，私の神，私の友***
30番
私の父，私の神，私の友
（ヘブライ 6:10）
1. 涙あふれて疲れ果てる時も
この生き方は無駄ではない
（※ 繰り返し）
私の愛を神は忘れ去らず
すぐそばにいて支えてくださる
愛のエホバはいつの日も
私の父です 神です 友です
2. 若さ過ぎ去り苦しみ続いても
信仰の目に見える希望
（※ 繰り返し）
私の愛を神は忘れ去らず
すぐそばにいて支えてくださる
愛のエホバはいつの日も
私の父です 神です 友です
（詩 71:17，18も参照。）
^ ***イ解 記事24 テモテ第二 1:7 「神が私たちに与えてくださったのは，臆病の霊ではな[い]」***
「健全な考え方」 聖書で言う「健全な考え方」があれば，聖書の教えに沿った賢い判断や決定ができます。難しい状況にぶつかっても冷静さを失わず，適切な判断ができます。人にどう思われるかよりも，神との関係の方が大切だと分かっているので，神の考えに合った決定ができます。
[bookmark: pcitation1_2]^ ***喜歌 57番 あらゆる人に伝道する***
57番
あらゆる人に伝道する
（テモテ第一 2:4）
1. エホバ神に倣って
あらゆる人に語る
公平な神エホバ
人々を引き寄せる
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
2. エホバはよく見ている
人の心の中を
どんな人であろうと
良い知らせ伝えよう
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
3. エホバに仕えるため
生き方変える人は
エホバに喜ばれる
そのことを伝えたい
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
（ヨハ 12:32; 使徒 10:34; テモ一 4:10; テト 2:11も参照。）
^ ***新世ス ルカ 10:1***
10 これらのことの後，主イエスはほかの70人を指名し，行こうとしている全ての町と場所へ，先に2人ずつ遣わした。
^ ***喜歌 58番 平和を望む人を探す***
58番
平和を望む人を探す
（ルカ 10:6）
1. 良い知らせ伝えよう
イエスが命じた大切な務め
日の出から日暮れまで
イエスは伝えた 人々に
家から家へと 人から人へと
語ろう イエスに倣い
（※ 繰り返し）
探そう 平和を望む人
探そう 一人も残さずに
世界の果てまで
2. 最善を尽くしたい
残りの時間はあとわずかだから
1人でも救うため
再び訪ねる 愛込めて
町から町へと 人から人へと
語ろう 救いの知らせ
（※ 繰り返し）
探そう 平和を望む人
探そう 一人も残さずに
世界の果てまで
（イザ 52:7; マタ 28:19，20; ルカ 8:1; ロマ 10:10も参照。）
[bookmark: pcitation1_3]^ ***喜歌 119番 信仰を持とう***
119番
信仰を持とう
（ヘブライ 10:38，39）
1. エホバは今も語る キリストによって
悔い改めるように呼び掛けている
（※ 繰り返し）
強い信仰持とう
生き続けるため
行いによって
真の命を得よう
2. 遠く広く伝えよう 王国の真理
エホバからのメッセージ 輝く希望
（※ 繰り返し）
強い信仰持とう
生き続けるため
行いによって
真の命を得よう
3. いかりのような信仰 心に抱いて
忍耐して進もう 救いは近い
（※ 繰り返し）
強い信仰持とう
生き続けるため
行いによって
真の命を得よう
（ロマ 10:10; エフェ 3:12; ヘブ 11:6; ヨハ一 5:4も参照。）
^ ***喜歌 156番 信仰を抱いて***
156番
信仰を抱いて
（詩編 27:13）
1. 炎のように迫る敵たち
恐れはしない
いつもそばにエホバがいるから
（※ 繰り返し）
あなたの助けを信じ
あなたから離れない
力もらって強くなろう
進みつづけていこう
あなたと
2. エホバは友を忘れることなく
また再び目覚めさせる 新しい世界で
（※ 繰り返し）
あなたの助けを信じ
あなたから離れない
力もらって強くなろう
進みつづけていこう
あなたと
確かな希望がある
試練の向こうに
揺るがず立ちつづけていく
信仰抱いて
3. 未来が見える もう目の前に
守り抜く この信仰
エホバの勝利まで
（※ 繰り返し）
あなたの助けを信じ
あなたから離れない
力もらって強くなろう
進みつづけていこう
未来へ エホバと
（ヘブ 11:1-40も参照。）
[bookmark: pcitation1_4]^ ***喜歌 4番 「エホバは私の牧者」***
4番
「エホバは私の牧者」
（詩編 23編）
1. エホバは私の優しい牧者
羊を忘れずに深く気遣う
静かな水辺で私を癒やし
平和と安らぎで心を満たす
平和と安らぎで心を満たす
2. 恐れず歩もう 深い谷間も
あなたが共にいて守ってくれる
正しく生きたい その名のために
私の神エホバ 本当の友
私の神エホバ 本当の友
3. エホバの豊かな愛ある世話と
その揺るぎない愛 私のそばに
希望と喜び 感謝にあふれ
永遠に住みたい エホバの家に
永遠に住みたい エホバの家に
（詩 28:9; 80:1も参照。）
^ ***喜歌 150番 救いのために神に頼る***
150番
救いのために神に頼る
（ゼパニヤ 2:3）
1. 神の主権退けてきた
人々の支配 終わりを告げた
この世界の敵たち全て
イエスが打ち砕く その日は近い
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
2. 真理の側選べるように
知らせを伝える あらゆる人に
試練来ても恐れはしない
愛の神エホバの助けを信じ
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
（サム一 2:9; 詩 2:2，3，9; 格 2:8; マタ 6:33も参照。）
^ ***塔研23 10月号 30ページ–31ページ 読者からの質問***
読者からの質問
イスラエル人が荒野で食べたのはマナとウズラだけでしたか。
イスラエル人は荒野にいた40年の間，主にマナを食べていました。（出 16:35）エホバからウズラを与えられたことも2回あります。（出 16:12，13。民 11:31）でも，マナとウズラ以外にも食べ物はありました。
エホバは，必要な食べ物や飲み物を与えるために，時々ご自分の民を「休み場所」へ連れていきました。（民 10:33）そのうちの1つにエリムにあるオアシスがあります。「そこには12の泉と70本のヤシの木があ」りました。それは恐らくナツメヤシだったと思われます。（出 15:27）「聖書の植物」（英語）という本にはこうあります。「ナツメヤシは……広範囲に分布している。砂漠での主要な食物であり，油を採ることもできる。そこは多くの人が休む場所になっている」。
イスラエル人は，現在ではフェイランと呼ばれている大きなオアシスにも立ち寄ったかもしれません。このオアシスは，ワジ･フェイランの一部です。 「聖書の世界を探る」（英語）という本には，このワジ，つまり谷についてこのように書かれています。「全長130㌔で，シナイ半島で最も長く，美しく，有名な谷の一つである。この谷の入り口から45㌔進んだ所には4.8㌔に及ぶフェイラン･オアシスがある。この美しいオアシスは標高610㍍の地点にあり，ヤシの木に囲まれている。ここは，シナイ半島のエデンの園と言える。古代から，このオアシスに立ち寄る多くの人たちが何千本ものナツメヤシの木に魅了されてきた」。
エジプトを出た時，イスラエル人はパン生地とこね鉢を持っていました。穀物と油も持っていたかもしれません。でも，こうしたものはやがてなくなってしまったことでしょう。イスラエル人は「羊や牛，多数の家畜」も連れていました。（出 12:34-39）でも，荒野の過酷な環境の中で死んでしまった動物も少なくなかったはずです。イスラエル人は，動物を食料にしたり犠牲として捧げたりもしたことでしょう。偽の神々に捧げることさえしました。 （使徒 7:39-43）とはいえ，イスラエル人の家畜が全くいなくなってしまったわけではありません。そのことは，反逆した民に対するエホバの次の言葉から分かります。「あなたたちの息子は40年間，荒野で羊飼いとな[る]」。（民 14:33）それでイスラエル人は，こうした家畜のミルクや肉を食料にすることができたでしょう。とはいえ，約300万人の人が40年生きていくのに十分な量ではありませんでした。
動物たちのための食べ物や水はどうしていたのでしょうか。 当時，荒野ではたくさん雨が降ったので，植物は今よりも多かったことでしょう。「聖書に対する洞察」第1巻にはこうあります。「約3,500年以前の当時，アラビアの水の供給状態は現在よりも幾分良好であったと考えてよい理由があります。かつては川床であった，水のかれた深いワディ，つまり渓谷がたくさん存在していることは，過去のある時代に十分の降雨があり，それらの渓谷に水が流れていたことを示す証拠となっています」。とはいえ，荒野は恐ろしい不毛の地でした。（申 8:14-16）エホバが奇跡によって水を与えなければ，イスラエル人も動物たちも生き延びることはできなかったはずです。（出 15:22-25; 17:1-6。民 20:2，11）
モーセは，エホバがイスラエル人をマナで養った理由についてこう言いました。「人がパンだけで生きるのではなく，エホバの口から出る全ての言葉によって生きる，ということをあなたに知らせるためでした」。（申 8:3）
[脚注]
「ものみの塔」1992年5月1日号24-25ページを参照。
聖書には，荒野でエホバに動物が犠牲として捧げられた記録が2つあります。1つは祭司が初めて任命された時，もう1つは過ぎ越しの時です。これらはどちらも，イスラエル人がエジプトを出てから2年目の紀元前1512年に起きました。（レビ 8:14–9:24。民 9:1-5）
荒野にいた40年間の終わりごろ，イスラエル人は戦利品として何十万もの動物を手に入れました。（民 31:32-34）それでも，約束の地に入る時までマナを食べていました。（ヨシュ 5:10-12）
動物たちがマナを食べることはなかったと考えられます。エホバは民に，一人当たりどれくらいの量のマナを集めるべきかについて指示を与えましたが，動物については何も言わなかったからです。（出 16:15，16）
​[31ページの図版]
フェイラン･オアシスのナツメヤシ
​​​​​​
^ ***塔14 9/15 22ページ 読者からの質問***
読者からの質問
詩編 37編25節のダビデの言葉とマタイ 6章33節のイエスの言葉は，クリスチャンが食物に事欠くことをエホバは決してお許しにならない，という意味ですか。
■ ダビデは，「義なる者が完全に捨てられるのを見たことも，その子孫がパンを捜し求めるのを見たこともない」と書きました。ダビデはここで，自分の経験に基づいて一般論を述べていました。神がいつも顧みてくださることをよく知っていたからです。（詩 37:25）とはいえ，このダビデの言葉は，エホバの崇拝者が決して窮乏しないという意味ではありません。
ダビデ自身，幾度も難しい状況に直面しました。サウルから逃れている時が，そうでした。食糧が乏しくなり，ダビデは，自分や共にいた者たちのためにパンを願い求めました。（サム一 21:1-6）ですからこの場合，ダビデは確かに「パンを捜し求め」ました。それでも，そうした危機的な状況にあっても，エホバから見捨てられたわけではないことを知っていました。実際，聖書には，命をつなぐ食物のためにダビデが物ごいをしたと述べる箇所はありません。
イエスは，神は王国の関心事を生活の中で第一にする忠実な僕たちの必要を満たしてくださる，と保証しています。マタイ 6章33節でこう述べています。「王国と神の義をいつも第一に求めなさい。そうすれば，これらほかのもの[食物や飲み物や衣服など]はみなあなた方に加えられるのです」。しかしイエスは，ご自分の「兄弟」たちが迫害のゆえに，飢えを経験することがあるとも示唆しています。（マタ 25:35，37，40）そのことは，使徒パウロの身に生じました。パウロは，飢えと渇きを経験しました。―コリ二 11:27。
エホバは，わたしたちが様々な迫害に遭うことを告げておられます。わたしたちが悪魔の訴えに対する答えを示す際，神はわたしたちが窮乏を経験することをお許しになるかもしれません。（ヨブ 2:3-5）例えば，仲間のクリスチャンたちの中には，ナチの強制収容所に入れられた兄弟たちのように，危機的な状況に陥った人たちがいます。エホバの証人の忠誠を砕くために用いられた悪魔的な方法の一つは，十分な食物を与えないことでした。兄弟たちはエホバに従い忠実を保ち，エホバも兄弟たちをお見捨てになりませんでした。エホバはこうした試練を許されましたが，それは，すべてのクリスチャンが様々な試練に直面するのをお許しになるのと同じです。しかしエホバは，ご自分のみ名のために苦しむ人たちすべてを支えられます。（コリ一 10:13）わたしたちは，「あなた方には，キリストのために，彼に信仰を置く特権だけでなく，彼のために苦しむ特権も与えられた」というフィリピ 1章29節の言葉を思いに留めることができます。
エホバは，ご自分の僕たちと共におられることを約束しています。イザヤ 54章17節はこう述べています。「あなたを攻めるために形造られる武器はどれも功を奏さ（ない）であろう」。この約束や他の同様の約束は，神の民全体としての安全を保証するものです。とはいえ，個々のクリスチャンは，試練に遭って命を落とすこともあります。
​​​
^ ***塔14 4/15 17–21ページ だれも二人の主人に仕えることはできません***
だれも二人の主人に仕えることはできません
「だれも二人の主人に奴隷として仕えることはできません。……あなた方は神と富とに奴隷として仕えることはできません」。―マタ 6:24。
どう考えますか
家族の責任について正しい見方をするうえで，聖書の原則はどのように役立ちますか
どのように決定するなら，エホバだけに仕えていることを示せますか
決定を下す際，神を第一にするなら，エホバはどのように祝福してくださいますか
「夫のジェームズは，いつもくたくたになって仕事から帰って来ます。でも夫の収入では，毎日の生活がやっとなんです」と，マリリンは言います。 「夫の荷を軽くしてあげたいですし，息子のジミーにも，学校の友達が持っているものを買ってあげたいです」。マリリンは，親族も助けたい，将来に備えてお金も貯めたい，と思っています。もっとお金が欲しくて外国に出稼ぎに行った友人も多いのです。でも，いざ自分もそうしようと思うと，複雑な気持ちになります。なぜでしょうか。
2 マリリンは，大切な家族から離れたらどうなってしまうのか，と心配しています。これまで，エホバの崇拝を家族として定期的に行なってきました。自分が遠くへ行ってしまったら，エホバの崇拝はどうなってしまうのか，と不安になります。しかし，こうも思います。外国に移住しても残された家族が霊的に頑張っているように見えるケースもあります。それでも不安は絶えません。どうすれば遠い場所からジミーを育てることができるのでしょうか，インターネット上で，息子を「エホバの懲らしめと精神の規整とをもって」育てることなど，できるのでしょうか。―エフェ 6:4。
3 マリリンはいろいろな人に聞いてみました。夫は行ってほしくありませんでしたが，「行きたければ止めない」と言いました。会衆の長老たちと何人かの兄弟姉妹は，行かないほうがよい，という意見でした。しかし数人の姉妹たちは，「家族を愛しているなら，行ったらいいと思うわ。それでもエホバに仕えられるし」と言って，積極的に勧めました。マリリンは不安を抱きつつ夫と息子に別れを告げ，外国での新しい仕事を求めて家を出ました。「すぐ帰って来るから」と約束して。
家族の責任と聖書の原則
4 エホバはご自分の僕たちが極貧生活をすることを望みません。また，貧しさから抜け出すために別の国に移住することは，古くからある方法の一つです。（詩 37:25。箴 30:8）族長ヤコブは飢えに対処するため，息子たちをエジプトに送り出して食物を買わせました。 （創 42:1，2）今はどうですか。国外に移住する人のほとんどは，飢えているわけではありません。ある人たちは，大きな負債を抱えています。家族の生活レベルを上げたいと思っているだけの人もいます。多くの人は不況の中で自分の目標を達成するため，家族から離れて国内外に移動します。年若い子どもの世話を，配偶者やその子の兄や姉，祖父母などの親族，友人たちに託すことも少なくありません。配偶者や子どもたちを残して出稼ぎに行くのは寂しいことですが，国外に出る大勢の人たちは，ほかに方法はない，と考えています。
5 イエスの時代にも貧しい人は大勢いました。そのような人たちは，もっとお金があったらもっと幸福になり安心できる，と思ったかもしれません。（マル 14:7）しかしイエスは，人々が別のものに希望を置くことを願いました。永続する富の源，つまりエホバを信頼することを願ったのです。イエスは山上の垂訓の中で，真の幸福と安心は物質的なものでも自分の努力でもなく，天の父との友情関係からもたらされる，と説明しました。
6 イエスは模範的な祈りの中で，経済的な安定ではなく，日々の必要，つまり「この日のためのパン」を求めて祈るよう教えておられます。また適切にも，「あなた方は自分のために地上に宝を蓄えるのをやめなさい。……むしろ，自分のために天に宝を蓄えなさい」と諭しておられます。（マタ 6:9，11，19，20）エホバは約束どおり，確かに祝福してくださいます。神の祝福は，うなずいて是認を示すだけのことではありません。わたしたちが実際に必要とするものを積極的に与えてくださいます。実際，真の幸福と安心を得る唯一の方法は，お金ではなく気遣いの深い父を信頼することなのです。―マタイ 6:24，25，31-34を読む。
7 「神の義を……第一に求め」るとは，一つには，家族の責任についてエホバと同じ見方をするということです。モーセの律法では，親は子どもたちに霊的な訓練を施す必要があるとされていました。この原則はクリスチャンにも適用されます。（申命記 6:6，7を読む。）神はそうした責任を両親に課しておられます。祖父母など，ほかの人たちにではありません。ソロモン王はこう述べました。「我が子よ，あなたの父の懲らしめに聴き従え。あなたの母の律法を捨て去ってはならない」。（箴 1:8）エホバは，両親が子どものそばにいて，子どもを教え導くことを意図されました。（箴 31:10，27，28）両親が毎日エホバについて話すのを聞き，エホバに仕える姿を見るとき，子どもたちは親と同じようにすることを学んでゆきます。
こんなはずではなかった
8 多くの場合，外国に出稼ぎに行くことを考えている人たちは，幾つかの問題が生じ得ることを理解しています。しかし，家族が実際にどんな影響を受けるか，完全に知ることはできません。（箴 22:3） マリリンは家を出てすぐ，家族から離れている辛さを絶えず感じるようになりました。夫と息子も同じでした。まだ幼いジミーは，「どうして行っちゃったの？」とマリリンにしきりに尋ねました。数か月の予定が延びて数年になった時，マリリンは家族の変わりように愕然としました。ジミーは自分の殻に閉じこもるようになり，マリリンとの間には壁ができていました。「あの子の愛は冷えてしまった」とマリリンは言います。
9 親子が一緒に生活できないと，感情的にも道徳的にも問題が生じます。 子どもが幼ければ幼いほど，また別居が長ければ長いほど，問題はひどくなります。マリリンはジミーに，あなたのために犠牲を払っているのよ，と言いました。でもジミーは，母親から捨てられたように感じました。最初はマリリンがそばにいないことで腹を立てましたが，後にマリリンが一時帰国した時には，帰って来たことに腹を立てました。こういう子どもたちによくあるように，ジミーもマリリンのことを，母親失格で，従順や愛情を自分に要求する権利はない，と考えていました。―箴言 29:15を読む。
10 マリリンはジミーにお金や物を送って，自分のしたことの埋め合わせをしようとしました。でも，この方法は息子を遠ざけるだけだと思いました。お金のほうが霊的な事柄や家族の絆より大切だ，と教えることになるからです。（箴 22:6）ジミーは，「帰って来なくていいよ。プレゼントだけでいいから」と，よく言いました。マリリンは，手紙や電話やビデオチャットなどによる“遠距離子育て”では息子を育てられないことに気づきました。こう言っています。「インターネットでは子どもを抱き締めることもお休みのキスもできません」。
11 エホバとの関係も，夫ジェームズとの関係も悪くなっていました。会衆との交わりも週に1回あるかないかという状態であり，雇い主からは性的な誘いを受けていました。それに抵抗する必要がありました。マリリンもジェームズも，問題が生じた時に頼れる配偶者がそばにいなかったので，別の人と親しくなり，姦淫を犯しそうになりました。マリリンは，二人とも姦淫には至らなかったものの，夫婦が別居していては，聖書の教えどおり互いの感情的･性的必要を満たすことはできない，と理解しました。何げない会話，眼差しやほほえみを向けること，優しく手に触れること，温かな抱擁，親密な「愛情の表現」，夫婦として「当然受けるべきもの」を与えることなどができなくなっていたのです。（歌 1:2。コリ一 7:3，5）家族で一緒にエホバを崇拝することもできませんでした。マリリンはこう語ります。「大会で，エホバの大いなる日を生き残るには定期的な家族の崇拝が欠かせないと聞いて，わたしは家に帰るべきだと思いました。自分の霊性と家族の生活をすぐに立て直す必要がありました」。
良いアドバイスと悪いアドバイス
12 家に帰るというマリリンの決定に対しては，様々な反応がありました。会衆の長老たちは，その信仰と勇気を褒めましたが，マリリンのように配偶者や家族から離れて暮らしている人たちの反応は違いました。マリリンに倣うのではなく，「また，すぐに戻ってくるでしょ。国に帰ったらどうやって食べてゆくの？」と言って，引き留めようとしました。しかしクリスチャンは，やる気をそぐそうしたことを言うのではなく，「若い婦人たちに，夫を愛し，子供を愛し，……家事にいそし（む）ことを銘記させ」る必要があります。「神の言葉があしざまに言われることのないようにするためです」。―テトス 2:3-5を読む。
13 外国に出稼ぎに行く人たちの中には，何よりも伝統や親族，特に親に対する義務を重視する文化的背景を持つ人が少なくありません。親族の願う事柄がエホバに喜ばれるものでないとき，クリスチャンが，その願いに反する行動を取るには，強い信仰が必要です。
14 キャリンという姉妹はこう語っています。「わたしは息子のドンが生まれる少し前に，聖書の研究を始めました。わたしは夫と外国で働いていたのですが，親族は皆，わたしたちが経済的に安定するまで，ドンを国の祖父母に預けるよう勧めました」。キャリンが，子育ては自分ですると主張した時，夫もキャリンの親族も，働かないのは怠け者だと言ってけなしました。キャリンはこう続けます。「その時は正直言って，ドンを数年だけ祖父母に預けるのがどうして悪いのか，よく理解できませんでした。でも，エホバが，息子を育てる仕事をわたしたち親に与えておられることは知っていました」。キャリンが再び妊娠した時，未信者の夫から中絶するよう言われました。しかし，前に良い決定を下したので信仰が強くなっており，その時もエホバの側に固く立つことができました。今は，家族の皆が，一緒に生活できて本当によかったと思っています。もしキャリンが子どもたちをほかの人に預けていたら，結果は大きく異なっていたことでしょう。
15 ビッキーという姉妹は，こう述べています。「妹は両親と一緒に生活していましたが，わたしは数年間，祖母に育てられました。その後，両親のもとに戻りましたが，親との間に感情的な溝ができていました。妹は親に何でも話したり抱きついたり，とても仲の良い感じでした。でも，わたしは親になじめず，大人になっても本当の気持ちをなかなか親に言えませんでした。妹もわたしも両親に，老後の面倒はきちんと見ます，と言いました。きっと妹は愛の気持ちからそうすると思います。でも，わたしの場合はおもに義務感からだと思います。
16 「母から最近，孫を育てたいので預からせてほしい，という話がありました。祖母がわたしを預かったのと同じです。わたしは角が立たないように断わりました。この子はエホバの方法で育てたいと思っています。娘との関係を損なうようなことは，したくありません」。ビッキーは大切なことを理解していました。経済的な目標や親族の意向ではなく，エホバとその原則を優先しなければ成功しないのです。イエスははっきりこう言われました。「だれも二人の主人に」，つまり神と富とに「奴隷として仕えることはできません」。―マタ 6:24。出 23:2。
エホバはわたしたちの努力を「成功させる」
17 生活の中で王国と神の義を第一にするなら，本当に必要なものは与えられる，と父エホバは保証しておられます。（マタ 6:33）ですから，道が一つしかない，というわけではありません。どんなに難しい問題が生じても，聖書の原則を曲げずにすむ「逃れ道」を備える，とエホバは約束しておられるのです。（コリント第一 10:13を読む。）エホバを「切に待ち望」むなら，またエホバの知恵と導きを祈り求めつつ，その命令と原則に従うことによって「神に頼（る）」なら，「神ご自身が行動して」くださいます。（詩 37:5，7）エホバは，唯一まことの主人であるご自分だけに仕えようとする誠実な努力を，大いに祝福してくださいます。神を第一にするなら，わたしたちの生活を「成功させて」くださるのです。―創世記 39:3と比較。
18 では，別居によって生じた問題を，どうしたら修復できるでしょうか。別居せずに家族を養うための，どんな実際的な方法がありますか。正しい決定を下せるよう，どのように兄弟姉妹たちを親切に励ませますか。そうした点は次の記事で取り上げます。
[脚注]
名前は変えてあります。
ヤコブの息子たちがエジプトに旅した際，家族から離れて過ごした時間はいつも3週間以下だったようです。後にヤコブとその息子たちがエジプトに移住した時は，妻と子どもたちを連れて行きました。―創 46:6，7。
「目ざめよ！」2013年2月号の「移住 ― 夢と現実」を参照。
様々な国の報告によると，配偶者や子どもたちから離れて外国で働くことは，ある人たちにとって，深刻な問題の一因となってきました。夫婦であれば，その一方もしくは双方の不倫，同性愛行為，近親姦などがあり，子どもであれば，異常行動の増加，学習能力の低下，攻撃行動，不安，うつ病，自殺傾向などがあります。
[研究用の質問]
1-3. （イ）今日，多くの人は経済的などんな問題に直面していますか。どのように解決しようとする人もいますか。（冒頭の写真を参照。）（ロ）親は家族のもとを離れる場合，子育てについてどんなことを心配しますか。
4. 多くの人が移住するのはなぜですか。残された子どもたちの世話は多くの場合，だれが行なうことになりますか。
5，6. （イ）イエスは幸福と安心について，どんなことを教えておられますか。（ロ）イエスは追随者たちに，どんな物質的なものを求めて祈るよう，諭しておられますか。（ハ）エホバはどのように祝福してくださいますか。
7. （イ）エホバは子育ての責任をだれに課しておられますか。（ロ）両親が子どもと密接な関係を保つべきなのは，なぜですか。
8，9. （イ）親が家族から離れて生活していると，しばしばどんな変化が生じますか。（ロ）別居すると，感情的にも道徳的にもどんな有害な問題が生じますか。
10. （イ）子どもと一緒にいる時間がなく，それを贈り物で埋め合わせようとすると，子どもはどうなりますか。（ロ）遠くから子どもを育てる方法では，どんなことはできませんか。
11. （イ）世俗の仕事のために別居することは，結婚生活にどんな影響を及ぼしますか。（ロ）マリリンはどのようにして，家族と一緒に生活すべきことを理解しましたか。
12. 家族から離れて生活している人たちに，聖書のどんなアドバイスを与えることができますか。
13，14. 親族の願う事柄に反する行動を取るにはなぜ信仰が必要なのか，例を挙げて説明してください。
15，16. （イ）子どもの時に親から離された一姉妹の経験を述べてください。（ロ）姉妹が，娘を祖母に預けなかったのは，なぜですか。
17，18. （イ）クリスチャンには道が一つしかない，というわけではありません。なぜそう言えますか。（ロ）次の記事では，どんな点を取り上げますか。
​[19ページの図版]
インターネットでは子どもを抱き締めることはできない（10節を参照）
[20ページの図版]
別居していると，どんな危険に直面するか（11節を参照）
​​​​​​
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